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響け！ 鐘の音

～心をつなぐ

世代を超えて

同窓の輪～

會 甲府中学・甲府一高創立139周年60回東京同窓会記念誌
＋
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い 丿 い

山
梨
懸
立

甲
府
中
學
咬

校
歌

作
詞

‥
三
井
甲
之

作
曲

‥
東
京
高
等
音
楽
學
院

一
、
我
等
は
日
本
に
生
ま
れ
た
り

神
の
御
代
よ
り
一
系
の

皇
統
戴
く
我
國
に

生
ま
れ
し
こ
と
の
う
れ
し
さ
よ

皇
國
の
槃
え
は
天
地
と

共
に
窮
り
な
か
る
べ
し

一
．、
大
和
島
根
に
山
め
ぐ
る

甲
斐
の
國
あ
り
水
清
き

郷
土
の
歴
史
顧
み
よ

我
等
の
務
め
軽
か
ら
ず

見
よ
や
南
に
富
士
ヶ
嶺
は

皇
國
の
鍋
め
と
聳
え
た
り

三
、
大
海
原
の
揺
り
や
ま
ぬ

波
を
も
風
を
も
凌
ぎ
つ
つ

護
れ
皇
國
を
諸
共
に

國
民
阜
り
て
國
の
た
め

擁
ま
ず
萎
縮
ま
ず
牌
易
が
ず

進
む
ぞ
大
和
ご
こ
ろ
な
る

山
梨
懸
立

甲
府
第
一
高
等
學
校

校
歌

一
、
甲
斐
の
國
　
み
中
に
建
ち
て

古
へ
ゆ
　
雄
心
つ
た
へ

新
し
き
　
世
の
鑑
と
し

勉
め
て
む
　
こ
の
學
び
や
に

二
、
日
に
新
た
　
ま
た
日
に
新
た

い
や
高
き
　
の
ぞ
み
を
も
ち
て

員
な
る
　
理
き
は
め

動
み
な
む
　
若
人
わ
れ
ら

三
、
聳
え
た
つ
　
芙
蓉
の
た
か
ね

清
き
か
な
　
甲
斐
の
山
川

も
ろ
と
も
に
　
玉
と
磨
き
て

賛
く
べ
し
　
天
地
の
化
育
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東
京
同
窓
会
会
長

清
水

昭

（
昭
和
4
4年
卒
）

９

今

年

の

東

京

同

窓

会

の

テ

ー

マ

は

「

響

け

！

鐘

の

音

世

代

を

超

え

て

Ｔ
ｏ
 
ｂ
ｅ
 
ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉｎ
ｕ
ｅ
ｄ
．
。」

だ

。

日

新

鐘

は

大

正

１５

年

よ

り

今

日

ま

で

響

き

続

け

て

い

る

。

こ

れ

も

伝

統

と

い

う

も

の

だ

ろ

う

。

在

学

中

に

聴

い

た

日

新

鐘

は

、

同

窓

生

諸

氏

の

記

憶

の

中

に

そ

れ

ぞ

れ

の

出

来

事

と

重

な

っ

て

響

い

て

お

ら

れ

る

と

思

う

。

小

生

に

は

１２

年

前

の

本

同

窓

会

当

番

幹

事

長

の

時

に

、

あ

の

鐘

を

東

京

會

館

ロ

ー

ズ

ロ

ー

ム

で

皆

様

と

ご

一

緒

に

聴

き

た

く

て

学

校

側

に

借

り

出

す

こ

と

を

掛

け

合

い

、

果

た

せ

な

か

っ

た

思

い
出

が

あ

る

。

さ

て

、

今

年

の

小

田

切

仁

当

番

幹

事

長

は

、

野

球

部

員

で

活

躍

し

た

と

聞

い

た

。

応

援

団

員

で

あ

っ

た

私

は

初

対

面

で

打

ち

解

け

た

。

と

い

う

の

も

、

当

時

の

野

球

部

は

３

年

生

が

卒

業

す

る

と

部

員

が

足

り

ず

、

秋

の

新

人

戦

に

は

応

援

団

員

が

ユ

ニ

フ

ォ

ー

ム

を

着

て

ベ

ン

チ

入

り

し

た

り

、

日

々

の

グ

ラ

ン

ド
整

備

と

球

拾

い

の

役

目

も

担

っ

て

い

た

か

ら

だ

。

そ

ん

な

苦

労

も

一

気

に

報

わ

れ

た

の

が

、

同

級

生

の

望

月

幸

一

郎

投

手

、
小

沢

芳

博

捕

手

（
大

会

第

２

号

本

塁

打

を

記

録

）

等

で

挑

ん

だ

、

甲

子

園

大

会

出

場

（
戦

前

１

回

、

戦

後

２

回

）

で

あ

っ

た

。

一

回

戦

で

島

根

県

立

浜

田

高

校

に

挑

み

、

延

長
1
0

回

２

対

１

で

惜

敗

し

た

が

、

一

高

魂

を

存

分

に

発

揮

し

て

く

れ

た

。

今

で

も

良

き

思

い

出

で

あ

り

、

ぜ

ひ

と

も

ま

た

母

校

４

回

目

の

甲

子

園

大

会

出

場

と

一

回

戦

を

突

破

し

て

全

国

に

校

歌

斉

唱

を

轟

か

せ

て

欲

し

い
。

還

暦

を

迎

え

た
我

が
同

窓

会

が

、

新

た

な

令

和

時

代

に

も

、

世

代

を

超

え

た

交

流

の

場

と

な

り

、

同

窓

生

相

互

に

縦

と

横

の

絆

を

深

め

る

機

会

と

な

る

こ

と

を

期

待

す

る

次

第

で

あ

る

。

令

和
元

年

度
甲

府
中

学
・

甲
府

一

高
東
京

同

窓
会

が
今

年

も
盛
大

に

開
催

さ

れ
ま

す
こ

と
を

心
よ

り

お
祝

い
申

し
上

げ

ま

す
。
同

窓

生
の

皆

様
に

は
日

頃
よ

り
本

校

へ
の

物

心
両
面

に
わ
た

る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂

き
深
く
感

謝
い
た
し
ま

す
。

甲
府

第
一
高

等
学

校
は
、
今
年

創
立

コ

ニ
九
周
年

を
迎

え
、

来

年

度
は

節
目

と

な
る

一
四
〇

周

年

と
な

り
ま

す
。
既

に

記

念

事
業

協
賛

会

が
設

立

さ
れ
、

募
金

へ

の
協
力

も

お
願

い

を

し
て

い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す

。

さ
て

、
三
年

前
に
英

語
科
を

改
編
し

探
究

科
が
設

置
さ

れ
、

こ

の
三

月
に

一
期

生
か
巣
立
ち

ま
し
た

。

昨
年

度
は

国
公

立
大

学
へ

延

ベ

ー
こ

二
名

の
合

格
者

を
出

す
こ

と

が
で

き
ま

し

た
。
一

方
、

九
〇

％

を
越

え

る
生

徒
が

部

活

に
励

み
、

放

送

部
、
新

聞

部
、
文

学

部
、

弦
楽

部
、

美

術
部
、

書
道
部
、
筝
曲

部
、
ア

カ
ペ
ラ

部
、
山
岳
部
、
弓
道

部
、

ア

ー
チ

ェ

リ

ー

部

が

全

国
大

会

へ
、

吹

奏

楽

部
、

演

劇

部
、

陸
上

部
、
水
泳

部
、
空
手

部
が
関
東
大

会
へ
出
場
し

ま
し
た

。

強

行
遠

足
は
本

年
九
三

回
を

数
え
、
十

月
十
二

、
十

三
日

に

実

施
し

ま
す

。
六

年
前

か

ら
同

窓
生

の
方

々

に
佐

久
穂

か

ら

小

諸

ま

で
の

各
検

印
所

の

運
営

を
お

願

い
し
、

今

回
は
昭

和

五
十

八
年
～
六

十
三
年
卒

の
皆
様
に
お

世
話
に
な
り

ま
す
。

我

々

教
職

員

一
同
、

今

後
も

時
代

の

変
化

に
対

応
し

な

が

ら
一

高

の
歴

史
と

伝

統
を

継
承

し
、

よ
り

一
層

の

進
化

を
期

し

て
一
丸

と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

結

び
に
東

京
同

窓

会

の
皆

様
の

変

わ
ら

ぬ
ご
支

援
、

ご

協

力
を

お
願

い
す

る
と

と

も
に
、

益
々

の
ご

発

展
と

ご
健

勝
を

祈
念
し
、

挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。

本
年
の
当
番
幹
事
を
担
当
致
し
ま
し
た
私
ど
も
昭
和
5
6年

卒
組
は
、
総
合
選
抜
制
で
甲
府
一
高
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
甲
府
コ
局
生
と
し
て
の
自
覚
、
誇
り
、
伝
統
へ
の
感
性

が
少
々
希
薄
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
３
年
間
の
高
校
生
活
の
申
で
『
我
ら
こ
そ
が
真
の

一
高
生
』
と
の
自
負
か
徐
々
に
高
ま
り
、
卒
業
を
迎
え
た
よ

う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
ど
も
が
学
校
創
立
１
０
０

周
年
時
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
で
は
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
進
学
、
就
職
と
故
郷
を
飛
び
出
し
、
社
会
人
と
し

て
人
生
を
歩
む
申
で
「
甲
府
一
高
卒
」
は
間
違
い
な
く
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
を
経
て
再
び
同
級
生
が
一

堂
に
会
し
、
協
力
し
て
同
窓
会
の
幹
事
を
務
め
る
と
い
う
こ

と
も
伝
統
校
の
な
せ
る
一
面
と
改
め
て
考
え
る
次
第
で
す
。

先
輩
か
ら
後
輩
へ
伝
統
を
つ
な
ぐ

”世
代
間
の
つ
な
が
り
”

が
同
窓
会
の
根
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
本
年
の
テ
ー
マ
を
『
響

け
鐘
の
音
！

世
代
を
超
え
て
』
と
し
、
東
京
同
窓
会
は
今
回

第
6
0回
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
加
え
て
本
年
は
元
号
が
平
成

か
ら
令
和
に
代
わ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
開
催
場
所
の
選

定
や
懇
親
会
の
ス
タ
イ
ル
等
私
ど
も
な
り
に
考
え
て
参
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
と
も
お
時
間
の
許
す
限
り
ご
参
加
の
皆
様
方
が

楽
し
く
ご
懇
親
い
た
だ
く
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多
用
の
中
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
来
賓
な
ら
び
に
同
窓
生
、
『
日
新
鐘
』
に
広
告
を
出

稿
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
そ
し
て
本
日
の
同
窓
会
開
催
に
際

し
て
多
大
な
る
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
、
当
番
幹
事
委
員
長
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

２
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令
和
元
年

第
6
0回
　
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高

記
念
誌
　
日
新
鐘
　
第
一`
号
　
目
次

●
山
梨
懸
立
甲
府
中
學
校
校
歌
・
山
梨
懸
立
甲
府
第
一
高
等
學
校
校
歌

●

ご
あ
い
さ
つ

日
新
鐘
に
寄
せ
て
　

車
星
同
窓
会
会
長

清
水

昭
（
S
4
4卒
）

ご
挨
拶
　
甲
府
第
一
高
等
学
校
校
長

小
林
俊
一
郎

第
6
0回
の
節
目
に
　
第
6
0回
東
京
同
窓
会
幹
事
長

小
田
切

仁
（
S
5
6卒
）

●
目
次

●
甲
府
と
東
京
を
つ
な
い
だ
先
輩
そ
の
１

東
京
タ
ワ
ー
を
設
計
し
た
「
塔
博
士
」
内
藤
多
仲

博
士
（
M
3
7卒
）

ｙ

稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部
建
築
学
科

山
田

佩

教
授

●
届
か
な
か
っ
た
甲
子
園

第
6
0回
東
京
同
窓
会
幹
事
長

小
田
切

仁
（
S
5
6卒
）

●
甲
府
一
高

野
球
部

監
督
　

窪
田

新

さ
ん
（
Ｈ
６
卒
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

●

今

、

●

今

、

一
高
で
元
気
な
部
活
－
・
～
運
動
部
系
～

一
高
で
元
気
な
部
活
Ｉ・
～
文
化
部
系
～

●

甲
府
と
東
京

を
つ
な
い
だ

先
輩

そ
の
２

前

東
京

オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ

上

フ
ン
ナ

ー

山
本
順
二

さ
ん
（
Ｓ
４１
卒
）

茂
手
木

光
博

さ
ん
（
S
4
0卒
）

●

一
高
の

一
年

１２３４
10131416１８

22

東
京
同
窓
会

●
現
役
一
高
生
へ
の
７
つ
の
質
問
！

●
食
に
眼
覚
め
る
こ
ろ
　

第
6
0回
東
京
同
窓
会

剛
幹
嘔
長

末
木

博
（
S
5
6卒
）

●
赤
い
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
制
服
　
　
　

〃
　
　

幹
事

及
川
恵
美
（
S
5
6卒
）

●
甲
府
と
東
京
を
つ
な
い
だ
先
輩

そ
の
３

世
界
に
羽
ば
た
い
た
ジ
ャ
ズ
ド
ラ
マ
ー
　
森
山
威
男

さ
ん
（
S
3
8卒
）

●
東
京
で
同
窓
生
を
つ
な
い
だ
記
念
誌
「
日
新
鐘
」

●
一
紅
会
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
　
一
紅
会
会
長

峯
川
文
江
（
ｓ
4
4卒
）

●
一
紅
会
の
去
年
・
今
年
　
一
紅
会
第
３
代
会
長

飯
田
冨
美
子
（
ｓ
3
3卒
）

●
〈
寄
稿
〉
筋
書
き
の
な
い
ド
ラ
マ
の
中
で

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
令
務
局
長
特
別
補
佐
官

市
川
と
み
子
（
ｓ
5
6卒
）

●
第
2
2回

一
紅
会
主
催
「
春
の
講
演
会
」

戦
国
時
代
の
女
性
た
ち

～
武
田
氏
と
女
・
子
ど
も
～

講
師
／
長
野
県
によ
歴
史
館
館
長

笹
本
正
治

さ
ん
（
ｓ
4
5卒
）

●
広
告
も
く
じ

●
広
告

●
奥
付
・
編
集
後
記
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甲
府
と
東
京
を
つ
な
い
だ
先
輩
　

そ
の
１

内

藤

多

仲

博
士
（
芸

卒
）

早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部
建
築
学
科

山

田

ｔ
呉

教
授

瓜ム/ 心 炉 ’

内藤多仲の肖像( 『内藤多仲博士の業績』)

甲稲田大学 建築学科　山田 佩教授　近影

東
京
タ
ワ
ー
は
1
9
5
8

年
1
2月
2
3日
に
開
業
し
、
昨
年
還
暦
を
迎
え
た
こ
と
は
、

マ
ス
コ
ミ
で
も
大
い
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
み
な
さ
ん
の
耳
に
も
新
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
東
京
タ
ワ

ー
は
、
昨
年
1
2月
３
日
、
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
選
考
の
2
0
1
8

年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

ー
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
賞
の
栄
誉
に
輝
い
た
。

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
賞
は
「
長
年
に
わ
た
リ
作
り
手
と
使
い
手
、
社
会
と
の

対
話
の
中
で
醸
成
さ
れ
、
暮
ら
し
や
社
会
の
礎
と
な
り
、
未
来
に
お
い
て
も
そ
の
役

割
を
担
い
続
け
て
ほ
し
い
デ
ザ
イ
ン
、
時
代
と
共
に
変
化
す
る
価
値
観
を
超
え
て
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
リ
続
け
る
力
を
持
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
顕
彰
す
る
賞
」
だ
と
い
う
。

昭
和
の
高
度
成
長
期
か
ら
平
成
を
越
え
、
変
わ
り
続
け
て
き
た
東
京
の
中
に

Ｉ
人

立
ち
、
変
わ
ら
ぬ
存
在
と
し
て
東
京
を
見
守
り
続
け
、
東
京
の
人
々
に
よ
っ
て
見
つ

め
続
け
ら
れ
て
き
た
塔
は
、
ま
さ
に
賞
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
。

そ
し
て
、
東
京
タ
ワ
ー
の
設
計
者
で
あ
る
、
内
藤
多
仲
博
士
の
出
身
校
、
甲
府
中
学
・

甲
府
一
高
東
京
同
窓
会
も
、
今
回
第
6
0回
の
還
暦
を
迎
え
た
。

大
阪
の
通
天
閣
、
名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
、
さ
っ
ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔
な
ど

。タ
ワ
ー
６
兄
弟
”

は
い
ず
れ
も
「
塔
博
士
」
と
呼
ば
れ
た
内
藤
博
士
の
設
計
で
、
い
ず
れ
も
6
0年
以
上

を
経
過
し
て
健
在
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
タ
ワ
ー
を
支
え
、
ま
た
今
日
の
高
層
建
築

を
支
え
て
い
る
の
は
、
内
藤
博
士
が
創
始
し
た
「
耐
震
構
造
」
の
考
え
方
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
内
藤
博
士
が
か
つ
て
教
鞭
を
執
っ
た
早
稲
田
大
学
建
築
学
科
の
山
田

員
教
授
に
、
改
め
て
内
藤
博
士
の
生
涯
と
足
跡
・
業
績
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
た
。



耐
震
構
造
の
父
、
内
藤
多
仲

内
藤
多
仲
博
士
は
「
塔
博
Ｌ
」
で
あ
る
と

と
も
に
「
耐
震
構
造
の
父
」
で
も
あ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
は
全

地
球
で
発
生
す
る
地
震
の
約
１
割
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
放
出
す
る
地
震
大
国
で
あ
る
。
従
っ

て
日
本
の
建
築
物
は
、
地
震
に
対
し
て
耐
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
藤
の
仕
事
は
、

い
ず
れ
も
大
ぷ
１２
年
（
1
9
2
3

）
の
関
東

地
震
が
そ
の
契
機
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
で
は
耐
震
建
築
を
造
る
上
で
重
要
な

構
造
要
素
と
し
て
「
耐
震
壁
」
と
い
う
言
葉

が
当
た
り
前
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
架
構
建
築
（
フ
レ
ー

ム
構
造
）
に
お
い
て
、
耐
震
壁
を
バ
ラ
ン
ス

よ
く
建
物
の
要
所
に
配
置
し
、
建
物
全
体
と

し
て
耐
震
的
に
造
る
と
い
う
考
え
方
を
創
始

し
て
理
論
化
し
、
か
つ
実
際
の
設
計
に
適
用

し
て
そ
の
有
効
性
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

時
代
は
、
日
本
に
鉄
骨
構
造
や
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
が
導
入
さ
れ
て
間
も
な
い
頃

で
あ
り
、
明
治
は
じ
め
に
洋
風
建
築
が
輸
入

さ
れ
て
か
ら
の
第
２
揺
藍
期
に
あ
た
る
。
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
好
景
気
を
迎
え
て
、
ア

メ
リ
カ
直
輸
入
の
工
期
の
短
い
経
済
設
計
が

も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
時
代
で
も
あ
る
。

地
震
岡
日
本
の
実
情
に
合
わ
な
い
設
計
・

施
工

法

を
も

っ
て

造
ら

れ

た
建

築

は
、
1
9
2
2

年
浦
賀
水
道
地
震
に
際
し
て
か
な

り
の
被
害
を
、
1
9
2
3

年
関
東
地
震
で
は

決
定
的
な
損
害
を
被
っ
た
。

内
藤
が
白
ら
の
理
論
を
用
い
て
構
造
設
計

し
た
日
本
興
業
銀
行
本
店
、
歌
舞
伎
座
は
関

東
大
震
災
で
ほ
と
ん
ど
無
被
害
で
あ
り
、
彼

の
名
を
一
躍
有
名
に
し
、
世
界
で
最
初
の
耐

震
構
造
の
実
現
者
と
な
っ
た
。
そ
の
考
え
方

は
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。日本興業銀行本店。1923 年竣工（意匠 渡辺節

建築事務所）（「内藤多仲博士の業績」）

ｋノ

日本興業銀行本店の構造設計図。内藤の手書きによるもの(『内藤多仲

博士の業績』)

内

藤

は
、
曰
七
稲

田

大

学
定

年

に

あ

た
り

卒

業

生

他

の
寄

付

を

原
資

に

贈

ら

れ
た

「
内

藤

博
士
記

念
耐

震
構
造

研
究

館
」
、
さ

ら
に
は

晩

年

、
日

本

最

初

の
壁

式

鉄
筋

コ

ン
ク

リ

ー

ト

造
り

で

あ

る
自

邸

お
よ

び
同

敷

地
内

に

あ

る

木

造
建
築
の

事
務
所
を
大

学
に
寄
付
し

た
。

自

邸

は
博
士

の
生

誕

１
０

０

年

の
記

念

事

業

と

し

て
改

装

さ

れ
、

現

在
「
曰
十
稲

田

大

学

内

藤
多
仲
博
士
記

念
館
」

と
な
っ
て

い
る
。

研

究

館
は
、

会

議

室

な
ど

一

般
の

大

学

施

設

と

し

て

も
使
用

さ
れ

て

い

る
が
、

内

藤

が

残

し

た
膨

大

な

図
面

や
計

算

書

な
ど

耐

震

構

造

に

関

わ

る
資

料

の
整

理
・

保

管
・

展
示

場

所

と
し

て
使
用

さ
れ
て

い
る
。

筆

者
は
現
在
、
そ
れ

ら
資
料
の

整
理
も
行

っ

て

い

る
。

デ
ジ

タ
ル

化

時

代

を
迎

え

て
古

い

文
献

等
が
い

ろ
い
ろ
な
機

関
で
保

存
・
集
積
・

公

開

さ
れ

る

よ
う

に

な

る
の

に

伴
っ

て
、

当

時

の
周

辺

事
情

に
比

較
的

容

易
に

ア

ク
セ

ス

が
可

能

に

な
り

、
時

代

背

景
や

資

料
間

の

関

係
を
読
み

解
け
る
よ
う

に
な
り
つ

つ
あ
る
。内藤邸外観 （意匠 木子七郎・協力 今井兼次）。現在

は「早稲田大学内藤多 仲博士 記念館」となっ てい る

内藤記念館 （意匠 明石 信道）（『内藤多仲博士の業績拍

内藤 が学生時代 に使用し ていたノ ート。

膨大な量 の筆記が残っている

５



ぺ

造

の

有
効

性

が

認

め
ら

れ
、
日

本

へ

の

導
人

が

図

ら
れ

た

か
ら

で

あ

る
。
以

前

か

ら
内

藤

は
、

こ

の
サ

ン

フ
ラ

ン

シ
ス

コ

地

震

の
被

害

調

査

報

告
（

ア

メ
リ

カ

地

質
調

査

所
・

Ｕ
Ｓ

Ｇ
Ｓ

）
を
丹

念
に
読
ん
で
研

究
し
て

い
た
。

1
9
1
7

年

に

は

念
願

の

ア
メ

リ

カ

に
留

学

す

る
機

会

を
得

て
、

１
年

間

ア
メ

リ

カ

各

地

を
歩

い
て
勉
強

し
て
い
る

が
、
日
本

で
の
課

題

で

あ

る
耐

震

的
な

構

造
に

つ

い
て

の

手

掛

か
り
は
得

ら
れ
な
か
っ

た
。
意
気

込
み
が
大

き

か
っ
た
分
、
暗
澄

た
る
気
持

ち
で
帰
国
し
た

。

帰

国

し

て
か

ら

も

模
索

を

続
け

、
ア

メ

リ

カ
移

動
中

に

中
仕

切

り

を
外

し

て

使
用
し

た

ト

ラ
ン

ク

が

破

損
し

た

こ

と
、
帰

国

に

際
し

遭

遇
し

た
ア

リ

ュ

ー

シ
ャ

ン
沖

の

嵐

で
船

が

デ
ッ

キ

や
隔

壁

構
造

に

守

ら
れ

て

大
丈

夫

で

あ
っ

た

経
験

に

ヒ
ン

ト

を

得
て
、

建

築

構

造

物

を

耐
震

的

に
す

る

た
め

の

壁
体

の
利

用

を

着
想
す

る
。
そ
し
て

、
そ

の
理
論
化
を

ば
か
り
、

耐
震

構

造
法

や

計

算
法

の

開
発

に

取
り

か

か

る
。
理
論
の
内

容
は
次
の

よ
う
な
も
の
だ

。

建

物
を

破

壊
す

る

の
は

架

構

の
大

き

な
変

形

で
あ
り

、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
壁
で

も
っ

て
要

所

の

変
形

を

抑
え

る

の

で

あ
る
。

建

物

の

鉛

直
荷

重

を
支

え

る
柱

や
壁

は
、

鉄

筋
コ

ン

ク

リ

ー

ト

の

剛

な

床

で

結

ば

れ
て

お
り

、

地

震
の

横

力
（

自
重

に
比

例
す

る

）
に

対

し

て

同

一

の
変

形

を

す

る
の

で
、

そ

の
際

に
柱

や

壁

が
地

震

の

横
力

を

剛
性

に
応

じ

て
分

担

す

る
（

強

い
構

造

が
大

き

な
力

に

対

抗
）

と

い
う
横

力
分

布
係
数

の
考

え
方

を
導
入

し
た

。

そ

の
分
担
力

に
対
し

て
安
全
な

よ
う
に
強

度
・

断
面
を
設
計
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
実
際
の
設
計
は
非
常
に
多
様
で

あ
り
、
施
工
精
度
等
も
考
慮
し
て
、
実
用
的

な
計
算
法
に
ま
で
ま
と
め
て
い
る
。
実
際
の

設
計
例
を
含
め
て
『
架
構
建
築
耐
震
構
造
論
』

と
題
し
て
、
建
築
雑
誌
（
建
築
学
会
誌
）
に

発
表
し
た
。
関
東
地
震
の
直
前
で
あ
る
。

翌
1
9
2
4
年
、
こ
の
論
文
に
よ
り
内
藤
は

工
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ

地
震
学
会
誌
（
Ｂ
Ｓ
Ｓ
Ａ
。
1
9
2
7

）
に

は
論
文
の
要
約
を
載
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
は

関
東
地
震
の
被
害
状
況
も
併
せ
て
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
壁
を
耐
震
要
素
と
し
て
計
算
に
取

り
入
れ
る
こ
と
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
も

全
く
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
計
算
が
煩

雑
で
と
て
も
設
計
で
実
用
に
供
さ
れ
る
と
は

思
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

現
代
の
耐
震
理
論
に
至
る
系
譜
に
は
、
こ

れ
に
振
動
理
論
の
導
入
と
地
震
観
測
に
基
づ

く
地
震
動
の
性
質
の
把
握
が
続
く
の
で
あ
る

が
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
内
藤
が
耐
震

構
造
学
の
方
向
性
を
示
し
た
功
績
は
非
常
に

大
き
く
、「
耐
震
構
造
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ

え
ん
で
あ
る
。

『架構建築耐震構造 論』

直筆 原稿本 （左 ）と刊行本 （右）

６

山
梨
県
の
中
巨
摩
郡
に
生
ま
れ

県
の
最
高
学
府
で
あ
る
甲
府
中
学
へ

ま
ず
、

著
書

『
建
築

と
人
生

』
（

鹿

島
研

究

所
出

版

会

）

も
参

考
に

し

て

そ
の

生

い
立

ち

も
追
っ
て

み
る
。

内
藤

は
明

治
１９
年

（
1
8
8
6

）
、

山
梨

県

中

巨

摩

郡
榊

村
（

後

に
櫛

形

町
、

現

南
ア

ル

プ
ス
市
）

曲
輪
田
（

く
る
わ
だ

）
に
生

ま
れ
た
。

多

仲

と

い

う
名

前

は
、

父

親

が
「

昔
、

信

州
松

本

に
多

仲

と
名

乗

っ

た

壬

フ
い
豪

族

が

住

ん

で

い
た

そ

う
だ

。
お

前

が
立

派

な

人
間

に
な

る
よ

う
に
」
つ

け
た
も
の
だ

そ
う
だ
。

小

学

校

の
成

績

は
優

秀

で
、

山
梨

県

第

一

中

学

校
（

後

に

甲

府

中

学
、

現

甲

府

一

高

）

の

試

験
に

首
尾

良

く
合

格
、

入

学

す

る
。
こ

こ
は
当

時
、
山
梨
県

の
最
高
学

府
だ

っ
た

。

榊
村

か

ら
甲
府

ま
で

は
約
三

里
（
約

１２

㎞
）

の

距

離

が

あ
り
、

通

う

こ
と

は

無
理

だ

っ

た

の

で
甲

府

ま

で
二

里

ぐ

ら
い

親

戚
の

家

か
ら

徒

歩
で

通

う

こ

と
に

な

っ
た

が
、

内

藤
の

母

が
亡

く

な

っ
た

こ

と

も
あ

り
、

途
中

か
ら

は

甲

府
市

内
か

ら
通
っ
た

。

甲
府

中

学

で

も
内

藤
は

い

っ
そ

う

勉

学
に

励
み
、
非

常
に
成
績
優

秀
で
あ
っ

た
と
い
う

。

甲府中学5 年の内藤（『建築

と人生』

耐
震
構
造
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
と

そ
の
後
の
展
開

で

は
、

耐

震
構

造

の
考

え

方

が
生

ま

れ

る

ま
で

の
経
過
を

た
ど
っ
て
み
よ

う
。

甲
府
中

学
卒
業
後

は
、
第
一
高

等
学
校
（
い

ず
れ

も
旧

制
）

を

経

て
、
東

京

帝

国
大

学

に

入

学
す

る
。
当

初
は

造
船

学
科
で

あ
っ

た
が
、

恩

師
佐

野

利

器
助

教

授

の
助

言

に
よ

っ

て
構

造
方
面
に

進
む
こ
と
を
決
意
し

、
以

後
は
一
筋

に
そ
の
道
を
究

め
て
ゆ
く
。
1
9
1
0

年

に
東

京

帝

国
大

学
を

卒
業

（
建

築

学

科
3
0
回
目

に

あ

た
る
）
、
大

学
院

に
進
学

し
て

鉄
骨

構
造
の

研

究
を

開
始

す
る
。
後
の
鉄
塔

の
設
計
へ
と
つ

な
が
る
研
究

の
始

ま
り
で
あ

る
。
同
時
に
、
佐

藤
功

一
　（
佐

野
利

器
と
同
期

）
博
士
を
中

心
に

し

て
創

設

さ

れ

た
ば

か
り

の

早
稲

田

大

学
理

工
科
建
築

学
科
の
講
師
を

兼
ね
て
い

る
。

２

年

後
に

大

学

院

を
終

え

て
、

直
ち

に
2
6

歳
で

早
稲

田

大

学
教

授

に
迎

え

ら

れ
、

早
稲

田

大

学
で

教

鞭

を
と

り

な

が
ら

耐

震
・
耐

火

建

築
の

実

験
・
研

究

を

続

け
て

い

く

こ
と

に

な

る
。
ま

た
、

芝

浦

製
作

所

（
現

東

芝

）

の

嘱

託

と
し

て

工
場

等

の
実

務

設
計

も
多

数
手

が

け

る
よ

う

に
な

る

。
こ

の

縁
も

後

の

塔
設

計
に
結
び

つ
く
こ
と

に
な
る
。

鉄

筋
コ

ン

ク
リ

ー
ト

造
り

や

鉄

骨
造

り

の

普

及

が
推

し

進

め

ら

れ

て

い

く
背

景

に

は
、
1
9
0
6

年
サ

ン

フ
ラ

ン

シ
ス

コ

地

震

と
そ

れ
に

伴

う

大
火

災

が

あ
っ

た
。

こ

の
被

害

調

査

に

日
本

か
ら

出

向

い
た

中
村

達

太
郎

・
佐

野

利

器
両

博
士

ら
に

よ

っ

て
、
そ

れ

ら

の
構



建
築
家
と
の
協
働

臼
本
興
業
銀
行
本
店
の
意
匠
担
当
の
主
任

だ
っ
た
村
野
藤
吾
は
後
に
独
立
、
内
藤
の
構

造
と
の
コ
ン
ビ
で
、
数
々
の
名
建
築
を
生
み

出
し
て
ゆ
く
（
後
に
文
化
勲
章
を
受
章
）
。

内
藤
博
士
は
、
関
東
地
震
の
復
興
や
、
戦

前
の
日
本
の
経
済
発
展
と
と
も
に
多
数
の
建

築
の
構
造
設
計
に
携
わ
っ
て
い
く
が
、
特
に

難
し
い
特
殊
な
建
物
の
設
計
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
初
め
て
実
現
し
た
日
本
興
業
銀
行
本

店
、
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
な
ど
に
み
ら
れ

る
大
梁
を
用
い
た
大
空
間
や
、
鉄
骨
溶
接
、

基
礎
構
造
の
分
野
な
ど
も
開
拓
し
、
す
べ
て

の
構
造
分
野
に
わ
た
っ
て
日
本
の
建
築
界
を

リ
ー
ド
し
て
ゆ
く
。

戦
後
は
振
動
実
験
に
よ
る
建
物
健
全
性
の

判
定
な
ど
、
活
躍
の
場
を
広
げ
、
設
計
・
施

工
か
ら
、
診
断
・
対
策
に
お
よ
ぶ
「
建
築
ド

ク
タ
ー
」
と
称
さ
れ
た
。

大隈講堂内 観（意匠 佐 藤功一・佐 藤武夫）（『内 藤多仲博

士 の業績』）

最

初

の

ラ

ジ

オ

塔
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
愛
宕
山
送
信
所
）

の

建

設

ほ

か

関
東
地
震
の
際
の
流
言
輩
語
に
よ
っ
て
、

悲
惨
な
虐
殺
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
の
教
訓

を
受
け
て
、
情
報
を
正
確
に
伝
達
で
き
る
ラ

ジ
オ
放
送
が
1
9
2
5

年
か
ら
開
始
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

芝
浦
製
作
所
の
岩
原
謙
三
社
長
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

会
長
を
兼
任
し
て
い
た
こ
と
か
ら
設
計
を
依

頼
さ
れ
た
日
本
最
初
の
ラ
ジ
オ
塔
、
愛
宕
山

（
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ａ
）
タ
ワ
ー
は
、
自
立
式
三
角
鉄
塔

２
本
Ｉ
組
で
、
中
間
に
張
っ
た
ア
ン
テ
ナ
線

か
ら
送
信
す
る
形
式
の
も
の
で
あ
る
。

日
本
は
台
風
の
通
過
位
置
に
あ
た
り
、
塔

状
構
造
物
は
台
風
に
対
す
る
考
慮
が
欠
か
せ

な
い
。
風
の
研
究
も
あ
ま
り
な
い
時
代
の
合

理
性
が
要
求
さ
れ
る
建
築
で
、
初
め
て
の
仕

事
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
苦
心
が

払
わ
れ
た
。

塔
の
高
さ
は
4
5
m、
早
稲
田
大
学
の
今
井

兼
次
と
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
、
Ｖ
字
形
ウ
ェ
ブ

材
を
連
続
さ
せ
た
形
と
し
て
い
る
。
構
造
計

算
に
は
図
解
法
が
用
い
ら
れ
た
。

以
後
、
こ
の
形
が
標
準
と
な
っ
て
、
全
国

各
地
に
6
0本
の
ラ
ジ
オ
塔
が
建
設
さ
れ
て
ゆ

く
。
そ
の
間
、
昭
和
７
年
（
1
9
3
2

）
に

完
成
し
た
大
阪
の
１
０
０
ｍ

鉄
塔
は
翌
々
年

の
室
戸
台
風
に
遭
遇
し
た
が
故
障
も
な
く
、
ま

た
福
井
の
6
0
m塔
も
福
井
地
震
（
1
9
4
8

）

に
耐
え
、
実
地
テ
ス
ト
を
経
て
、
鉄
塔
の
設

計
に
確
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

愛宕 山（JOKA ）タワ ー（『内藤多仲博 士の業績』）ラジオ塔の クレモナ図 （各部材の応力 を求めたもの）（『内藤多 仲博士の業績』）
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最
初
の
テ
レ
ビ
塔
、

名
古
屋
テ
レ
ビ
塔
と
通
天
閣
の
建
設

終

戦

後
テ

レ

ビ

時
代

が

到

来
、
東

京

に

は

３

本

の

塔

が
林
１‐
げ
し
て

い

た

が
、
名

占

屋

で

そ

れ

を
１

本

に

ま

と

め

る

こ

と

に

な

っ

た
。

テ

レ

ビ
ア

ン

テ
ナ

を

一

方
向

に

合

わ
せ

れ

ば

済

む

か

ら
で

あ

る
。

さ

ら
に

展

望
台

を

造

っ

て

戦

後
復

興

の
名

所

に

も
し

た

い

と
の

願

い

に

合

わ
せ

て
、

高

さ
１

８

０
ｍ

の
塔

が
形

作

ら

れ
て
い
っ
た

。

改

修
さ

れ

た
１

０
０
ｍ

道

路

の
貞

ん
中

に

立

つ
四

角

の

平
面

形

状

で
、
地

盤

が

良

い
た

め

基
礎

は

浅

く
、
にに
部

は
Ｖ

字

形

の

ト
ラ

ス

で

構
成

さ

れ
、

脚

部
に

は
ア

ー

チ

が
配

さ
れ

て

い

る
。
9
0
m
の
位

置

に

展
望

台

、
腰

部

に

放
送
設
備

室
が
設
置

さ
れ
て
い

る
。

人

阪

の

通
天

閣

は
、

大

阪
市

の

南
、

新

世

界

に

立

つ

観
光

塔

で

あ
り
、
1
9
4
3

年

に

焼

失
し

た
も

の
を
再

建
し

た
二
代

目
で

あ
る
。

戦

後

復
興

の

シ

ン

ボ
ル

と
し

て

商

店
街

の

有

志

が
会

社

を

興
し

再

建

に
こ

ぎ

着
け

た

も
の

で

あ
り
、
そ

の
逸

話
は
よ
く
知

ら
れ
て

い
る
。

先
代

の

通

人

閣
の
イ

メ

ー

ジ

を
脱

皮
し

た

い

と

の
思

い

が
デ

ザ
イ

ン

に

つ

な
が

っ

た
よ

う

で

あ
り
、

八

角
形

の
平

面

を

も
ち

、
卜

に

い

く

ほ
ど

直

線
的

に

細
く

な

る

が
、
頭

部

で

く

び
れ

て

や
や

太

く
な

る
展
望

台

を

設
置

し

た
１
０

３
ｍ

の
塔

で
あ

る
。
名

古
屋

テ
レ

ビ

塔

が
す

で

に
完

成
し

て

い
た

の
で
、

展
望

台

の
高

さ

だ
け

は

東

洋
一

に
し

た

い

と
の

思

い

で

そ
の
分
ｌ
ｍ

高
く

な
っ
た
そ

う
で
あ

る
。

世
界
一
の
高
さ
を
目
指
し
た

東
京
タ
ワ
ー

した、二代目通天閣　 名古屋テレビ塔年に誕生1956

東

京

で

も
多

く

の
テ

レ

ビ

局
の

開

局
に

伴

い
、
吝

局
を

ま

と
め

集

約
し

た

テ
レ

ビ
塔

が

要

望

さ

れ

る
よ

う

に

な
り
、

世

界

一
の

高

さ

を
持
つ
東
京

タ
ワ

ー
の
建
設

が
決
定

さ
れ
る
。

東

京
タ
ワ
ー
は
、
安

全
性

を
保
ち
な

が
ら
無

駄
を

省
い
て
優
美
さ
を
実
現
し

た
構
造
合
理

性

の
結

晶
と
も
い
う
べ
き
作
品

で
あ
る
。
1
9ヵ
月

と
い
う
短

い
上
期

で
の
完
成
と
経

済
性
も
同
時

に
実
現

し
た
の
で

あ
っ
た
。
パ
リ
の
エ

ッ
フ
ェ

ル

塔
の

７
、
３
０
０

ト

ン
の
鉄
量
、
2
7ヵ
月
に

お

よ
ぶ

工

期

に

比

べ

て
、
３

、
６

０

０

ト

ン
、
1
9

ヵ

月
の
そ

れ
ら
は
技
術
の

進
歩
に
依
っ
て

い

る
の
で

あ
る
。

竣

に

後
5
0数

年

の

経
過

の
中

で

、
初

期

は

シ
ル

エ

ッ
ト

、
そ

の

後

全

体
の
ラ

イ

ト

ア

ッ

プ
に

よ

っ
て

構

造
体

令

休

が
浮

か

び
卜

か

っ

て

見

え

る
よ

う

に
、

底
辺

の

長

さ

が
8
0
m
の

四

角
形

の
ヤ
面
形

、
木

広

が
り
の
立

面
形

で
、

見

る
も
の
に
安

定
感
を
り
え

て
い
る
。

べ

而

の
姿

は
、

風

や
地

震

の
荷

重

に
対

し

て

最

も
（
［

理
的

な

モ

ー
メ

ン
ト

分

布

に

基

づ

い

た
も

の
で

あ
り
、

こ
れ

ら
に

抵
抗

す

る

Ｘ

や
Ｖ

字
形

ブ
レ

ー

ス

を
配

し

た
ト

ラ
ス

構
造

で

あ

る
。
塔

を
支

え

る
４

本
の

柱

脚

が
傾

い

て

い

る
の

で
、

基

礎
部

分

で
は

柱

脚
同

上

を

太

い

鉄

筋

に

よ

り

対

角

線

で

結

ん

で

あ

り
、

F･9 3
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杭
基
礎
を
用
い
て
強
固
な
砂
傑
層
の
地
盤
に

支
持
さ
せ
て
い
る
。
風
に
対
す
る
設
計
は
風

洞
実
験
等
に
基
づ
い
て
決
め
ら
れ
て
お
り
、

頂
部
で
風
速
9
0
m毎
秒
、
ま
た
地
震
力
は

Ｉ

Ｇ

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
設
計
や
施
丁
に
際
し
て
の
周

到
な
デ
ー
タ
収
集
や
実
験
・
検
討
が
種
々
な

さ
れ
て
き
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
と
く

に
最
後
の
8
0
mの
ア
ン
テ
ナ
設
置
は
、
卜
か

ら
つ
り
Ｌ
げ
て
補
助
骨
組
み
の
問
を
通
し
、

鉛
直
に
し
て
か
ら
押
し
上
げ
る
方
法
が
と
ら

れ
た
が
、
強
風
の
た
め
の
中
断
を
挟
ん
で
大

変
な
作
業
と
な
っ
た
。

ライトアップさ れた東京タワー
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故
郷
で
も
多
く
の
構
造
設
計

あ
ま

り
知

ら

れ

て

は

い
な

い

が
、
内

藤

は

東

京

タ

ワ

ー
を

設
計

し

た

前

後
の

時

期
、

故

郷
の

山

梨

で

も
、
多

く

の
建

築

に

お

い
て

構

造
設
計
を

お
こ
な
っ
て

い
る
。

山
梨
県
庁

舎
を
は
じ

め
、
山
梨
県
民
大

ホ
ー

ル

お
よ

び

県
民

会

館
、

山
梨

青

少

年
文

化

セ

ン

タ
ー

な

ど
、

甲
府

の

方
々

に
は

き

っ
と

お

な
じ
み

の
建
物
ば

か
り

だ
ろ
う

。

自
身

の

基
礎

と

な

っ
た

少
年

時

代

を
過

ご

「
曲
輪
田
の
お
じ
い
さ
ん
」
と
し
て

内

藤

は
、

そ

の
よ

う
に

非

常

に
多

く

の
仕

事
を

し

な

が

ら
も
、

郷
里

櫛
形

町

を
決

し

て

忘

れ

る
こ

と
は

な

か

っ
た

。
忙

し

い
中

時
間

を
作

っ
て

は
「

曲

輪
田

の

お
じ

い

さ
ん

」

と

し

て
、

か
つ

で

の
母

校

で

あ

る
櫛
形

中

学

校

（
旧

櫛
形

町
立
小

笠
原

中
学
校

を
含

む
４

校
が

統
合

）
で
よ
く

講
演
を
し
て

い
た
と
い
う

。

あ

る
と

き

内
藤

は
、

蓋

を

か
ぶ

せ

た
箱

の

上

に

乗
り

「
蓋

が

な
け

れ

ば

こ
の

箱

は
つ

ぶ

し
た
甲
府
に
は
、
お
そ
ら
く
内
藤
も
相
当
な
　
　

れ
る
。
だ
が
蓋
を
す
れ
ば
こ
の
通
り
、
わ
し

思

い
入

れ
が
あ
っ

た
に
ち
が

い
な
い
。

が
乗
っ
て
も
こ
わ
れ
な
い
」
と
、
実
験
し
て

み
せ
た
と
い
う
。
ま
さ
に
耐
震
建
築
の
極
意

を
子
ど
も
達
に
話
し
て
聞
か
せ
た
の
だ
。

内

藤

が

座

右

の

銘

と

し

た

の

が
、
「

高

登

彼
岸

（

高
く

彼

岸
に

登

ら

ん
）
」

だ

。
そ
れ
は
内

藤
が
設
計

し

た

故

郷

の

櫛

形

中

学

校

校

長

室

に

白

筆

で

掲

額

さ
れ

て

い
る
。
「

高

い

理
想
を
め

ざ
し
て
、
目
的

地

に

登

り

つ

く

よ

う

懸

命

の
努

力

を

惜
し

む

な
」

と
い
う
意

味
で
、
内
藤

の

人

生

を

表

し

た

も

の

と

言
え

る
だ

ろ
う
。

櫛形 中学校校長室に掲額さ れている額（写真提供 ：櫛形中学校）

昭

和
3
9年

Ｈ

月

に
は

胸

像

が
櫛
形

中

学

校

校

門
を

入

っ

た
正

面

に
建

て

ら

れ
た

。
胸

像

の

除
幕

式

に
出

席
し

た
際

の
感

想

を
内

藤

は

著
書

『
建
築
と
人
生
』

で
こ

う
述

べ
て

い
る
。

－

緑
の
植
木
を
背
景
に
立
派
な
胸
像
で
あ
る
。
全
町
民

の
心
の
こ
も
っ
た
贈
物
と
あ
っ
て
、
私
は
面
映
ゆ
い
気

持
ち
で
、
十
一
月
十
四
日
の
除
幕
式
に
出
席
し
た
。
町

の
人
々
、
学
校
の
教
職
員
、
全
校
学
童
に
迎
え
ら
れ
て

痛
く
感
動
し
た
。
遠
く
過
ぎ
去
っ
た
小

学
校
時
代
が
瞼

に
浮
か
ん
で
往
時
を
懐
か
し
み
、
盛
大
な
除
幕
式
に
感

謝
し
た
、
誰
か
が
「
毎
朝
登
校
す
る
生
徒
に
温
顔
の
先

生
が
私
に
つ

い
て
い
ら
っ
し

や
い
と
呼
び
か
け
て
い
る

よ
う
な
ポ
ー
ズ
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
た
が
、
生
徒

諸
君

の
一
つ

の
道
標
に

役
立
っ
て

く
れ
れ

ば
、
私

に

と
っ
て
望
外
の
幸
い
で

あ
る
。－

お
わ
り
に

櫛形中学校にある内藤多仲博士の

銅像（写真提供：櫛形中学校）

内
藤
の
構
造
設
計
は
、
力
学
を
基
本
に
据

え
て
合
理
的
で
あ
り
、
か
つ
意
匠
設
計
者
の

意
図
を
十
分
に
く
み
取
り
、
建
築
と
し
て
実

現
に
努
め
る
と
の
信
念
に
基
づ
く
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
し

で
は
成
り
立
た
な
い
現
代
の
設
計
プ
ロ
セ
ス

か
ら
は
想
像
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

計
算
尺
に
よ
る
計
算
で
実
現
し
て
き
た
。

実
際
の
構
造
物
と
し
て
建
設
す
る
に
は
経

済
性
に
対
す
る
考
慮
も
常
に
必
要
で
あ
り
、

内
藤
は
力
学
を
背
景
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
計
画

し
、
見
事
に
こ
れ
を
ク
リ
ア
し
て
き
た
。

計算尺を持つ内藤。 76歳頃のものと思われる(

『内藤多仲博士の業績』)

最
後
に
、
著
書

『
建
築
と
人
生

』
の
中

か
ら
、

次

の
言
葉
を
引

用
し
て

お
き
た

い
。

「
…
…
強

度
計

算
を

す
る

が
、
こ

の
際
注

意

し

な
け

れ

ば
な

ら

な

い
こ

と

は
、
計

算
で

出

て

き
た

数
字

だ

け

を
信

頼

す

る
の

は
危

険

で

あ

る
。

や

は

り

単

純

化

し

た

も

の

を

考

え

、

目

安
を

つ
け

て

一

応
チ

ェ

ッ
ク

し

て

み

る
こ

と

が
必

要

で

あ

る
。
こ

れ

は
ひ

と

り

建
築

に

限

ら

ず
、

あ
ら

ゆ

る
こ

と

に
廿（
通

し

て

い
る

こ

と
で

も

あ

ろ
う

が
、

そ

の
過

程

が

複

雑
で

あ

れ

ば
あ

る

ほ
ど

、
一

度

振
り

出

し

に
戻

っ

て

大

づ
か

み

に
眺

め

て
み

る

と

い
う

こ

と
が

大
切
で

あ
る
。
」

東
日

本

大

震
災

で

は

津
波

の

す
さ

ま

じ
さ

を

目

の
当

た

り

に
し

た

が
、
災

害
の

多

い
地

域

に

位
置

す

る
日

本

の

宿

命
と

し

て
、

構
造

物

や
イ
ン

フ
ラ

だ
け

で
な
く

、
産
業

や

経
済
、

生

活

へ
の

支

援

等

の
制

度

や
枠

組

み

も
、
内

藤

に
学
び
、
原

理
・
原

点
か
ら
見

つ
め
直
し
て

、

実

情

に
則

し

て

目
標

を

的

確
に

定

め
、

新
し

い
仕
組
み
を
創

造
す

る
と

き
で
あ

る
。

（
「
人
塚
薬

報
」
第
六
七

四
号
記

事
を
改
編
）
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学院との試合、僕たちはあと一歩のところで勝利を逃がした……あらためて当時を振り返ってみる。

一

一

ａ
ａ

●
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一

一

一
一

一

●

畢
ｓ

ｓ

ｓ

ｓ
一

－

●
一

一

一

一
一

一

●

●
一

丿
一

一

一

一

・

一

一
一

ｓ
・

９
一

一

一

一
一

一

一

一

ａ

一

始

ま

っ

た

一

高

野

球

部

の

生

活

二

高

野
球
部

は
君

を
待

っ
て

い
る
、
明

目

か

ら
グ
ラ

ン

ド

に

来
な

い

か
」

と

一

高
野

球

部
部

長

の

声
が
、

受

話

器

か
ら

突

然
聞

こ

え

て

き
た

。
総

合

選
抜

制

で
受

験
し

、
合

格

発

表

で
一

高
に

合
格
し

た
こ

と
を
知

っ

た
僕
が
、

両
親

に

報
告

し

よ
う

と

ま
っ

す

ぐ
家

に

帰

っ

て
き
た
瞬
間

に
そ
の
電
話

は
か
か
っ
て

き
た
。

甲

府

北
中

で

は
３

年

生
に

な

っ

て
や

っ

と

。８
番

キ
ャ

ッ
チ

ャ
ー
”

の
レ

ギ
ュ
ラ

ー
を

も

ら
っ

た

く
ら

い

だ

っ
た

が
、

高

校
で

も

野
球

を
や

ろ

う
と

考

え
て

は

い

た
。

一
高

が
過

去

３

回
、
甲

子
園
に
出

場
し
て

い
た

こ
と
も
知

っ

て

い

た
。
し

か
し
、

高

校

入

学
ま

で

は

ま
だ

２

週
間

以

上
、

中

学

の
同

級

生

と

も
遊

び

た

い
し

…
…
迷

っ
た

あ

げ
く

、
電

話

が

あ

っ

た

翌
々
日

に
一
高
の

グ
ラ

ン

ド
に
行

っ
て
み

た
。

な

ん
と
、
す
で
に
７
、
８
名

の
同
級
生

が

。
あ

の

電
話

”

で

呼
び

出

さ

れ
て

い

て
、

一
日

出

遅

れ
た

僕

に

と
っ

て

は
、

み
ん

な

が
先

輩

づ

ら

を

し

て

い

る

よ

う

に

見

え

た
。
「

こ

い

つ

ら

こ

と
思

い
、

僕

の

二
局
野

球

部

の
生

活

が
始
ま

っ
た
。

当

時

の
チ

ー
ム

は

３
年

生

３
名

、
２

年

生

６

名

、
そ

れ

に

僕

ら
１

年

生
。
日

向
正

博

監

督
（
S
4
5
卒

）

は
甲

子

園

経

験
者

で
、

法

政

大

学

で

も

野
球

を

続
け

た

人
だ

。
石

坂

稔

主

将

（
S
5
4
卒

）

率
先

し

て

声
を

出

し
、

妥

協

せ

ず
チ

ー
ム

を

引

っ
張

る

姿

は
、

ま
さ

に

高

校
野
球

の
鏡

で
あ
り

、
二

高

野
球
部

の
に

お

丿

を
僕
ら
は

感
じ
た
。

４

ヽ

Ｉ

最
上
級
生
と
し
て
秋
の
大
会
に

Ｓ

一

一

一

一

●

Ｉ

２
年

生

の
夏

は

２

回

戦
で

優

勝
候

補

の
東

海

大
甲

府

と

対
戦

し
、

９

回

ま
で

同

点

と
善

戦

し

た
が
、

最

終

同
で

サ

ヨ
ナ

ラ

負

け

を
喫

し

た
。

こ

の
試

合

で

は
、

同
級

生

の

エ

ー
ス

内
藤

が
投
打
に
存

在
感
を
際
し

た
せ

て

い
た
。

そ
し

て

秋
。

３

年
生

は
引

退
し

、

僕

ら
が

最
Ｌ

級

生

と

な

る
新

チ

ー

ム

が
始

動

し

た
。

退

任

さ

れ

た

日

向

監

督

に

代

わ

り

監

督

は

ノ

ッ
ク

の
天

才
・

丼
土

豪

先

生

に
、

部
長

は

顔

を
真

っ

赤
に

し

て
情

熱

的
に

選

手

に
語

り

か
け

る
渡
辺

明
先
生
（
S
3
6卒
）
に

な
り
、
コ

ー

チ

に
は

現

役
の

東

京
六

大

学
審

判

員
た

っ

た

斉
木
寛

治
氏

（
S
2
7
卒
・
故

人
）
が
就
任
し

た
。

秋

の
県
大
会

に

は
、
僕

ら
２
年

生

が
７
人
、

１

年

生

が
８

人

の
計

１５

名

の
新
チ

ー

ム
で

臨

む
こ
と
に
な

っ
た
。

２
試

合
目
の
甲
府
西

高
戦
は
強
行

遠
足
の
翌

日
で

あ
っ
た
た
め
、
僕

ら
野
球
部

員
は
韮

崎
で

リ
タ
イ
ヤ
し
て
甲
府
に
帰
っ
て
き
た
。
１
年
の
部

員
の
中
に
は
悔
し
く
て
泣
い
て
る
も
の

も
い
た
。

こ
の
試
合
で

は
初

回
で
先

制
し
、
４
回
に
逆

転

さ
れ
た
が
、
僕
の
高
校
生
活
唯
一
の
本
塁
打
で
同

点
に
し
た
後
は
、
勢
い
に
の
っ
て
勝
ち
越
し

た
。

富

士

河

口

湖

を

制

し

て

関

東

大

会

へ

準
決

勝

は

富
士

河

口
湖

高

校

戦
。

こ

れ
に

勝
利

す

れ

ば
、

県
代

表

と
し

て
関

東

大
会

に

出

場
で

き

る

…
…
試

合

は

富
上

河

口
湖

ベ

ー

ス
で

序
盤
に

２
失
点

し

た
が
、
６

回
に

逆
転

、

10

入

学
前

の

春
休

み

は
、

朝
７

時

に

グ
ラ

ン

ド

に
行

き
、

グ

ラ

ン

ド
整

備

の

後
、
午

前

巾

は

練

習
、
午

後

は

他
校

と

練

習
試

合
、

試

合

後

ま

た
練

習
。

１

日

の
最

後

に
は

、
僕

ら

１

年
生

は

２
年

生

に

校
歌

、
応

援

歌

の
練

習

を

さ
せ

ら
れ

た
。
『
お
前

た
ち
は

応
援

歌
を
歌

っ

て
も

ら
え

る
立
場

。
だ

か
ら
入

学
前
に

校
歌
、

応
援

歌

を
全

部

覚

え
て

お

か
な

け

れ

ば
な

ら

な

い
の

だ
」

確

か

に

…
…

午
後

７

時
く

ら

い

に
へ
と
へ

と
で
帰
宅
す

る
生
活
が
続

い
た
。

５
名
人
部
し
た
同
級
生
は
、
い
つ
し

か
８

名

に
。

そ

れ

に

マ

ネ

ー

ジ

ヤ
が

１

人
。

Ｌ

級

生

か
少

な

い

た

め
、

１

年

の

春
の

県
大

会

か

ら

１
年

生
４

名

が
レ

ギ
ュ

ラ

ー
で

試
合

に

出

て

い
た

。
夏

の

大
会

は

口

川
高

校

が
優

勝
し

、
甲
子
園

に
出
場
し

た
。

そ

し

て
、
秋

の

大

会

に

向
け

て
、

２
年

生

と

僕

ら

の
新

チ

ー

ム

で

練

習

が

始

ま

っ

た
。

２

年

生

３

人
、

僕

ら

１
年

生

８

人
、

Ｈ

大
。

夏

休

み
の

練

習

は
、
酷

暑

の
中

で
毎

日

続

い

た
。

人

学
生

の

Ｏ
Ｂ

が
熱

心

に
練

習

の
手

伝

い
に

来
て
く
れ

た
。

そ

ん
な

中
、

セ

ン
タ

ー

の
五

味

が

練

習
に

来

な
く

な

っ

た
。

心
配

し

た
僕

ら

同

級
生

は

彼

の
家

に

行

っ
て

み

た
。

片
道

１５

にｍ

は
白

転

車
で

も
遠

く
、

練

習
後

、

毎
日

こ

の
距

離

を

帰
る
彼
の

心
境
を
、

僕
た
ち
は
理

解
し
た
。

僕

ら

の

説
得

に

よ
り

、

彼
は

戻

っ
て

き

て

く
れ

た
。

も

ち

ろ
ん

彼

は

野
球

が

き
ら

い
に

な
っ
た
わ
け

で
な
か
っ

た
の
だ
。
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決
勝
戦
に
進

ん
だ
。

決

勝

戦

の
甲

府

商
業

戦
。

０
１

０

で

迎

え

た
８

回
、

無

死

Ｉ

塁
。
土

屋

の

ピ

ッ
チ

ャ

ー

ゴ

ロ
を

相
手

投

手

が

あ
せ

っ
て

２

塁

に
暴

投

し

た
こ

と

に

絡
め

て

得
点

。
９

回

に
２

死

２

塁
３
塁

の
ピ
ン
チ

を
招

い
た
が
、
最
後

の
バ
ッ

タ

ー
の

３

塁
ゴ

ロ
を

矢
島

（
１

年

）

が
落

ち

着

い
て

さ
ば
い
て

勝
利

し
た

。

実

に

秋

の
大

会
2
5
年
ぶ

り

の

優

勝
、
甲

府

商
業

と
共
に
関
東
大
会

出
場

が
決

ま
っ
た

。

決
勝
（

主
審
松
沢
、
塁
審
三
井

、

深

沢

、

甲

府

岡
）

一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
２
０
一
２

甲
府
商
0
0
0
0
0
0
0
0
0
一
〇

▽
二
塁
打
　五
味
、
小
田
切

一

一

一
・

・

・

一

・

一

一
一

－

一

Ｓ

丿
一
一

一

一

一

一

一

一

一

一
一

９

９
・

一

●

い

ざ

関

東

大

会

へ

！

関
東

大

会

で

ベ
ス

ト
４

、

つ
ま

り

２

戦
勝

利

す

れ
ば
、

春

の

選
抜

甲

子

園
大

会

へ

の
出

場
が

ほ
ぼ
決
ま

る
の
で
あ
る

。

関
東
大

会
で

の
試

合
の
様
子

を
、
『
日

新
鐘
』

（
百
周
年
記

念
号
）
か

ら
以
下

に
引
用

す
る
。

－

１１
月
３
日
、
応
援
は
バ
ス
４
台
で
甲
府
を
後
に
し

た
。
目
指
す
は
栃
木
県
宇
都
宮
市
、
対
戦
相
手
は
栃
木

２
位
宇
都
宮

学
園
、
同
日

午
前
５

時
の
こ
と
で
あ
る
。

バ
ス
は
７
時
間
か
け
て
よ
う
や
く
敵
地
へ

着
き
、
1
2時
4
0

分
試
合
は
開
始
し
た
。
甲
府

一
先
行
、
宇
学
後
攻
で

あ
る
。
初
回
宇
学
は
、

甲
府
一
の
エ
ー
ス
内
藤
を
攻
め
、
２

つ
に
四
球
の
右
前
適
時
打
で
２
点
先
取
し
て
試
合
の
主

導
権
を
握
っ
た
。
甲
府
一
も
２
回
太
田
の
２

塁
打
か
ら

リ
ズ
ム
を
つ
か
み
だ
し
３
回
に
は
小
池
の
ヒ
ッ
ト
に
土

屋
の
２
塁
打
、
五
味
の
単
打
、
盗
塁
が
続
い
て
、
主
砲

内
藤
が
火
を
噴
き
あ
っ
さ
り
と
同
点
と
し
た

。

リ
ズ
ム
を
つ
か
ん
だ
甲
府
一
は
６
回
、
五
味
の
左
前

安
打
の
後
４
番
内

藤
が
レ
フ
ト
に
豪
快
な
２
ラ
ン
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
放
ち
、
逆
転
に
成
功
し

た
。
抱
き
合
っ
て
喜

ぶ
応
援
席
で
は
誰
も
が
「
行
け
る
」
と
思
っ
た
に
違
い

な
い
。
と
に
か
く
こ
の
時
、
勝
利

の
女
神
は
甲
府
一
に

微
笑
ん
で
い
た
。

得
点
は
４
対
３
、
こ
の
９
回
裏
を
押
さ
え
れ
ば
勝
利

で
あ
る
。
応
援
席
で
は
勝
利
を
予
想
し
、
翌
日
の
準
々

決
勝
戦
（
対

上
尾
高
）
の
計
画
が
発
表

さ
れ
て
い
た
。

こ
の
回

を
逃
げ
切
り
、
上
尾
を
破
れ
ば
甲
子
園
は
ほ
ぼ

実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
勝
利
を
胸
に
秘
め
甲
府
一
は

守
り
に
つ
い
た
。

宇
学
も
さ
す
が
に
地
元

の
代
表
だ
け
あ
り
、
先
頭
打

者
が
ヒ
ッ
ト
し
盗
塁
を
決
め
て
、
無
死
２
塁
と
し
、
絶

好
の
同
点
の
チ
ャ
ン
ス

を
迎
え
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ピ

ン
チ

に
内
藤
、
志
村
は
動
揺

も
見
せ

ず
、２

塁
ラ
ン
ナ
ー

を
牽
制
球
で
刺
し
た
。
県
大
会
で
も
何
回
か
こ
れ
で
ピ

ン
チ
を
脱
し
て
は
い
た
が
、
ま
さ
か
こ
の
場
面
で
決
め

る
と
は
…
…
。

と
に
か
く
あ
と
２
人
で

あ
る
。
勝
負
に
は
波
が
あ
る
。

そ

の
波
が
宇
学

に
傾
い

た
と
思
っ

た
瞬
間
、
打
球

は

ヒ
ッ
ト
と
な
り
、
土
壇
場
で

甲
府
一
は
同
点
に
追
い
つ

か
れ
た
。

延
長
1
0回
表
、
甲
府
一
は
主
将
志
村
が
意
地

を
見
せ

て
出
塁
、
土
屋
が
絶
妙
な
バ
ン
ト
で
送
り
、
一
打
勝
ち

越
し
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
た
。
３
番
五
味
は
、
ツ
ー
ワ

ン
か
ら
相
手
エ
ー
ス
に
屈
し
三
振
、
４
番
内

藤
に
期
待

が
か
か
っ
た
が
、
打
球
は
気
迫
を
欠
き
、
サ

ー
ド
正
面

の
ゴ
ロ
た
っ
た
。
チ

ャ
ン
ス

の
後
に
は
ピ
ン
チ
あ
り
、

正
に
そ
の
通
り
で
宇
学
は
ヒ
ッ
ト
に
四
球
で
二
死
な
が

ら
１
、３

塁
の
サ
ヨ
ナ
ラ
の
チ
ャ
ン
ス

を
迎
え
た
。

誰
も
が
祈
る
よ
う
に
に
見
守
っ
て
い
た
そ
の
時
、
打

球
は
鋭
い
金
属
音
を
発
し
て

太
田
を
襲
い
、
ラ
イ
ト
ヘ

抜
け
た
。
小
池

は
満
身
の
力
を
寵
め
て
一
塁
へ

送
球
し

た

。
絶
妙
の
送
球
だ
っ
た
が
無
情
に
も
太
田
の
前
で
ワ

ン
バ
ウ
ン
ド
し
た
。
太
田
も
懸
命
に
停
め
た
が
、
白
球

は
太
田
の
前
に
ポ
ロ
つ
と
落
ち
た
。
選
手
も
応
援
団
も

泣

い
た
。
甲
子
園
は
夢
と
散
っ
た
。
－

１ １

|:

輦

商

が

つ

か

ま

り

、

七

回

に

同

’［一
一
と

さ

れ

。

最

終

回

に

は

農
大

二

の

主

砲

泗

水

に

逆

転

本

塁

打

を

浴

び

せ

ら

れ

、

２

回

戦

進

出

の

嗜
み

を

断

た

れ

た

。

゛
▽

１

回

戦

も

農
大
一

甲
府
一
（

山
梨
１
位
）

Ｊに

惜

敗

太

田【

μ

】

甲

府

一

は

エ

ー

ス

内

藤

の

投

打

に

わ

た

る

活

躍

で

最

終

回

ま

で

リ

ー

ド

を

続

け

た

が

、

宇

都

き

學

園

の

機

動

力

に

延

長

十

回

に

力

尽

漣

て

し

ま

っ

た

。
宇

郡

富

学

園

は

初

回

、
ダ

ブ
ル

ス

チ

ー

ル

な

戸
辺

を

使

っ

た

攻

零
で

あ

っ

さ

り

２

点

を

先

取

し

た

。

」
石

し

、

甲

府

一

も

反

撃

、
三

回

裂

、

同

点

に

追

い

つ

き

。

六

回
に

は

無

死

走

者

一

塁

で

内

藤

が

宇

郡

宮

学

園

の

エ

ー

ス

関

の

初

球

を

ジ

″
ス

ト

ミ

ー

ト

、・

打

球

は

ラ

イ

ナ

ー

で

た

翼

ス

タ

ン

ド

に

突

き

さ

さ

り

４
－

２

と

あ

っ

さ

ひ

逆

転

し

た

。

殊

勲

の

内

藤

は

「

初

球

の

速

球

を

り

り
っ

て

い

た

」
と

会

心

の

本

塁

打

で

、

投

球

も

肢

に

乗

る

か

に

見

え

た

。

と

こ

ろ

が

、

宇

都

宮

学

園

は

八

回

、

甲

府

一

守

備

陣

の

乱

れ

忿

贋

う

盗

塁

で

１

４

、

九

回

に

訃

Ｌ

碧

虚

し

。

七

壇

場

で

同

点

に

追

い

つ

い

た

。
延

長

に

入

っ

て

か

ら

は

試
［
一
］の

流

れ

は

完

全

に

変

わ

ひ

、

延

長
1
.
回

、

二

死

か

ら

決

勝

点

を

挙

げ

た

宇

都

宮

学

園

が

サ

ヨ

ナ

ラ

勝

ち

し

た

。

農

大

二

（

審

馬

Ｉ

Ｑ

）

0
0
0
0
8
3
0
2

一

５

り

3
8
9
9

一

４

甲

府

商

（

山

梨

２

位

）

▽

本

塁

打

清

水

▽

三

塁

打

清

水

、

小

林

、

依

田

「

評

」

甲

府

商

は

今

大

鳥
一
の

珊

珊

艇

2
9
9
1

μ
一
５

子
郡
富
学
國
（
栃
木
２
位
）

（
延
長
1
0回
）

▽
本
塁
打
、
内
・

▽
二
塁
打

土
麗
、



一 高女子が務めた。夏の大会入場式、 各校のプラカード持ちは、

３
年

生

、

最

後
の
年

最
後
の
年
の
３
年
生
。
春
の
大
会
は
、
主

将
志
村
を
ケ
ガ
で
欠
い
た
が
、
何
と
か
ベ
ス

ト
４
へ
進
み
、
山
梨
で
開
催
さ
れ
た
関
東
大

会
で
も
１
勝
、
神
奈
川
代
表
の
東
海
大
相
模

と
も
互
角
に
戦
っ
た
。

し
か
し
、
エ
ー
ス
内
藤
の
肩
痛
発
症
な
ど

も
あ
り
、
３
年
の
夏
の
大
会
は
、
初
戦
吉
田

高
校
に
負
け
、
僕
た
ち
の
高
校
野
球
生
活
は

終
わ
っ
た
。

当
時
を
振
り
返
っ
て

－

・

Φ
一

一

一

い
ま

振
り

返
る

と
、
当

時
、
「
甲
子

園
」

と

い
う

言

葉
は
、

特

に

誰

も
口

に

は
し

な

か

っ

た

。
野

球
好

き

の

メ

ン

バ
ー

が

毎
日

ひ

た
す

ら

に

ボ
ー
ル

を
追

い

か
け

た

３
年

間

だ

っ

た

と
田
令
っ
。

そ
し

て

よ

く
よ

く

考

え
て

み

れ

ば
、
日

ご

ろ

は
決

し

て
仲

が

良

か
っ

た

と
は

思

え
な

い

し
、
励

ま
し
よ
り

。け
な
し
”
の
ほ
う

が
多
か
っ

た
気
も
す

る
。

た
だ
長
年

、
先

輩
た
ち
が

培
っ
て
き

た

”
甲

府
一

野

球
部

”

と

い
う

も

の
に

背

中
を

押

さ

-

-

一

一

一

一

鱈

－

團

・ ・

Ｉ Ｉ

● 麹

笛 嘔

Fﾉ＼必死の反撃及ばず
内藤、後半は絶妙の投球

れ

続

け

て

き

た

感

覚

が

あ

っ

た
。

そ

し

て

、

こ
の

素

晴

ら
し

い
校

歌

を

甲
子

園

で
歌

い

た

い
、
こ
の

▽

心
は
み

ん
な
の
中

に
確
か
に

あ
っ

た
は

ず

だ
。

萩
原

弓

子

マ

ネ
ー

ジ

ャ
ー

を

ぜ

ひ

と

も

甲
子

園

へ
連

れ

て

い
き

た

い
と

密

か

に
思

っ
て

い
る
や
つ
も

い
た
が
…
…

強

豪

と
は

お

世
辞

に

も

い
え

な

い

が
、
相

手

の
ミ

ス

に

つ
け

込

む

う
ま

さ

に
堅

実

な
守

備

陣
、

そ
し

て
チ

ー

ム
ワ

ー

ク
の

良

さ

は
群

を

抜

い
て

い

た
。

野
球

は

９
人

で

や

る

の
で

な

く
、

み
ん

な

と

や

る
の

だ

と

い
わ

ん

ば
か

り
に

ベ
ン
チ

の
声

も
大
き
い
。
と
に

か
く
チ

ー

ム
ワ
ー
ク

が
良
か
っ

た
こ
と
は
確

か
だ
。

"
‘‐
'“
"
"
¥
“
"～
"
"
.
'
"
"
'

‐
7‐
"
"
 
‐
'‐
"
"
'

！

一
、

‘
μ

ｆ

が

に

鍔

を

罷

る

だ

け

の

こ

と

は

敗
れ
た

と
は
い

え
互

角
の
戦
い

か
渥
一
め

４「
0
1
3

と
リ

ー
ド

資

？

迎

え
た
四

回
表
甲

府
一
、
先

頭
の

五
味
の

中
舶
打

、

紡
ぐ
内

藤
の
右

前
打
で

無
死
一

、

三
農

の

絶

好
機
．
主

砲
・

小
田
切
は

ガ
ウ

ン

１

６

と

追
い
込

ま
れ
な

が
ら
．

三

取
目
を

右
餉
に

は
じ

童

夥

し
、
五

味
を

迎

え
入
れ
反

撃
の
Ｉ

点
目

．
太
田
の

犠

Ξ
璽
。
こ

こ
で

。
鈴
木

が
右

前
に

渋
い

濠
時
打

。
内
膳

牽
？

亡

、
Ｌ

麻
麦
に

詰
め
寄

っ
た

。

た

内

康
も
前
半
打

ち
込

表
れ
た

と
は
い

え

．
五

回
以
後

は
、
絶

妙
の
配
球

と
き

三塁、飯野のスリー・パ
ー甲府・緑が丘球場で

図表 死－、
捕手伊島

勉
強

に

つ

い
て

は

あ
ま

り

胸
を

張

れ

る
程

で

は
な
か

っ
た

が
、
唯

一
の

”
進
学
ク

ラ
ス

”

の
三

井

は

成
績

を

落

と

す
こ

と

な
く

、
立

派

に
文
武
両

道
を
体
現
し

た
。

当

時

の

野
球

部

の
メ

ン

バ
ー

は
、
今

も

毎

月

の

無
人

会

で

盛

り
上

か

っ

て

い

る
。
た
だ

し
3
0
年
以

上

、
会

話

の
中

身

は

変

わ
っ

て

い

な

い
。

が
ん
ば
れ
！

一
高
野
球
部

一

一

一

一
一

昨
今
、
私

学
台
頭

の

高
校

野
球
で

あ

る
が
、

何
年

か
ご

と
に

公

立

高
校

が

甲
子

園

で
彗

星

の
よ
う

に
勝
ち
上

が
る
年
が
あ

る
。

そ

ん

な
中

に

甲

府

コ

局
が
名

乗

り

を
あ

げ

て

も
、
何

ら
不

思

議
で

は

な

い
。
Ｏ

Ｂ

の

一

人

と
し

て
一

高

野
球

部

の
活

躍

を

毎
年

祈

り

続

け
て
い

る
。

が
ん
ば
れ
！
△

高

野
球
部
。

１ ２

落
ち
た

甲
府
一

・
内

藤
の

甘
い

ス
ト
レ

Ｌ

か
χ
ｙ
ま
く
ぉ
ｙ
り
っ
た
と
こ

ろ
は

．

..●L ，



ｿy 訟 か
‥

Ｘ

゛
　

一
・
¨̈Ｉ
Ｉ

”

”’…
．’＝】

窪

田

新

さ

ん

（
Ｈ

６
卒
）

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー
　
　

晏

Ｓ

私
か
一
高
を
卒
業
し
て
3
8年
。
今
の
一

高
野
球
部
は
い
か
に
？

と
い
う
わ
け
で
、

現
在
の
監
督
に
お
時
間
を
つ
く
っ
て
い
た

だ
き
、
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
た
。

｀
今
年
の
チ
ー
ム
に
つ
い
て

小

田

切

‥
グ
ラ

ン

ド
に

足

を
踏

み
入

れ
た

直

後
、
練

習

中

の
選

手

全

員

が
私

に
向

か
っ

て

帽

子

を
取

っ

て

一
礼

し

て

く

れ
ま
し

た
。

グ

ラ

ン

ド
に

来

る
の

は
実

に
3
3年

振

り

く
ら

い

な

の
で

恥

ず
か

し

い

感
じ

も

あ
り

、
懐

か

し

く
も

あ

り
で

す

。
昨
年

の
秋

の

県
大

会

で

は

ベ
ス
ト

８

ま

で

進
出

し

ま
し

た

。
ま

ず

は
今

年
の
チ

ー
ム
に
つ

い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ

い
。

窪
田

‥
は
い
、

タ
イ
プ
の
異

な
る
投
手
か

お
り
、

現

状

で

は
、
少

な

い
チ

ャ

ン

ス

を

も
の

に
し

て
最

小
限

の
失
点

に
押

さ
え

て
勝
つ

と
い

う
、

守
備

を

重

視
し

た

守
り

切

る

タ
イ

プ

の
チ

ー

ム
で

す
。

昨

年
秋

の
ベ

ス
ト

８

で

す

が
、

そ

の

前

の
夏

の

大
会

で

３
年

生

が

頑
張

り

ま
し

た
。

そ

の
勢

い

を

そ
の

ま

ま
２

年

生

が
引

き

継
ぎ

、
粘

り

強
く

戦

っ

た
結

果

と

考
え

て

お

り

ま

す
。
チ

ー
ム

全

体

で
も

内
面

の

気

持
ち

が
強

い
選
手
が
多

い
と
思

い
ま

す
。

小

田

切

‥
練

習

時
間

や

選
手

の

勧

誘

な
ど

は

ど
う
で
す

か
。

１

霜

４
　

Ｊ
に・

≒
卜
こ

卜

窪

田

‥
練

習

は
１６

時

く

ら

い
か

ら
始

ま

り

ま

す

。
学
校

の
制

度
上

現

在
は

１９

時
完

全
下

校
、

火

曜
日

は

練

習
休

み

に
し

て

い

ま
す

。
現

在

部

員
は

２

学
年

で
2
3名

い
ま

す
。
入

部

し

た

選

手

は

ほ
と

ん

ど
や

め

な

い
で

野
球

を

続
け

ま

す
。

選

手
の

発

掘

に

つ

い
て

で
す

が
、
中

学
生

の

野

球
の

試

合
を

よ

く

視
察

に

は
行

き

ま
す

。

コ

局
に

来
て

も

ら

い
た

い

選
手

を

見

つ

け

て

も
合

格

を
確

約

す

る
こ

と
は

で

き

ま

せ

ん

の
で
、

指

導

す

る
先

生

な
ど

を

通
じ

て

一

高
を

受

験
し

て

み

な
い

か

と
い

う

声
か

け

を
す
る
こ
と

が
精
一
杯

で
す
。

小
田

切
一
大

学
で

野

球
を

続

け

る
選

手

は

い

ま
す

か
。
ま
た
進

学
状

況
は
ど

う
で
す
か

。

窪
田

一
現
在

は
東
京

六
大

学
で

２
名

（
明
治

、

法

政

）

野
球

を

続
け

て

い

ま
す

。
今

年

の

卒

業

生

の
進

学

状
況

は

国
立

大

、
私

立

大

学
含

め
て
よ
く

頑
張
っ
て

合
格
し
て

い
ま
す
。

｀
監
督
自
身
に
つ
い
て
聞
き
ま
す

小
田
切

‥
監
督
の
経
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

窪
田
一
野
球
は
小
学
校
３
年
生
か
ら
始
め
ま

し
た
。
小
学
校
で
は
当
時
市
内
で
も
有
名
な

監
督
で
厳
し
い
指
導
で
し
た
が
、
監
督
も
野

球
も
大
好
き
で
し
た
。

小
田
切
一
窪
田
監
督
が
選
手
時
代
の
チ
ー
ム

と
そ
の
時
の
甲
府
コ
局
の
様
子
は
ど
う
で
し

た
か
。

窪
田
一
そ
う
で
す
ね
。
割
と
負
け
ず
嫌
い
と

い
う
か
反
骨
精
神
旺
盛
な
チ
ー
ム
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
学
校
の
雰
囲
気
と
し
て
は
、
い

わ
ゆ
る
質
実
剛
健
と
言
い
ま
す
か
、
自
分
の

責
任
は
自
分
で
取
る
と
い
う
自
主
性
を
重
ん

ず
る
校
風
で
し
た
。

小
田
切

‥
監
督
就
任
６
年
目
と
い
う
こ
と
で

す
が
母
校
の
監
督
に
就
任
す
る
こ
と
を
ど
う

思
い
ま
し
た
か
。

窪
田
一
大
学
で
は
、
野
球
の
指
導
者
に
な
る

と
い
う
自
分
の
強
い
目
標
が
あ
り
、
教
員
を

目
指
し
ま
し
た
。
甲
府
コ
局
の
野
球
部
の
監

督
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
喜
び
を
感
じ
ま

し
た
。
し
か
し
同
時
に
選
手
た
ち
に
何
か
成

果
を
残
し
て
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
ほ

う
が
今
は
強
く
あ
り
ま
す
。

小
田
切
一
監
督
を
や
ら
れ
て
き
て
ご
白
身
の

成
長
と
い
う
か
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
、
ま

た
最
も
印
象
に
の
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
。

窪
田
一
は
い
、
改
め
て
で
す
が
、
選
手
各
個

人
は
、
体
力
、
技
量
も
違
う
の
で
す
が
、
考

え
方
に
も
個
性
的
あ
り
、
一
様
に
選
手
を
見

て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
一
人
一
人
の
特
性

を
注
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
と
問
わ
れ
ま
す
と
負

け
た
試
合
は
全
部
で
す
。

｀
強
い
チ

ー
ム
作
り
と
は

小
田
切
一
甲
府
コ
局
の
野
球
と
は
ど
ん
な
も

の
だ
と
思
い
ま
す
か
。

窪
田
一
ま
ず
伝
統
と
い
う
も
の
は
、
常
々
感

じ
る
と
き
は
あ
り
ま
す
。
選
手
一
人
一
人
が

自
ら
考
え
、
自
分
の
目
標
に
向
け
て
努
力
す

る
。
監
督
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
時
に
は
厳
し
い
サ
ポ
ー
ト
は
あ
り

ま
す
が
。
自
主
性
を
重
ん
ず
る
こ
と
は
一
高

－

野
球
の
根
底
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ひ
い

て
は
そ
れ
が
教
育
か
と
。

小
田
切
一
甲
子
園
に
は
手
が
届
く
と
思
い
ま

す
か
。

窪
田
一
正
直
、
現
状
私
学
台
頭
の
昨
今
で
は

実
力
的
に
は
厳
し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
今
は

ベ
ス
ト
８
の
壁
を
越
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
壁
を
何
と
か
超
え
た
と
き
甲

子
園
が
見
て
く
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

ず
は
そ
こ
に
向
か
っ
て
選
手
と
一
体
と
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

小
田
切
一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
監

督
の
謙
虚
で
ひ
た
向
き
な
姿
勢
に
Ｏ
Ｂ
と
し

て
頭
が
下
が
り
ま
す
。
ま
た
日
ご
ろ
あ
ま
り

支
援
が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
今
年
は
特
に

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
監
督

業
大
変
で
す
が
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

窪田監督､ 小田切 仁 （インタビ ュワー）、小田切静雄 部長（Ｈ６年卒）
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五

言

｝
ぎ

二

ア

ー

チ

ェ

リ

ー

部

顧
問
／
花
輪
秀
剛

本

校
ア

ー
チ

ェ

リ

ー

部

は
、
昭

和

６１

年

の

か

い
じ
国
体
を
契
機

に
創
部

さ
れ
、
1
9
8
8

年

の
ソ

ウ
ル

オ
リ

ン

ピ
ッ

ク

に
当

時

コ

局
の

３
年

生

で

あ
っ

た
中

込

恵

子
選

手

が
出

場

し

た
の

を

は
じ

め
、

多

数

の
日

本

代
表

選

手

を

輩

出

し

て

き

ま

し

た

。
か

い

じ

国

体

以

降
、

県

内

唯
一

の
ア

ー
チ

ェ

リ

ー

部

と
し

て

競
技

の
普
及
、

競
技
力
向
上

に
努
め

て
き
ま
し
た

。

近

年
、

甲

府

城

西
高

校
、

東

海
大

甲

府

高

校
に

も
ア

ー
チ
ェ

リ

ー
部

が

で

き
、

放

課

後

に

緑

が
丘

ス

ポ

ー
ツ

公

園
の

洋

弓
場

に

お

い

て

三

校
合

同

練
習

と

い

う
形

態

で
口

々

練
習

を
行
っ

て
い
ま
す

。「
チ

ー
ム
山
梨

」
の
ス

ロ
ー

ガ

ン
の

も

と
、

学

校
に

関

係

な
く

、
国

体

を

は

じ

め
、

イ

ン

タ
ー
（

イ
・

関
東

大

会

で

の

上
位

入
賞
を

目
標

に
練
習
に
励

ん
で

い
ま

す
。

今

後
も

本

校

か
ら
日

本

を

代
表

し

て
活

躍

す

る
選

手

を
輩

出

で
き

る
よ

う
日

々

努
力

し

て
行

き

た

い
と

思

い
ま

す

。
今

後

と

も
ご

支

援

ご
協
力
を

よ
ろ
し
く

お
願

い
い
た
し

ま
す
。

（
文
　

前
顧

問
／

吉
成

謙
）

平
成
3
0年
度
　
主
要
大
会

●
新
人
体
育
大
会
　
男
子
個
人

長
田
連
　
第
２
位
　
矢
崎
素
暖
　
第
５
位

●
関
東
選
抜
大
会
　

男
子
個
人

長
田
連
　
第
５
位

●
Ｕ
－
1
7
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
選
考
会

長
田
蓮
　

第
５
位

～
運
動
部
系
～

テ

ニ

ス

部

（
男

女

）

顧
問
／
高
鳥
亮
太
・
永
井
勇
太
郎
‰ 。。。。

Ｓ
』|

甲
府
一
高
テ
ニ
ス
卸
は
、「
伝
統
あ
る
強
豪

校
」
を
目
指
し
、
部
長
を
中
心
と
し
て
自
主

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

学
校
に
は
テ
ニ
ス
部
が
専
用
で
使
え
る

コ
ー
ト
が
一
面
し
か
な
く
、
ふ
だ
ん
は
女
ｆ

が
使
用
し
て
い
る
た
め
、
男
ｆ
は
緑
ヶ
丘
・

国
母
公
園
・
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
な
ど
の
公

営
コ
ー
ト
を
借
り
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
練
習
が
で
き
な

い
と
き
は
、
走
り
込
み
や
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

男
子
は
「
勉
強
も
頑
張
り
、
男
を
磨
き
、

み
ん
な
で
関
東
・
全
国
に
行
こ
う
Ｈ
」
を
目

標
に
、「
楽
を
す
る
の
で
は
な
く
苫
労
を
し
な

が
ら
人
間
的
に
成
長
で
き
る
」
部
活
動
を
追

究
し
て
い
ま
す
。

女
子
は
経
験
者
の
ほ
か
、
高
校
か
ら
テ
ニ

ス
を
始
め
た
生
徒
な
ど
、
様
々
な
経
歴
を
持

つ
生
徒
が
部
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、「
各
種

大
会
で
の
上
位
進
出
」
を
目
指
し
、
練
習
内

容
な
ど
を
自
ら
考
え
、
一
致
団
結
し
て
練
習

に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
甲
府
一
高
テ
ニ
ス
部
は
、
伝
統
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
主
体
的
な
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

平
成
3
0年
度
　
新
人
体
育
大
会
の
成
績

●
団
体
戦
　
第
３
位
（
男
子
・
女
子
）

●
個
人
戦
　
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
第
３
位

１４

し　　　　　　　 ？･・‥,‥‥‥,‥



弓
道
部

顧
問
／
大
塚
正
敏

昨
年
度
は
２
年
生
（
現
３
年
生
）
が
主
体

と
な
り
、
関
東
人
会
男
子
団
体
出
場
、
イ
ン

タ
ー
（

イ
ｍ
心
ド
個
人
出
場
、
関
東
個
人
選
抜

大
会
男
子
２
名
・
女
子
１
名
出
場
、
全
国
選

抜
大
会
男
子
個
人
出
場
、
東
日
本
大
会
ア
ベ
ッ

ク
出
場
な
ど
の
実
績
を
Ｌ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

な
か
で
も
、
男
子
の
イ
ン
タ
ー
（

イ
出
場

は
3
3年
ぶ
り
３
度
口
の
快
挙
で
あ
っ
た
り
、

関
東
個
人
選
抜
人
会
で
は
女
ｆ
が
関
東
５
位

に
人
賞
し
た
り
な
ど
、
と
て
も
力
を
つ
け
て

き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
１０
月
の
新
人
大
会
で
は
、
男
女
ア

ベ
ッ
ク
で
団
体
準
優
勝
、
個
人
で
も
男
子
が

準
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
の
東
日
本

大
会
で
は
、
女
子
５
人
制
で
射
道
優
秀
賞
、

女
子
３
人
制
で
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

口
頃
の
練
習
は
、
「
狭
い
道
場
」
「
限
ら
れ

た
練
習
時
間
」
「
少
な
い
予
算
」
と
い
う
厳
し

い
条
件
の
中
、
部
員
は
健
気
な
ほ
ど
前
向
き

に
練
習
し
て
い
ま
す
。
朝
の
自
主
練
も
積
極

的
に
参
加
し
、
緑
が
丘
や
小
瀬
の
道
場
を
お

金
を
出
し
合
っ
て
借
り
て
、
矢
数
を
か
け
る

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

的
中
さ
せ
る
こ
と
、
大
会
で
勝
つ
こ
と
を

「
目
標
」
に
日
々
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
「
目
的
」
は
、
自
己
の
人
間
的
な
成
長

に
お
い
て
い
ま
す
。
練
習
試
合
や
遠
征
、
合

宿
な
ど
を
と
お
し
て
、
コ
局
の
仲
間
だ
け
で

な
く
、
他
校
の
選
手
や
先
生
方
か
ら
多
く
を

学
ぶ
こ
と
で
、
３
年
間
で
人
き
く
成
長
し
て

い
ま
す
。

今

後

は

関
東

大

会
、

イ

ン
タ

ー
（

イ

な

ど

の

県
外

大

会

に
向

け

て
、

よ
り

力

を

つ
け

る

と
共

に
、
人

と
し

て
成

長
し
、
「
一

高
で

成
長

で

き

て
良

か

っ

た
」

と

言

っ
て
引

退

・

卒
業

が

で

き

る
よ

う
、

取
り

組

ん

で

い
き

た

い
と

思

い
ま
す
。

水

泳

部

水
泳
部
部
長
／
２
年
１
組
　
西
口
克
輝

私

た

ち
水

泳

部

は
、
２

年

生

２
人

、

１
年

生

３

人

と

い
う
、

少

な

い
人

数

で
活

動
し

て

い
ま

す
。

そ

の
よ

う
な

中
、

昨

年

度
は

、
１

年

生

な

が
ら

も

関
東

大

会
へ

出

場
す

る

こ

と

が
で
き
ま
し

た
。

私

た

ち
２

年

牛
２

人

は

昨
年

度
、

山

梨

県

代

表

選

手

に

も
選

ば

れ
、
県

の

代
表

と

し

て

多
く

の

試
合

に

出

場
し

ま

し

た
。
し

か

し

関

東

大

会

で

は
、
標

準

タ

イ

ム
を

突

破
す

る
こ

と

が
で

き

ず
、

イ

ン
タ

ー
（

イ

・

国
休

へ

は

出
場

す

る

こ

と
が

で

き
ず

、
大

変

悔
し

い
思

い
を
し
た

１
年
間
で
し

た
。

水

泳

は
、

１
人

で

泳

ぐ

の
で

個

人

競
技

と

い

わ

れ
ま

す

が
、
背

景

に

は
仲

間

の
応

援

が

あ

っ

た
り
、

逆

に
仲

間

と

の
衝

突

が

あ

っ
た

り
し

ま
す

。
そ

の

意
味

で

は
、

水

泳

は
決

し

て

Ｉ

大
で

戦

っ
て

い
る

わ
け

で

は

な
く
、

仲

間

と

と

も
に

戦
う

「
団

体

競

技
」

だ

と

い
え

ま
す

。
実

際
、

私

た
ち

水
泳

部

の

部

員

は
、

そ
れ

ぞ

れ
違

う

ス

ポ
ー

ツ

ク
ラ

ブ
で

練
習

を
し

て

い
ま

す

が
、

常
に

お

互

い
を

意

識
し

、

切
磋

琢
磨
し

て
練
習

に
励
ん
で

い
ま
す
。

ま

た

コ

局
水

泳

部

は
大

変

歴

史

が

占

く
、

「
鶴

城
水
泳

ク
ラ

ブ
」

と
い
う
歴

史

あ
る
Ｏ
Ｂ

会

が

あ

っ
て
、

諸

先
輩

方

か

ら

も
ご

支

援

を

し

て
頂
い
て

い
ま
す
。

今

年

度
は

イ

ン
タ

ー
（

イ

出

場

を
目

標

に

頑
張

っ

て
行

き
た

い
と
思

い
ま

す
。
皆

さ
ん
、

水
泳

部
の
応

援
を
よ
ろ
し

く
お
願

い
し

ま
す
。
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ア

ー

カ

ペ

ラ

部顧

問

／

中

源

博

ア

ー
カ

ペ

ラ

部

は

平

成
2
5
年

に

創

部

し

、

現

在

６

年

目

と

な

り

ま

す

。

歌

で

皆

を

幸

せ

に

し

た

い

Ｉ
・
を

コ

ン

セ

プ

ト

に

活

動

を

し

て

い
ま

す

。

部

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

は

Ｎ
ｏ
 ｓ
m
i
l
e。Ｚ
Ｏ

ヨ

回
Ｆ
°
Ｚ
Ｏ

ヨ
回

戸

Ｚ
Ｏ

凪
の
’
で

、

音

楽

と

同

じ

く

ら

い

笑

顔

も
大

切

に

考

え

て

い

ま

す

。

こ

れ

ま

で

の

活

動

で

は

、

地

域

の

行

事

に

出

演

し

た

り

、

地

元

の

商

店

街

の

歌

を

作

ら

せ

て

い

た

だ

い

て

歌

っ

た

り

、

様

々

な

施

設

に

訪

問

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

り

と

い

う

こ

と

を

中

心

に

行

っ
て

き

ま

し

た

。

そ

し

て

同

時

に

、

合

唱

の

コ

ン

ク

ー

ル

に

も

多

く

出

場

し

て

き

ま

し

た

。

最

近

で

は

全

目

本

合

唱

コ

ン

ク

ー

ル

県

大

会

で

金

賞

、

芸

術

文

化

祭

合

唱

部

門

人

会

で

は

芸

術

文

化

祭

賞

（

県

代

表

、

全

国

総

合

文

化

祭

出

場

）
、

山

梨

ヴ

ォ

ー

カ

ル

ア

ン

サ

ン

ブ

ル

コ

ン

テ

ス

ト

で

は

金

賞

を

受

賞

し

ま

し

た

。

ま

た

３

月

に

行

っ

て

い

る

定

期

演

奏

会

で

は

、

金

丸

前

同

窓

会

長

様

を

は

じ

め

多

く

の

御

支

援

を

い

た

だ

き

、

今

年

で

４

回

目

を

迎

え

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

さ

ら

に

昨

年

は

１

時

間

寥

を

超

え

る

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

「
レ

・

ミ

ゼ

ラ

ブ

ル

」

を

卜

演

す

る

な

ど

、

毎

年

新

し

い

こ

と

に

挑

戦

し

続

け

て

い

ま

す

。

こ

の

環

境

で

活

動

で

き

る

こ

と

へ

の

感

謝

を

忘

れ

ず

、

進

化

を

続

け

る

努

力

を

惜

し

み

ま

せ

ん

。

こ

れ

か

ら

も

、

同

窓

会

の

皆

様

の

応

援

、

ご

協

力

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

寸
轟
言
言
甘

～
文
化
部
系
～

書
道
部

顧
問
／
古
屋
彰
士

。

書

道
部

で
は
、
「
牛
涯

に

渡
っ
て

『
美
し

い

も

の
卜

に

敏
感

で

い

ら
れ

る

感
性

』

を
磨

く

こ
と
を
人
切

に
し
て

い
ま
す
。

よ

っ

て

指
導

行

の
于

本

を

写
す

、

い
わ

ゆ

る
「

習
字

」

で

は
な

く
、

中

国

や

目
本

の

先

人

が

残

し

た
古

典

の
中

か
ら
、

自

分

が
「

美

し

い

」

と
感

じ

た

も
の

を

選
び

、
地

道

に

臨

書
す

る
活
動
を
中

心
に
収
り

絹
ん
で

い
ま
す
。

「
美
し

い
」

と
感

じ
た

も
の
を
内

分

の
眼
で

よ

く
観

察

し
、

何

度

も
何

度

も
繰

り

返
し

臨

書

す

る
こ

と

に
よ

っ

て
、

少
し

で

も
先

人

の

息

づ

か

い
を

感

じ

取

る
こ

と

が

で

き
た

ら
、

と
思
っ
て

い
ま
す
。

で

す

か

ら
、

コ

品
書

道

部
は

展

覧
会

で

賞

を
と

る

こ

と
や
、

華

や

か

な
パ

フ
ォ

ー

マ

ン

ス

を

披

露
す

る
こ

と
は
、

あ
ま

り
重

視

し

て

い
ま
せ
ん

。

平

成
3
0年

度
、

一

高

書

道
部

が
、

国

際

高

校

生

選
抜

書

展
（

毎
日

新

聞

社
主

催

）

に

お

い

て

人
選

を

果

た
し

た

り
、

山
梨

県

高

等
学

校
芸
術
文

化
祭
に

お
い
て
芸
術
文

化
祭
賞
（
最

高
賞

）
や

優
秀
賞

（
次
点

）

を
受
賞
し

た
り

、

令
和

元

年

度

の
令

国
高

等

学

校
総

合
文

化

祭

（
佐

賀
大
会

）
　へ

の
出

場
権
を

得
た

り
し

ま
し

た
の

は
、

単

に
運

が
良

か

っ
た

の
だ

ろ

う

と

思

っ
て
い
ま
す

。

こ

れ

か
ら

も

書

道
部

は
、

校

舎
５

階

の
片

隅

で
、

ひ

っ

そ
り

、
そ

し

て
地

道
に

活

動
し

て

い
く
所
存
で
す

。

Ｊ

μ

中泰

差
堰
ｓ

十

咸
弧
吋

へ
ｔ
＆

４
識

價
剱

軋
聴
一

札
Ｉ
ｆ

耀
ｔ

Ｉ

祷

卜
皿
ａ

軋
４
１

律
人

４

４
洸

皿
冨

卜
寸

漓

肇

匈
七

貫
Ｉ
丁
一

ｔ

隋
寸

ｓ

杷

瓦
４

丁
ｌ

”
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美
術
部

顧

問
／

石

田

泰

道

美

術

部
（

通

称
一

一
美

）

部
‥貝
は
、

オ
リ

ジ

ナ
ル

の
ツ

ナ

ギ

に
身

を

く

る
み

、
平

日

の

朝
と

放

課
後

、
各

人

の

目
標

に

向

か
っ

て

切

磋
琢

磨
し
な

が
ら
活
動
し

て
い
ま
す

。

Ｉ
、

２

年

時

は
、

も
の

の

見
方

や
画

㈲

お

よ
び

空

間

の
考

え
方

を
学

習

し
、
テ

ー
マ

を

深
め
、
基
本

技
法
の
習

得
を
図
り

ま
す
。

３

年

時

は
大

人

の
大

会

の
出

品

も

視
野

に

入

れ
な

が

ら
卒

業

後

も
美

術

に
親

し

め

る
資

質
を
養

っ
て
い
ま
す

。

年
間

を
通
じ
、
各
種
コ
ン
ク

ー
ル
（

県
芸
文

祭
、
ｕ

Ｔ
Ｙ
教
育

美
術

展
、
山
人
会

望
月
春
江

賞
展
、
高
校

生
国
際
美
術

展
な
ど
）
へ
の
参
加

を
通

し
、
多

く
の

受
賞

を
重

ね
て

き
ま
し

た
。

特
に
高
文

連
の
最
人
行

事
で

も
あ
る
芸
文
祭

で

は

毎
年
、

複
数

の
生
徒

が
卜
位

賞

を
受

賞
し
、
1
0

年

連

続

全
国

大

会
（

全
国

総

合
文

化

祭
）
出
場

の
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

美

術

に
真

剣

に

取
り

組

む

と
、

常

に

自

己

と

向

き
合

い
な

が
ら
、

笞
え

の

な

い

理

想

の

世

界

を

追

い
求

め

て

い

く
、

と

い
う

こ

と
に

な

り

ま
す

。

精
神

的

に

も
肉
体
的
に

も
疲
労
困

惑
し

が
ち
で

す
。

そ

の

た

め
、

ふ

だ

ん

の

活

動

で

は
、

合

宿

や

美

術
館

め
ぐ

り

ツ
ア

ー
、

各

種

パ

ー
テ

ィ

ー
イ

ベ
ン
ト

を

組

み

込
み

な

が

ら
、

楽
し

く

活
動

で

き

る

環

境
作

り

を
心
が
け

て
い
ま
す

。

美
術

部

は
、

こ

れ

か
ら

も

質

の
高

い

活
動

に

取

り

組
ん

で

い

き
た

い

と
思

い

ま
す
。

」
筝

曲

部

部
長
／
３
年
１
組
　
市
川
栞
凪

私
た

ち

事

曲
部

は
、

目

新
館

で

放

課
後

に

練

習
し

、

週
に

二
度
、

講

師
の

内

旧

芙
幸

先

生

に
ご

指

導

を

い
た

だ

い
て

い

ま
す

。
和

気

誇

々

と
し

た

雰
囲

気

で
、

部

員

が
集

ま

る
と

笑

顔

が
絶

え

ま
せ

ん

が
、

練

習

と
な

る

と
皆

姿

勢
を
正

し
、

争
の
丘口
色
一
色

と
な
り
ま

す
。

坊

本

と
な

る

個
人

練

習
で

は

集
巾

力

が

途

切

れ

な

い
よ

う

に

様
々

な

に
人

を

凝

ら

し
、

合

奏

の

曲
創

り

で
は

一

人
一

人

の

意
兄

を
出

し
へ
口
つ
で

い
ま

す
。

悩

み
は

部
員

が
増

え
た
分

、
事

が
足

り
な

い

こ
と

で
、

あ

ち
こ

ち

か

ら

お
借

り
し

た

筝

で

な
ん
と
か
活
動

し
て

い
る
状
況
で
す

。

私

達

は

「
全

力

疾
筝

（
ぜ

ん

り

ょ
く

し

っ

そ
う

）
」

の
モ
ッ

ト
ー

を
掲

げ
て
練

習
を

積
み

重

ね
、
皿
に
成
3
0年

Ｈ

月

に

行

わ
れ

た
山

梨

県

高

等

学
校

芸
術

文

化

祭
で

は
、

最

高

賞
で

あ

る
芸

術

文

化
祭

賞

を

勝
ち

取

る

こ
と

が
で

き

ま
し

た
。

そ
の

と

き

の
皆

の

笑

顔

は
、

今

ま

で
見

た
ど

の

笑
顔

よ

り
も

ま

ば

ゆ
く

晴

れ
や

か
で
し
た
。

規
定
で
２
年
連
続
の
全
国
総
文
祭
出

場
が
で
き
な
い
た
め
、
3
0年
８
月
に
長

野
で
行
わ
れ
た
全
国
総
文
祭
に
出
場
し

た
一
高
は
、
次
の
総
文
祭
代
表
と
な
れ

な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
ぜ
ひ
次
の
芸

術
文
化
祭
で
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
、

「
芸
文
祭
賞
を
取
っ
て
総
文
祭
出
場
」

と
い
う
目
標
を
実
現
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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甲

府

と

東

京

を･

つ

な

い
だ

先

輩

／

そ

の

２

前
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー

山

本

順

二

之
（
ぶ

卒
）

茂

手

木

光

博

さ
ん（
S
4
0
卒
）

来
年
は
い
よ
い
よ
、
東
京
で
２
回
目
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
「
復
興
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

を
う
た
う
今
回
は
、
聖
火
リ
レ
ー
は
福
島

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
そ
う
で
す
。

1
9
6
4

年
開
催
の
前
東
京

オ
リ

ン

ピ
ッ
ク
で
も
、
聖
火
リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
が
全

国
を
駆
け
ぬ
け
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
隊
は

そ
れ
ぞ
れ
、
正
走
者
（
聖
火
を
持
つ
）
１
名
、

副
走
者
（
予
備
ト
ー
チ
な
ど
を
持
つ
）
２
名
、

随
走
者
2
0名
以
内
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

じ
つ
は
当
時
、
甲
府
一
高
生
も
聖
火
リ

レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
正
走
者

は
山
本
順
二
さ
ん
（
当
時
二
年
）
、
副
走
者

は
茂
手
木
光
博
さ
ん
（
当
時
三
年
）
と
高

柳
幸
夫
さ
ん
（
当
時
二
年
）
で
し
た
が
、

こ
の
た
び
同
窓
会
事
務
局
長
の
金
子
寛
さ

ん
の
呼
び
か
け
で
、
山
本
順
二
さ
ん
と
茂

手
木
光
博
さ
ん
が
、
5
5年
ぶ
り
の
再
会
を

果
た
し
ま
し
た
。

６
ｙ

金
子
さ
ん
、
私
た
ち
S
5
6卒
も
交
え
て
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
で
、
会
話
が
始

ま
り
ま
し
た
。
お
二
人
の
口
か
ら
、
ど
ん

な
お
話
が
飛
び
出
す
の
で
し
ょ
う
か
。

54 年ぶりの再 会に盛り上がるO 左 から､ 茂手木さん（S40 年卒）･山本さ ん（S41 年卒）・

金子 吉ん （S43 年卒 ）。2019 年２月２日（土）甲府市総合市民 会館会議室にて。

７

舞
鶴
公
園
か
ら
ス
タ
ー
ト
？

「
ス
タ
ー
ト

は
舞
鶴
公

園
だ

っ
た
よ

ね
ピ

「
あ
れ
？

県
庁

じ
ゃ
な
か
っ

た
っ
け
？
」

「
い
や

い
や

、
舞
鶴
公

園
だ

よ
ご

昭
和
3
9
年
1
0月

１０

日
の

開

会
式

の

お

よ
そ

２

か

月
前

。
８

月

］（
い
日

ギ

リ

シ

ヤ
の

ヘ
ラ

神

殿

で
東

京

オ
リ

ン

ピ

ッ
ク

の

為
の

採

火
式

が

行

わ

れ
ま

し

た
。

幾

つ
か

の

国
を

経
山

し

て

沖

縄
に

到

着
し

た

聖
火

は

４

つ
の

コ

ー

ス
に

分

か

れ
、
東

京

国
１‐げ
競

技

場
を

目

指
し

て

日

水
中
を
駆

け
巡
り
ま
し

た
。

山
本

「
昭
和
3
9年
1
0月
７

日
（
水

）
　
第
3
5区

だ
っ
た
ね

ご

茂
手
木
「
そ
う

。
山
梨
は

第
一
コ
ー
ス
に

入
っ

で

い
て
、

１０

月
６

日

に

山

梨
へ

入

り
、

僕

た

ち
は
県
内

第
一
。目
口

の
ス

タ
ー
ト
だ

っ
た
。
」

金

子
「
ど
ん

な
コ
ー
ス
で
し

た
か
？
」

茂

手

木

「
そ

れ

が
ね
、

僕

は

春
日

居

か

ら

通

学
し

て

い
て

甲

府
市

内

の

こ
と

は
よ

く

知

ら

な

か

っ

た
。
だ

か
ら
、

舞

鶴
公

園
か

ら

県
庁

に

向

か
っ

た

こ

と
し

か

覚
え

て

い
な

い

ん
だ

よ
（

笑
）
。
」

山
本

「
私

は
、

県
庁

か

ら

出

発
し

た

よ

う
な

記
憶

が
あ
る
ん
だ
よ

ね
ご

茂
手

木

「

い
や

い

や
違

う

よ
。

集

合
し

て

ス

タ

ー
ト

し

た

の
は

舞

鶴
公

園

だ

っ

た
よ

。
ほ

ら
、
こ

の
写
真
。
」

金
子

「
あ
あ
、
こ
の
石
垣

は
舞
鶴
公
園
で

す
ね
。

そ
れ

に

し

て

も
こ

ん
な

に

大
勢

で

走
っ

だ

の

で
す
か
？
」

茂

手
木
「
そ

う
な
ん
だ
よ

。
」

山

本

「
僕

ら

よ
り

も

体

格

が
小

さ
く

幼

い

顔

し

て
い
た
子
供

た
ち
が
沢

山
い
た
わ

プ

茂

手

木
「

確

か

…
…
中

学

生

が

１５

名

く

ら

い

い
た
か
な

あ
。
」

金

子

「
で

は
、

舞

鶴
公

園
に

集

合
し

て

、

こ

こ

か
ら
ス
タ
ー
ト

で
良

い
で

す
ね
。
」

茂
手
木

「
確
か

に
そ
う
だ

っ
た
よ
ご

一
同
　
（

笑
）

山

本
「

う
～

ん
、

そ

う
だ

っ

た

か

な

あ
。
聖

火

を
受

け

た

の

が
副

知

事
だ

っ

た

か
ら

、
僕

は
県
庁

だ
っ
た

と
思

っ
て

い
た
よ
。
」

舞鶴城公園で田中徹雄副知事から手渡された聖火を揚げる山本

さん。後ろは副走者の茂手木さん。（写真提供：茂手木光博）
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聖火リレ ーラン ナー3 名。（写真提供: 茂手木 光博）

－

‐

－

茂
手

木

さ

ん
持

参

の
写

真

か

ら
、

舞

鶴
公

園
で

第
一
一
目

目
の

出

発
式

が

行

わ
れ
、

副

知

事
か

ら

聖
火

が

山
本

さ

ん

の
持

つ
ト

ー
チ

ヘ

移

さ
れ
た

こ
と
が
わ

か
り

ま
し
た
。

茂

手
木

「

舞

鶴
公

園

か
ら

県

庁

を
一

周

し
て

…

…

あ

と

は

本

当

に

覚

え

て

い

な

い

な

い

な

あ
。
」

山
本

「
距
離

は

ね
、
１
・
５

キ
ロ
だ

っ
た

ん
だ

よ
。

だ

か

ら
、
舞

鶴

公

園

か

ら
県

庁
、

平

和

通
り

か
今

の
陸

橋

が
あ

る

通
り

か

を
下

っ

て

岡

島
の
前
は
通

つ
た
な
！
」

金

子

「

き

っ

と

そ

の

コ

ー

ス

で
し

ょ

う

ね
。

岡

島

の

前
を

通

り
、

琢

美
小

学

校

ま
で

、
旧
2
0

号

を
走
っ
た
の

で
は
な

い
で
し

ょ
う
か
？

」

茂

手
木

「

そ
う

だ

っ

た
ん

だ

ね
。

舞

鶴
公

園

で

副
知

事

か

ら
聖

火

を
受

け

て
、

県
庁

を

通

り

抜

け

て
岡

島

の

前
を

通

り
琢

美
小

ま
で

の

１
・
５

キ
ロ
だ
ね

。
」

山
本

「
で
も
、
県
庁

は
一
周
で

は
な
か
っ

た
な
。

ロ

ー

タ
リ

ー

み

た

い
な
、

植

木

が
あ

る
よ
う

な
広
場

を
回
っ
て

通
り
に
戻
っ

た
か
な
。
」

当

時
の

新
聞
記

事
に

よ

る
と
、
〈

甲
府
市

の

舞
鶴

公

園

を
出

発

し
、

県
庁

前

庭

一
周

コ

ー

１０

月

６

日

・

７

日

の

二

日

間

に

わ

た

っ

て
、

国

道
2
0号
沿

い

の
１３
市
町

村
を

走
り

ぬ
け
た

〉

と
記
さ

れ
て
い
ま
し

た
。

19

-

こ

と
で
す
ね
。
で

は
、
第
１
日
口
は

ど
う
だ
っ

た

か
何

か
覚
え
て

い
ま
す
か
？
」

山
本

「
知

っ
て

い

ま
す

よ

。
第

１
口

目
の

最

後

は
甲

府

商
業

高

校

が
担

当

だ

っ
た

よ
。

そ

の
正

走

者

が
僕

の

隣
村

の
名

取

さ

ん

と
ご
‥
う

方

で

や

は
り

足

が

速
か

っ

た
よ

。

彼
と

は

陸

卜

競

技

で
ラ

イ

バ
ル

だ

っ

た
よ

。
こ

の

聖
火

リ

レ

ー
に

一

緒

に
参

加

し

て
、
今

に

し

て
思

え

ば

彼
が

運

ん
だ

聖

火
を

僕

が
引

継

い
だ

こ

と
に
な

る
ね
ご

金
子

「

そ

の
あ

た

り

の
話

が
、

一

高

新
聞

縮

刷
版
に

あ
り

ま
し
た
よ

ご

本
県
の
聖
火
コ
ー
ス
は
長
野
か
ら
入
り
、
国

町
橋
か
ら
上
野
原
町
ま
で
の
１
０
２
キ
ロ
を

１
０
２
区
に
分
け
た
の
で
、
山
本
く
ん
の
走

る
の
は
１０
月
７
日
第
3
5会
区
域
の
県
庁
前
か

ら
琢
美
小
学
校
ま
で
の
１
・
５
キ
ロ
の
道
を
ギ

リ
シ
ヤ
で
採
火
さ
れ
た
平
和
の
火
を
東
京
へ
、

本
校
の
代
表
と
し
て
い
や
全
世
界
の
若
人
の

代
表
と
し
て
運
ぶ
の
で
す
。（
中
略
）
本
校
の

代
表
山
本
君
、
高
柳
君
、
茂
手
木
君
に
全
校

揃
っ
て
声
援
を
贈
ろ
う
で
は
な
い
か
。

【
一
高
新
聞
　

昭
和
3
9年
1
0月
３
日
（
土
）

よ
り
】

一
万
メ
ー
ト
ル
競
走
が
選
考
会

金

子

「
と

こ

ろ
で

、
こ

の

．二
名

の
代

表

ラ

ン

ナ

ー

は
ど

の

よ
う

に

し
て

選

ば

れ
た

の

で
す

か
？

選
考
会

と
か
あ
っ

た
の
で
し
ょ

う
か
？
」

金
子
「
第
２
日
目
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
と
の
　
　

山
本
「
体
育
の
授
業
の
一
万
メ
ー
ト
ル
競
争

だ
よ
ご

S
5
6卒
「
私
た
ち
の
時
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
。

大
力
メ
ー
ト
ル
に
強
行
遠
足
、
冬
に
は
一
年

生
・
二
年
生
は
駅
伝
も
あ
り
ま
し
た
。
よ
く

走
ら
さ
れ
る
学
校
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。」

一
同
　
（
笑
）

茂
手
木
「
そ
の
一
万
メ
ー
ト
ル
で
一
位
に
な

れ
ば
正
走
者
に
な
れ
る
か
ら
と
。
こ
の
時
は

頑
張
っ
た
ね
Ｉ・
だ
っ
て
、
誰
に
で
も
チ
ャ
ン

ス
が
あ
っ
た
か
ら
ね
。
し
か
も
僕
は
二
年
牛

で
ス
タ
ー
ト
も
曰
卜
か
っ
た
か
ら
と
に
か
く
一

位
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
た
よ
。
結
果
は
も
ち

ろ
ん
一
位
！

や
っ
た
１
１・
と
思
っ
た
ね
。
こ

れ
で
、
止
走
者
に
決
ま
り
だ
っ
て
喜
ん
だ
よ
ご

山
本
「
そ
れ
を
僕
が
横
取
り
し
た
。（
笑
）」

茂
手
木
「
そ
う
な
ん
だ
よ
ね
。
ぬ
か
喜
び
だ
っ

た
よ
。
後
目
ね
、
滅
多
に
な
い
事
だ
か
ら
、

今
回
は
学
年
の
枠
を
外
し
て
校
内
全
休
の
夕

イ
ム
順
位
で
決
め
ま
す
と
、
先
生
か
ら
聞
か

さ
れ
て
ね
。
ガ
ッ
カ
リ
し
た
ね
…
…
で
も
、

結
果
二
位
と
な
り
副
走
者
と
し
て
聖
火
リ

レ
ー
に
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
。
嬉

し
く
て
ね
。
胸
が
躍
っ
た
ね
」

山
本

二

万
メ
ー
ト
ル
は
千
代
田
湖
方
面
た
っ

た
よ
う
な
覚
え
が
あ
る
け
れ
ど
、
ど
う
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
？
」

茂
手
木
「
い
つ
も
覚
え
て
な
い
で
悪
い
け
れ

ど
、
学
校
の
裏
手
を
走
っ
た
こ
と
は
覚
え
て

い
る
（
笑
）
。」

山
本
「
で
は
、
千
代
田
湖
方
面
で
い
い
ね

（
笑
）
。
僕
は
ね
、
陸
上
部
だ
か
ら
も
ち
ろ
ん

狙
っ
て
い
た
よ
。
加
え
て
、
陸
Ｌ
は
部
の
名

る副 走者の 茂手木さ ん。(

写真提供：茂 手木光博)



誉
を
か
け
て
皆
真
剣
だ
っ
た
ね
。
三
名
と
も

陸
上
部
で
も
ら
う
つ
も
り
だ
っ
た
よ
。」

茂
手
木
「
僕
は
ね
、
帰
宅
部
た
っ
た
（
笑
）
。

で
も
ね
、
運
動
は
得
意
だ
っ
た
し
、
や
は
り

こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
と
思
っ
て
張
り
切
っ
た
し

頑
張
っ
た
。
で
、
Ｉ
位
だ
っ
た
の
が
一
瞬
に

し
て
２
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
ね
。」

山
本
「
そ
れ
は
、
そ
れ
は
。
先
輩
に
は
悪
い

こ
と
を
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
ね
。」

茂
手
木
「
僕
は
三
年
生
だ
っ
た
け
れ
ど
こ
れ

に
は
と
て
も
興
味
を
持
っ
た
ね
。
運
動
部
の

同
級
生
た
ち
は
そ
の
た
め
の
訓
練
を
し
て
臨

ん
で
い
た
と
の
こ
と
で
、
僕
が
勝
っ
て
し
ま
っ

て
、
シ
ョ
ッ
ク
で
悔
し
か
っ
た
と
今
で
も
同

期
会
等
で
会
う
と
い
わ
れ
る
よ
（
笑
）
。」

山
本
「
陸
上
部
の
後
輩
が
４
位
だ
っ
た
。
４

位
だ
か
ら
も
ち
ろ
ん
落
選
。
彼
は
か
な
り
が
っ

か
り
し
て
い
た
よ
。」

金
子
「
代
表
に
選
考
さ
れ
て
か
ら
、
練
習
と

か
し
ま
し
た
か
？
一
高
新
聞
に
も
励
ん
で
い

る
っ
て
あ
り
ま
し
た
。」

山
本
「
練
習
は
し
な
か
っ
た
ね
（
笑
）
」

茂
手
木
「
そ
う
だ
ね
、
練
習
を
し
た
覚
え
は

な
い
ね
。
当
日
ま
で
期
間
も
短
か
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
な
。
緑
ヶ
丘
だ
っ
た
か
な
、
研

修
は
し

た
ね
。
」

山

本

「
そ

う

で
し

た

ね

。
僕

は
ト

ー

チ

の

持

ち
方

や
、
走

る
姿
勢
な
ど
の
内

容
だ
っ
た

。
」

茂

手

木
「

僕

は

副

走

者

の

役

目

に

つ

い

て
。

中

で
も
正

走
者

が

持
つ

聖

火

が
消

え

そ
う

に

な

っ

た

時
の

対

応
に

つ

い
て

だ

け

は
し

っ

か

り
聴

い
て
い
た
な

。
」

山
本

「
私

は

ね
、

一
年

生

の

時

は

途
中

に

あ

る
検

印

所

で
腰

を

お

ろ

し

て
し

ま

っ

て

ね
。

そ

れ

か

ら
寝

て
し

ま

っ

た
。

ゴ
ー

ル

は
し

た

け

れ

ど
順

位

は

ね
。

ほ
ら

、
陸

上

部
だ

か
ら

…
…

そ

の
順

位

で

は
良

く

な

い
よ

ね

（
笑

）
。

で

、
ゴ

ー

ル

を
し

て

か

ら
思

い

出
し

た

こ

と

が

あ
っ

て
ね
。

出
発
前

に
先

輩
た

ち
が
、
『
眠

く

な

っ

た

ら

サ

ロ
メ

チ

ー

ル

を

目

に

つ

け

ろ
Ｉ
・
』
と
か
言

っ
て
い
た
こ

と
を
。
他
に
は
『
腰

を

お
ろ
す
な
』
と

か
。
さ
す

が
に
サ

ロ
メ
チ

ー

ル

は

つ
け

な

か

っ

た
け

れ

ど
、
腰

を

お

ろ
し

て

し
ま

っ

た

ね
。
先

輩

の

言
葉

が

心

に
染

み

た
ね
。

と
こ
ろ
で
、
金

子
君
は
？
」

金

子

「
僕

は

残
念

な

が

ら
一

度

も
小

諸

へ

は

行

け

な

か
っ

た

で

す
ね

。
だ

か

ら
、

帰
り

の

電

車

が

僕

の

強

行

遠

足

の

思

い
出

で
す

ね

。

現

在
は
、

電

車

を
利

用

さ
れ

る
方

の
理

解

を

得

ら
れ
ず
に
帰
り

は

バ
ス

で
す
。
」

茂
手
木

・
山
本

「
時
代
は
変

わ
っ
た
ね
。
」

山
本

「
と
に

か
く

駅
の

階
段

が
ね
（

笑
）
。
皆
、

手
す

り

に
し

が

み

つ

い
て

階
段

を
上

っ
て
下

り

た
ね

。
電
車

で
座
り

込
ん

で
し

ま
う

か
ら
、

ま

ず
立
て

な

い
。
一
歩

が
な

か
な
か

出
な

い
。

電

車
に

乗
り

遅

れ

そ
う

に

な

っ
た

人

も

い
た

よ
。
で
も
、

周
り
が
優
し

か
っ
た
ね

。
」

茂

手

木
「

そ

の
行

事

が
今

も

続

い
て

い

る

こ

と

は

誇
り

だ

ね
。

こ
う

や

っ

て
一

回

り
以

上

も
後

輩

の
方

々

と

同
じ

話

で
盛

り
上

が
れ

る

の
は

一

高
、
強

行

遠

足
な

ら

で

は

の
こ

と

で

す
ね

。
」

山
本

「

僕

は
ト

ッ

プ
を

走

る

こ
と

が

多

か
っ

た
で

し

ょ

う
。
だ

か
ら

ね
、

清

里

か
ら

野

辺

山
の

シ
ジ
ミ

汁
ま

で
が

一
人
旅

も
あ

っ
て
ね

。

道
脇

の

熊
笹

の

ガ
サ

ガ
サ

す

る
音
だ

け

で

も

怖

く
て

ね
（
笑

）
。
真
っ
暗

だ
し

ね
。
だ

か

ら
、

遠

く
に

小

さ

く
か

す

か
に

明

か
り

が

見

え

る

と
元

気
が
出

て

ね
（
笑
）
。

シ
ジ
ミ

汁
は
本

当

に
お
い
し

か
っ
た
ね

。
」

金

子
「

今

で

も

シ
ジ
ミ

汁

は

生

徒
を

元

気

づ

け
て

い
ま
す
よ

。
」

山
本

「

で

も
、

一
番

の

思

い

出
は

、

夜
明

け

に
観

た

八
ヶ

岳

。
そ

れ

か

ら
、
千

曲
川

の

ほ

と

り

の

紅
葉

が

綺

麗
だ

っ

た

こ
と
。

あ

の

景

色
は
今

で
も
覚
え

て
い

る
よ

。
」

茂

手
木

「
体

格

や

格
好

は

変

わ

っ
で

も
、

歩

い
て

小

諸
を

目

指
す

の

は
昔

も
今

も
同

じ

年

頃

の

高

校
生

。
彼

ら

も

き
っ

と
同

じ

よ

う

な

景

色
に

感

動

し

て

い

る
で
し

ょ

う
。

町

並
み

は

変
わ

っ

て

も
山

や
川

は

そ

の
ま

ま
だ

か

ら

ね
。
」

山

本

「
そ

う
だ

と
い

い

ね

え
。
道

で

出

会

う

大

た

ち
に

声

を

か
け

て

も

ら
い
、

人

の
温

か

さ

や
優

し

さ

も
知

る

だ
ろ

う

し

ね
。
特

に

現

代

は

そ

う

い
う

こ

と
が

難
し

い
時

代
だ

か

ら

ね

。
昔

の

コ

局
は

良

い

言

葉
で

言

え

ば
〈
自

由

〉
。
甲

州

弁
で

言

う

と

く
ほ

っ

た

ら

か
し

〉

か
な
（

笑
）
。
そ

こ
か

ら
学
ぶ

こ
と

が
多

か
っ

た
よ
。
」

や
は

り

一

高
校

生

で

す
ね
、

強

行

遠
足

の

話
に

な

る

と
話

は

盛
り

上

が

る
一
方

で
止

ま

り

ま
せ

ん
。
年

代
は
違
え

ど
も
、「
強
行

遠
足
」

と

い

う
キ

ー

ワ

ー
ド

で
年

齢

を
超

え

て

一
つ

に
な
れ

る
。
こ
れ

ぞ
、
一
高
で
す

ね
。

20

文
武
両
道

山
本
「
と
こ
ろ
で
、
5
6年
の
君
た
ち
は
、
一

高
の
陸
上
部
が
全
国
高
校
駅
伝
に
出
場
し
た

こ
と
は
知
っ
て
い
る
？
」

S
5
6卒
「
高
校
駅
伝
っ
て
、
年
末
に
京
都
を

走
る
大
会
で
す
か
。
コ
局
が
出
場
し
て
い
た

こ
と
は
知
ら
な
い
で
す
。」

山
本
「
僕
の
時
代
に
は
そ
の
大
会
に
出
場
し

て
、
僕
は
花
の
一
区
を
走
っ
た
よ
。
で
も
ね
、

陸
上
部
だ
け
で
は
チ
ー
ム
が
作
れ
な
く
て
、

ラ
グ
ビ
ー
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
か
ら
助
っ

人
を
頼
ん
で
の
参
加
だ
っ
た
よ
。」

茂
手
木
「
あ
の
頃
は
高
校
総
体
で
も
い
つ
も

上
位
を
争
っ
て
い
た
ね
。
日
川
、
甲
府
工
業
、

甲
府
商
業
と
熱
い
上
位
争
い
を
し
て
い
た
よ

ね
。」

山
本
「
そ
う
だ
ね
、
陸
上
部
は
も
ち
ろ
ん
、

テ
ニ
ス
や
（

ン
ド
ボ
ー
ル
、
水
泳
な
ど
沢
山

の
運
動
部
が
イ
ン
タ
ー
「

イ
や
そ
の
他
の
全

国
大
会
に
出
て
い
た
よ
。」

金
子
「
文
武
両
道
、
ま
さ
し
く
言
葉
通
り
で

す
ね
。」

盛
り
上
が
る
　
強
行
遠
足
話

山
本
「
そ
の
年
は
、
聖
火
リ
レ
ー
の
後
、
す

ぐ
に
強
行
遠
足
。
強
行
遠
足
は
寒
い
頃
っ
て

い
う
記
憶
が
あ
る
な
。」

茂
手
木
「
強
行
遠
足
の
思
い
出
は
、
数
名
の

友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
歩
い
た

の
が
思
い
出
か
な
。」



2
0
2
0

年
は
Ｔ
Ｖ
で
観
戦
？

Ｓ
5
6卒
「
最
後
に
一
年
後
に
迫
り
ま
し
た
２

回
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
聖
火
リ
レ
ー

な
ど
も
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
？
」

茂
手
木
「
僕
は
Ｔ
Ｖ
で
ゆ
っ
く
り
と
観
戦
し

ま
す
ね
。」

山
本
「
私
も
同
じ
く
で
す
ね
。
今
は
、
映
像

も
驚
く
ほ
ど
綺
麗
で
肌
の
様
子
ま
で
見
ら
れ

る
ほ
ど
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
遠
目
に
観
戦
す
る

よ
り
も
接
近
し
た
映
像
で
見
ら
れ
る
の
で
。

技
術
の
進
歩
の
お
か
げ
で
す
ね
。」

金
子
「
私
も
Ｔ
Ｖ
で
す
ね
。」

山
本
「
前
回
の
時
は
バ
ス
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し

て
観
戦
に
い
っ
た
記
憶
が
あ
る
よ
。
行
か
な

か
っ
た
？
」

茂
手
木
「
僕
は
、
周
り
の
同
級
生
に
遅
れ
て

は
と
受
験
の
準
備
に
入
っ
て
い
ま
し
た
よ

（
笑
）
ピ

山
本
「
そ
れ
が
一
高
だ
っ
た
の
か
、
県
の
陸

上
関
係
だ
っ
た
の
か
は
忘
れ
た
け
れ
ど
。
聖

火
台
の
卜
で
陸
上
競
技
を
観
戦
し
た
ね
。
で

も
、
本
当
に
選
手
が
小
さ
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

今
回
は
も
っ
と
小
さ
い
よ
ね
。」

茂
手
木
「
さ
っ
き
も
話
し
だ
け
れ
ど
、
聖
火

リ
レ
ー
の
後
は
受
験
準
備
で
ゆ
っ
く
り
観
戦

を
し
た
覚
え
が
な
い
ね
。
だ
か
ら
、
今
回
は

ゆ
っ
く
り
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
よ
。」

山
本
「

二
局
の
卒
業
生
が
選
手
だ
っ
た
ら
も

う
応
援
し
ち
ゃ
う
ね
！
」

5
5年

ぶ

り

の
再

会

は
、

一
瞬

で

空

白

の
時

を

埋

め
て

し

ま

い

ま
し

た

。
そ

し

て
、

私

た

ち
S
5
6
卒

を

一

緒
に
1
9
6
4

年
肖

時

に

連

れ
て

行

っ
て

く

れ

ま
し

た
。

私

た
ち

が

知

ら

な

い
肖

時
の

一

高

の
話
、

同

じ

校

舎
で

学

ん

だ

こ

と

で

も
盛

り
に

が
り

ま
し

た

。
他

に

は

汽
車

通
学

の
話
、
石

和
に
温

泉

が
湧

い
た
話
、

等
々
本
当

に
楽
し

い
ひ

と
時
で
し

た
。

こ
の

企
画

の

ヒ

ン
ト

を

卜

さ
っ

だ

聖
火

リ

レ

ー
副

走

者

の
茂
下

木
光

博

さ

ん
、
にに
走
者

の

山
本

順
二

さ
ん

、
手

掛

か
り

が

少

な

い
私

た

ち

に
た

く

さ
ん

の

情
報

や

資
料

を

提

供
し

て
下

さ

っ
た

金

子
寛

さ
ん
（
S
4
3
卒
・

現
甲

府

中

学
・

甲
府

一

高
同

窓

会
嘔

務

局

長

）
に

心
よ

り
御
礼
申
し

卜
げ
ま
す

。

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
S
5
6
卒
　

鷹

野
巾
香
）山本さんのお 母様が大切に保 管してい た聖火ラン ナーのユニフ ォームと

○
○
⑩

赤
い
ブ
レ
ザ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
山
梨
県
出
身
の
テ
ー
ラ
ー

前
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
。
入
場
し
て

き
た
日
本
選
手
団
は
全
世
界
の
目
を
釘
付
け

に
し
ま
し
た
。
深
紅
の
ブ
レ

ザ
ー
に
男
性
は

白
の
ス
ラ
ッ

ク
ス
、
女
性
は

細
か
な
プ
リ
ー

ツ
ス
カ
ー
ト

。
誰
も
が
日
の
丸
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
、
一
目
で
日
本
選
手
団
と
わ
か
る
も

の
で
し
た
。

こ
の
ブ
レ

ザ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
、
製
作
し
た

の
は
、
山
梨

県
富
士
川
市
（
旧

鰍
沢
町
）
出

身
の
テ
ー
ラ
ー
、
望
月
靖
之
さ
ん
で
す
。
望

月
さ
ん
は
3
0年
に
わ
た
り
、
日
本
選
手
団
公

式
ブ
レ
ザ
ー
を
製
作
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
こ

の
ブ
レ
ザ
ー
の
裏
地
と
ボ
タ
ン

を
手
掛
け
た
志
村
文
吉
さ
ん

も
、
望
月
さ
ん

と
同
じ
富
士
川
市
出
身
で
ほ
ぼ
同
年
代
で
す

が
、
地
元
に
い
た
頃
は

ほ
と
ん
ど
接
点
が
な
　
　
ｙ

か
っ
た
と
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
深
紅
の
ブ

レ

ザ
ー
が

二
人
を
結
び
つ
け

た
そ
う
で
す
。

こ
の
深
紅
色
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
造
詣
が
深
か
っ

た
秩
父

宮
さ
ま
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

「
国
に
は
国
の
カ
ラ
ー
が
あ
る
。
日
本
の
歴

史
を
調
べ
て
、
日
本
の
色
を
ブ
レ

ザ
ー
に
表

し
て
み
て
は
ど
う
か
。」

こ
の
言
葉
か
ら
、
日
本
の
祝
い
事

で
伝
統
的
に
紅
白
が
使
わ
れ
る
こ
と
、

そ

し
て

真
っ

赤
に
燃

え

る
太

陽
の

「
赤
」
こ
そ
が
、

。日
出
づ
る
国
”
の

色
だ
と
気
が
つ
い
た
そ
う
で
す
。

望
月
さ
ん
が
長
年
に
わ
た
リ
収
集

さ
れ
た
品
々
や
貴
重
な
資
料
が
「
富

士

川
町
ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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望月靖之さんを紹介するパネルと館

内展示。前東京オリンピックの貴重

な品々や資料がいっぱいだ。

深紅のブレザーも、きれいな

まま展示されている。
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一 高祭●1 日目はYCC 文化 ホールで発表、２日目は

緑ヶ丘体育館で体 育祭、 ３日目は本
校で展示等

●探究科大学講座　

●一高祭（3日間）

《　 ６
月

《 1２月

研修 旅行 ●平成３０年 度は、普通科が沖 縄へ、探

究科が台湾へ行った

● 研 修 旅 行

. ㎞.;1ﾕ､
宍

県高校総体●平成30 年度は、男子19位、女子12

位の結果たった

●県 高校総体

●探究科 基調講演 会

●前 期中間試験

《　 ５月

《　11 月

く
　

く

山梨 県高校芸術 文化 祭● 芸術文化祭賞を9 つの部

門で 獲得し、多 くの文化部員 が 平成31
年度の 全

国総文 祭（全国 高等学 校総合文化祭）
に参加する。

写真は上 が吹奏楽部 、下が茶道部の 発
表の様子

● 県 高 校 芸 術 文 化 祭

● 後 期 中 間 試 験

● 探 究 科 サ イ エ ン ス ダ イ ア ロ グ

.･　 ぶl　　.･

ど　･ 祀　　r

ｊ°’戈． ノ プ

……
一 高 の 今

プ　 ノ パ｡j ごﾚ ………;･･
ｙ　
‥ ﾌﾞ
……itb,ir,:　=’

入学式●平成30 年度は新入生281 名が入学した

応援練習●伝統の応援練習は2 日間行われる

●入学式　 ●応援練習 （1 年 生）

● 探究科ウエル カムキ ャン プ

●前期生 徒総会

４ 月

･＝=療 勿)＝=ｅ

1０ 八

強行 遠足● 平成 ３０年度は．男子の小 諸到達 率が49.2

％、女子の小海到達率が91.9 ％たった

創立 記念特 別講 演会参 平成３０年 度は、シミック

ホール ディングス代 表取 締役 会長 執行
役員ＣＥＯ

中村和男氏（Ｓ４０卒）の講 演を聞
いた

參 強 行 遠 足　 傘 創 立 記 念 日

傘 新 人 戦

Ｑ Ｑ

Ｉ

Ｊ

Ｉ

ｉ

ｇ

Ｉ

！



サイエンスレ クチャー●一 高生か中 学生に化学を

レクチャーする

山 梨ブランドフ ォーラム●山 梨の 課 題を探 究し、

解 決策を 世界へ発信 することを テーマに、一高生

とシンポジストが熱い議論を交わす

●前期期末試験

●サイエンスレクチャー

●やまなしブランドフォーラム

｜

９ 月

３ 月

卒業式●平成30 年度は、271名の生徒が一高から

巣立った

●卒業式

●教科ゼミ

●オーストラリア研修（１年生）

●アメリカリーダー研修（２年生）

●球技大会

23

ＸｏｌｉｌＪ μヌ’

●夏季課 外

●探究科宿 泊学習 会

●探究科 グロ ーカ ルセミ ナー

●探究科長 野研 究

●最先 端企業訪問

《 ８月

《 ２ 月

●如月の会

●後期期末試験

●表彰式

皿 皿II' ‾‾`_‥　　　　ＩＸＩ;i ㎜

野球応援●平成30年度は、２回戦で残念ながら

帝京第三高校に１－８で敗れた

●三者懇談　 ●野球応援

●夏 季課外　 ●探究科企業 見学

《 ７ ｊＪ

《　1 月

●大学入試センター試験（３年生）

●校内ブランドサミット

●やまなしブランドサミット

’ゝ

｜
㎜
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た
く
さ
ん
の
現
役
一
高
生
か
答
え
て
く
れ
ま
し
た
（
平
成
3
0年
1
2月
実
施
）
。

誌
面
の
都
合
か
ら
、
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

生
き
生
き
と
し
た
一
高
生
の
学
生
生
活
の
一
端
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

半

現
役

」
高
生
へ
の

こ
７
つ
の
質
問
－
・

ご゙プ｛

｜

私,ぷ竹巻 ぐ 秀如ﾒ ，乙鴛 。ヽヽ yダ４ＪうＱ たａ 留

沁･ 世舜簒驚戸ヽす４ 幸 芦－りﾝﾆχ存ｿ 沁 。

匹 ﾂ ぞ゙/‰T,μ。,Ｍ廓 奴で添蝶T軋X都 心 囁ヽＪ,も7y

ろ`･そ/φ 和洋 存外 バ衝 マ昌 でjり｡こに 学鳶･和･l

孵 節 狸吋 峠ｿ 僻 。ヽ涵･リ･じ め夢と浹酢ル1心1 ．

私 刎 争釆９ 夢ｕ:刈 降茸い哨･ ることだ 。だ ど な ら

山恥屎 勝馬 在ぶ=り戌ケ問題 が､屎 匁丿抑 してぃゐ

と うヽ 腐 択 £知ﾘ ヽ白･匍)｡生連火 参 。九ｇｒ,E話昶

和 之せ瓦､､ノと考えたヵヽ ､らだ 。如 疋 靫､こフ噪 でぱ｡地

域461 ・卵 駈 知 ﾂﾞ､解 淘 鮭 乖し 勿 £深yﾌ ひ
な り、

私
‘ヽ９
釦 影 ９ん

ぶ 和 暦力侈回 錫 心ﾑ 潔‘･観鳶

斟 り ん`･け ゐこてI了。が卜 転
作,剽 了地蔵交点ヤ

国際交九 き秘97 か け １ 分岐 ・'や 八'角梨・･

弩ヵけ Ｍ こり ツ'り 防
，ごわ ろヽ,リ 哨 語t 習剛

恕y ヂヽヅ 。ム訃 魅 雄 光信レド ヽ
び丿 び 。

私峠 け 碑 対 価 が 障 勧χ落件珈 肩 門!卜 御

方痴 ふj 恂ヽ岫 動詞必 脚丿 仙t 峰携辱 知 帰農

匂俸年 刺｡ 怖 ふ 鮮 ら 琳 溥 作 貨 帥 晰 知 荊

【叫､帥 ヽヽヽち楸 卵 永行疎抑 町Jtﾂの忿杞心 低 価 ｔ

二の帛 恥 陶 ４伽 昨 作
ヽ1絹。

私･1珊 恥 恥 １臨/細'捕 別巧い たくｈ-・ｋ・･ｙ 鉢ｔl ｀/乖了こり･可。こ

キ･XI いこ？ヽヽ r!゙知t持 島7･･恥 私{1よく友押ｊ;91 勒 飢tf
り グ･ｆｔ

圀 ｕfΞ判 Ｍ 祠 か'1.1紅
絹 を和 和x･･ス叶ｯ し窄剱 れひ,ｊｄ 貼 ，

砂 う`り･ リ 哺 りい‘f μ れ，μ ，卜 研 咤 ｂ ヽ
リ 青年岬 り卜協 や芦ly

り 琴 辰£ ぢ励りヽ連TリFI!･ ａホ ｕzり ，

24

糾 の付り 恥丿麗/?4JI 胎 ヽ`な 幻り 引 喩, 硯 。1
り, りい

区係1り 拷 ｕ μ 質丿x 告い
こぱ1. 小ｔｔ の嗅,リJlf ・r=

悟J・国 ，引夕14め夫/５ｈ ９い 外･･ヽ れ,｢口
衣μrこヽ勺 りり ゆ ＪｿJ

むr！浅 口 翼＆４ ｄｉ･ﾜ限 払` け Ｑ･こフれｘブ発/?心Eｔ国４ 護 仲

い 琲 ゜ヽ !に'` lバ 尺ヅ働i 呼以･４ しrＪ 牌 矢吹Ｅ陣yz ４ 悟 牡1.

私 の樵 転 夢14､ か 稚園敢諭 に鵬 こぴlt, 幼 稚園か 時

郵 恬 冰 生爪 ぽレ仰 いつも優しく
ｙ顔
列１ 献以 外生ら 飢 げ

ば 外ﾉ い君私 飢l つも西知 迂 ７
（ れμ バ≒。そんび 先頃 で侈た

り 租 圓漱諭 山 いﾉ 几心 回1
いμ 戸。私;（ の甲府－あ ぞ

大刹 腰 套脚 紅､ 沢
ム 。皐乞学び夢に碩八7 肆 張ｿ や です・
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-

q 。２－高の自憚できることを教えてください!

渦 頑 吸 り ド 叫､ で｡峰J)弘貨泰叉昨｡ 彫､ヽ り｡ 加jj え11

二こべ で少奮脈ｒ4T 聊･/叫
、
と‥ヽヽ 暉 ド徊 私･り遥 と

蝕り 腿 ４私 ヽjば 吋ヽｄ
μ 哺y 斟 刃 い｡

‥
払 に 叫 μ

‥り?りji ｔおれヽ･の
一釦 帥 乳.Tけ､ 側ばλり に 岐 芦!動･

司吋､尨､ 痢Ｌ和 孝6扨r 陥゙μ 沢 見フ|リ ュリ リヽ'さ乖ｔ

一礼・９伶ぐ町いい 涛馴い 剛計 罰っ哺 絹1

づ11U ご汁 岫じ いろ心 臥 月ヽ。q引吋 船

歩ふ 七卜「－111い 、゙いい 測 」£足旅 心

啼如 嘲 仙1は～八 にい い 艮ヽ 飢ヽ乞

誄ろこいべい るのμ李かリ ラロハ艮い１恥

細隋･り一柘自慢なゐい は､蔡糾 ある畑絲 肉斟

ｎ 。爾'尉､ 細ポ 前 脚 祖知1岬 鈍り 劉μ

μびヽ1艮嶋夜φ 俸糾 叶 勧功賜 唯 歌ｔ壮 吽２

心Jり μ`1 ．レ 濯升 蜘鴉 聞く鳴 岬 哺ワＭ

肉制阪回り 頌 吋 価ヽぞ蜘い 幻旅ｯﾏい打・

jtム|ぶ乱 几 八/二毛り入'ド 岬 しー ラッ こ ぺ ヽ)コＬ ハ
ダ

ひ らJ（ 台刄 乞曹 馳 し1ヽ μヽ ｊ 啄
昨糾 吋 い4 は 呼 。

ら 一巳－ は 瓢 嵐 のが) にt
く､地 Ｍ印 ら 吋 たく刻 知 と

飛 昧 鯖7 ｈ゙ ｔ者 肖肛 お い ヽ
ら`言
茸 なら

｀柚 私I声=のl!

リ ４”ｌ興 ４ Ｕ 幻出･き昨 ほヽし机tl｀゙ 耘`I妁ｎ秘 仏 哨 。

1ﾑ 々名ｉ 刹 μ7 いμj:r 、プ ロレス弓一の内 錨 哲せざ 孚た'` .徊 卵 茎の靭 帯 を

Ξyiμj･IQ ゛.さまさ･･ま７ 固廠 に111 ひ. しかむ､な
ジ 吋 で 召 峻ぱ‘iも ず‘'ﾌ妬

へざ 刃､現 在 で･ｉ
爽 眸 フ･叫ｽ のﾇｰ､t4.ヌタ.､巧 ４ヽ いj.弘 な剱|μ 大なr吋 バ 、

ｌ 製 粉 が 雖 ｊＭ 切 だ と語ぐt L･?t４ムｔ 垠 が にjji ゼｒに 、一考μｊｌ?

剱 をお ち､･夕は･ つ葡 へざ ん７ い゙きたら

を隼 山岳 諏 卜 ありを7峰ｔ･おｱ4T か･ｔ がﾌ･ 糾 卜

＆ ちμ､糾 細 山を抑 詐･ 最も緬 ｔ･便り 哺･年 ｔヽ

砧しr,Λ.宍り幻 に 油断I仙なりy すしわず刺 弧ヽヽ山岳却

はｰ､一恥 詩碑4T 外f 昿 喇ﾚ､ 稿仇収聊 鳴 向ヽ 參 午勅匁2

奏 す 鯛 蹄 ゾ 蜻･し埠 修 練 しﾘｰ しyヽ ･
… … …

41．３ あなたが最も尊敬する人は

誰ですか?

ﾒり塚 纏 馳０ ハ ベ げしテ丿 づ､ ㈲･り

ブ:バ加 切弘 。笑
い州 な 侈ﾇ:

戸Ｊ。

Ａ､閣にJ 笑瀕バ大要い 。どいう右衷りJ似

私弘どん/Ｊ浙 尾にれ け ん 乙劾 れ

逼t川 れゐノレ り‥ﾉり で了。

和ｄ ゛最 も
卑 敏 ９

ゐ゙ リ゙ 、
母り｡
なぞな似11，

私゛母IJ 人りすセ わG6 願 以 奥 付 ぶﾉぐだI奏`うざ'ｌ。

誰・ のりりを冴･｡り 哨 で八 心 い ｄ
ｔ ｋ 癩 思47.

びIJう、私､J 初 功/｡i 母1 丸瓦 でｙｌ ｔ､。心い､ 。八

吟 。い ゐＪう卜 け い イ1.
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{1 ．４ 今いちばんの楽しみは何ですか?

j

………I?…

… ……

∧ ＼ﾚｿij…

…j　　j
……ﾇ ，　/

＼｡･｡

ま=l　yyy= パ ざ　　･; ゛ ｆ 殤。。ぎｙ ｊ･Ｆ
よ 万二 言

必
今

… …… ‘
尚　
。。;j

’ §゚i/ 万” ’

ぷ

μ
１
１

″

Ｉ
１

ｒ

１９
'

１

ｑ

Ｕ

～

ａ

．
ｇ

ｌ

おりｊ 一沓 ６ 豪 ゆ り 筋fつjヽレ.・=ｋクｙ 丸 刄 ｔ勤

μ ゜゙ バ μ'１ら だ･9（ 身 １分茫£J－｡ ぶ'り ょ。釦！

μＸｎ よ飛 め 糾･ ｔ-だ。ん・1パ 鳶 。4£ き，
か･八' μ 。

茄 札
を
μ 。
ｔ ,･ ｈ 。 泌丿哨 ｇりj ｚ‘ ・64･ ・･まま らな

４ 以 咄Mj ゛幻ly
。むり1 ，お･ｌｊ ９ り` 勧14 疋£

以 ・ りヽ 二４ 定
だ μ
バ
：'y.
心 付
６ 白ｲＤ

４゙後 り;Fﾚ･

急 減 。fjS､4 高 ，･･，く４ｊパ124 ，すり 加
ｈ ９ 、砲

伽,４ 冰圃f,知 義恂Ｕ痢。嫁岬隋絢 こ㈲;康ん

で･し仇勒 在雇t哨 痩 鼠雌 砕埋剱数 出 納 嗜ま

紅刺肋 低絢 縫｣1､稗咄 咄 的,翻 紬 昧 べ勣

濠 雌州 紹 噴 絢･托初 経,
あ鮮 陣防弛収り切

給喊 喇。哨, 振 徊鯖1 叙 て球尚こ呻４泰 雄

ｊ希 孔 で認卿 か丸討州 頁･4､!iヽヽ・殖 勧､ か・

μ り びjた沁り 岐
え!07ヽ ?わ1な 召劃 へ

聊 か濠 い･哺 り防 からｊ貼 μり ぼ 心1だ

りT yフ ダ 叩 雌j9 μ 鮮明f 詐 叶い け5 リ ヽヽ

吟ｔt か 一眼 ｄ か･リ

{1 ．５ あなたが好きな本や映画を紹介してください!

和ｒヽ 好` び £呼 画 ぴヽ ｢仙ｃ 涵 吟 邨μ，sゆー 。ｔ“y。を ヵ丿
乞ヽ

肆立 ぶ 帆 削 紅 まμぶ
ゆr こら 一端, 哨り4 z･1､夕限 乞躍 飢 叩

障劃 こr以 旱r 哺 ぬヽ溥- ひ ９.
しxj 扮 ４ 働 片･44 価 値tl

し' 政江ﾚ‘くゑ 刄 μfb
れヽｚ｡･ま,孔 ﾁﾞﾄ良髄 掟 齢呉 ぴと｡ら17M ｚ

μく声･ 帆 野ｔ籾 ４,し･'ｔ倖ﾜ か 切ｎ. 私ｊ･乙
べrヽ ･句 Ｍ 。が1．

紅 四 手丿
俘湊|ド ケ 町口ヶ・紀 てり。、:刀

丸1 ド ラフ化バ れ
づコ ｔ肩名な脊 ぶで大

よ ん 公て屠 る町工４ の｡社 長ﾂ 偏゙ 航 兎
御

和員ノド ベ/i 奮聞 け 又り 工場､
り考價
μ ツ

愈 入る石T↑愈りリ バ 糾 がｙ坤 り斯獅
で丸 ………………"- 　

私 ｇ 好 き邸 ｑ
Ｊぱf4 沙 尽＆ 必 ｋ て呼

。こ,η昿lj
ｔt と に

･ｱ々 ？つ都の類 浹吏燧 石t まヽし去｡。棚 げ 力で 聊 た入征 め

26

私邸 竹 な刺 似白田め樹 春り尽エル

の衆圖が ｊ に の本 は､童 話 調 ヱT

ありな 釘 ヰ 印浙 社 會削 べ≒席.に

一石t:投じろり な誓世の害 涛 ．7しヽ枕

興・木り重)ろ刻 載Tリ リ吸口t 秒 い竹 、
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q 。６ あなたは一高の制服をどう思いますか?

{1 ．７ 弗41;たは１０年 後 、………ど んな;e1分？ 弗りたい で すか?

私 はlO 年 後、自分にとバ 生 芝ポ、ヽとな５ようなｲ・ 事､ｉ 紅 乏、

自立してヽヽ５人 でありたいi'1. また､ 私
。梢 麦 の夢 の実 現･ こ、

協 力してくれてヽヽる象 族､々久 人 ひ'･､た 舶り回りの人 々を支Xj=1､

司 ５ような患 いヤリ･りあ§人ｆあ リハい
ですバ のため･ｉ 、1分

り夕を 大､切11 しべ 過｡ご しlい之瓦いず‘1.

私･４ ･OS映, 大学紳 丸 梅 副 紅 鮭・棚 お 。

噴格希取得
し柘 ｔヽii む

刹 。堵 で咎ん1ざ哉illエ刄こ

卵 涛 門的 栖 礦 利 鰍il り し,右左啼 四 ま９吠

勿９,人４､剰 恥 冽｡, 道 路 恥･を 粉
・, 蝕 計 お

輸 持管 耀･ 阿4,よら勾こ桐 ｋ 匍t 如 ４ μ 。封 。

10坪和e 濤んて報 恩糾 岬ヽ 昶 ん,7吽

知 紬 加 舶舗 膨砥哨どいう回 診 何

作 知研 礦 卵 糾 弗 小 節 妙 か司

ぱ見･けT冷痢 単凛 訃 頃回眸 禎 咋撞
木駄印晰 祠 球 研 斟 叩 印ｊ

‥‥

私 は/り午衡 、自分のぐ 限 り ことボ 挑戦し九1 たい伺

私は将東司 律 令柘 飛 まヽす 伺 緯 げ 現
粘 邨 豺 な

こが ばあ偉 ゼんが、以 なこ吋 か挑戦し砥 ｔヽ､
哭軋ずぶの

は祠 札1 す なのて≒ﾉ時 姚は､白絹 剣 飢 荊ヽ 祐 衣るよﾌに

や 似 こヽ乙IJ哨 し.努力し軋1仙 自が め`隈 い乙鳶います
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ﾙ んｸ

Ｖ

に 隔
が
沿
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に

眼

中
学
ま
で
は
、
学
校
の
昼
飯
は
母
親
手
製
の
弁
当
だ
っ
た
。

い
つ
も
の
自
分
の
机
に
座
り
、
い
つ
も
の
周
り
の
友
達
と
、

い
つ
も
の
ヒ
ー
ロ
ー
漫
画
の
話
な
ん
か
を
し
な
が
ら
、
い
つ
も

平
和
に
食
べ
て
い
た
。

だ
け
ど
、
一
高
に
入
学
す
る
と
昼
飯
の
景
色
は
一
変
し
た
。

先
輩
た
ち
は
三
時
間
目
と
四
時
間
目
の
間
に
横
た
わ
る
休
み

時
間
に
な
る
と
、
怒
涛
の
よ
う
に
日
新
ホ
ー
ル
に
突
撃
し
て
行

き
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
ラ
ー
メ
ン
や
カ
レ
ー
な
ど
を
飲
む
よ
う
に

食
い
進
み
、
あ
ろ
う
こ
と
か
正
規
の
昼
休
み
に
は
、
さ
ら
に
チ

キ
ン
ラ
イ
ス
や
フ
ラ
イ
丼
を
、
今
度
は
時
間
を
か
け
て
咀
喘
し

た
り
嘔
下
し
た
り
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
も
、母
親
に
ズ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
に
入
っ

た
弁
当
箱
を
持
た
さ
れ
て
通
っ
て
い
た
僕
は
、
そ
の
光
景
を
一

種
の
畏
れ
と
憧
憬
が
入
り
混
じ
っ
た
不
思
議
な
感
情
を
抱
き
な

が
ら
見
て
い
の
だ
っ
た
。

「
ち
く
し
ょ
う
、
俺
も
絶
対
あ
そ
こ
で
昼
飯
を
食
っ
て
や
る
」

謎
め
い
た
情
念
に
突
き
動
か
さ
れ
た
僕
は
母
親
弁
当
と
決
別

し
、
せ
し
め
た
小
銭
を
持
っ
て
登
校
す
る
こ
と
を
覚
え
た
。

さ
ら
ば
、
青
い
ズ
ッ
ク
ケ
ー
ス
の
弁
当
箱
。

こ
う
し
て
、
外
食
と
い
う
新
た
な
食
の
世
界
に
眼
覚
め
る
こ

と
と
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

僕
は
早
速
、
一
級
上
の
ス
ズ
牛
先
輩
に
昼
飯
に
連
れ
て
行
っ

て
く
れ
る
よ
う
に
懇
願
し
た
。
リ
ア
リ
ズ
ム
の
権
化
で
あ
る
彼

は
、
僕
の
申
し
出
に
重
々
し
く
う
な
ず
き
、
そ
の
導
き
に
よ
り

僕
は
や
っ
と
日
新
ホ
ー
ル
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
っ
た
。

初
め
て
入
る
日
新
ホ
ー
ル
は
天
井
が
高
く
、
厨
房
で
は
三
角

巾
を
つ
け
た
お
ば
さ
ん
た
ち
が
忙
し
く
働
き
、
食
器
が
触
れ
合

/"'

め

る

こ

ろ

う
音
や
声
高
な
話
し
声
が
渾
然
と
反
響
し
、
喧
騒
が
広
か
っ
て

い
る
は
ず
な
の
に
な
ん
だ
か
、
モ
ス
ク
の
中
に
で
も
い
る
よ
う

な
不
思
議
に
厳
か
な
雰
囲
気
た
っ
た
。

重
な
ら
な
い
よ
う
に
皿
枠
を
か
ま
せ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
に
高
く

積
ま
れ
た
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
の
皿
の
塔
か
ら
、
僕
が
一
番
上
の
一

枚
を
取
っ
て
テ
ー
ブ
ル
に
座
る
と
、
リ
ア
リ
ス
ト

ー
ス
ズ
キ
先

輩
は
一
言

「
そ
れ
、
ソ
ー
ス
か
け
て
食
っ
た
ほ
う
が
旨
い
か
ら
」

と
言
う
の
だ
っ
た
。

そ
の
日
か
ら
僕
の
昼
休
み
は
、
ラ
ー
メ
ン
と
チ
キ
ン
ラ
イ
ス

の
皿
の
丸
い
縁
を
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ウ
ン
ド
の
よ
う
に
く
る
く
る

回
る
日
新
ホ
ー
ル
ラ
イ
フ
に
変
貌
を
遂
げ
た
。

-"'･'゙い少ぷ'･'-S9ﾍﾉﾔ ご 鰍
ミ
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食
客
の
ほ
と
ん
ど
が
黒
い
詰
襟
の
男
子
生
徒
で
あ
る
そ
の
世

界
で
は
、
痴
漢
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
平
和
な
の
だ
っ
た
。

思
い
返
せ
ば
、
ラ
ー
メ
ン
と
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
だ
け
食
べ
て
い

た
記
憶
し
か
な
い
の
だ
け
れ
ど
、
こ
の
文
章
を
書
く
た
め
に
同

級
生
に
聴
き
取
り
し
て
み
る
と
、
先
述
の
フ
ラ
イ
丼
や
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
の
他
に
も
、
天
丼
や
サ
ン
マ
ー
メ
ン
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー

ま
で
あ
っ
た
と
い
う
証
言
が
出
て
き
た
り
し
て
興
味
深
い
。

い
ま
さ
ら
な
が
ら
、
せ
っ
か
く
な
ら
全
メ
ニ
ュ
ー
を
制
覇
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
淡
い
後
悔
を
し
た

り
し
て
。

こ
う
し
て
、
二
年
生
も
終
盤
に
な
る
と
、
伝
統
の
「
四
時
間

目
前
の
休
み
時
間
に
流
動
系
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ
て
か
ら
昼
メ
シ

本
番
に
備
え
る
」
と
い
う
技
す
ら
い
つ
の
問
に
か
自
分
の
も
の

に
し
て
い
て
、
い
っ
ぱ
し
の
日
新
ホ
ー
ル
マ
ス
タ
ー
に
な
っ
て

い
た
僕
だ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
目
の
前
に
新
た
な
食
の
ス
テ
ー

ジ
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
は
「
ま
え
み
せ
」
と
「
よ
こ
み
せ
」
と
い
う
二
つ
の
存

在
だ
っ
た
。

ど
ち
ら
も
校
門
前
に
あ
る
、
店
内
で
飲
食
が
可
能
な
駄
菓
子

屋
的
な
店
で
、規
模
も
扱
い
商
品
も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
感
じ
だ
っ

た
。正

式
に
は
「
望
月
商
店
」
と
「
な
か
ざ
わ
」
と
い
う
店
名
だ
っ

た
と
思
う
け
ど
、
校
門
の
正
面
に
あ
る
か
ら
「
ま
え
み
せ
」
、
校

門
を
出
て
左
側
に
あ
る
か
ら
「
よ
こ
み
せ
」
と
い
う
、
言
い
え

て
妙
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
的
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。

こ
の
他
、
一
高
を
背
に
し
て
山
手
通
り
方
面
に
下
り
て
行
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
る
食
堂
や
、
山
手
通
り
の
歩
道
橋
の
近
く
の
中

華
料
理
屋
、
御
崎
神
社
の
と
こ
ろ
の
食
堂
、
と
い
っ
た
店
に
も

出
入
り
し
て
い
た
一
部
生
徒
が
い
た
。
こ
れ
ら
の
店
は
校
則
で

徘
徊
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
、
完
全
な
非
合
法
地
帯
に
存
在
し
て

い
た
の
で
、
彼
ら
は
確
信
犯
的
に
イ
リ
ー
ガ
ル
な
行
動
を
と
っ
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て
い
た
の
に
違
い
な
く
、
そ
う
い
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
ど
こ
と

な
く
危
険
な
香
り
を
放
っ
て
い
た
。

き
っ
と
彼
ら
な
り
に
、
大
人
た
ち
の
定
め
た
ル
ー
ル
に
縛
ら

れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
さ
さ
や
か
な
抵
抗
を
試
み
て
い
た
の
だ

ろ
う
。

ブ
ン
ガ

ク
的

に
一
句

ひ
ね

る
な

ら
ば
、

ま

あ
そ

ん
な

と
こ

ろ

な
の

か
な
。

さ
て
、

話
を

「
ま
え
み
せ
」

と
「
よ
こ
み
せ

」
に
戻
そ

う
。

先

ほ
ど

、
両

店
と

も
同
じ

よ
う

な
扱

い
商
品

、
と

書
い
た

け

ど

「
ま
え

み
せ

」
は
、

カ
ッ

プ
ラ

ー
メ
ン

や
駄

菓
子

な
ど
を

中

心

と
し

た
、
ど

ち
ら

か
と

い
う
と

い
わ
ゆ

る
イ

ン
ス

タ
ン
ト

な

軽
食

類
の
品
揃

え
が
豊
富

な
店
た
っ
た

。
対
し
て

「
よ
こ
み
せ
」

は
、

ラ

ー
メ
ン

や
う

ど
ん
、

さ
ら

に
は

お
で
ん

な
ど

、
店
で

調

理

を
施
し

た

も
の
を

提
供
す

る
こ

と
を
得

意

と
す

る
店
だ

っ
た

と
記

憶
し
て

い
る
。

な

ぜ
か
「
ま

え
み
せ

」

に
は
女

子

が
多
く

集
ま
り

、
今

で
言

う
と
こ

ろ
の

「
女
子

率
の

高

い
」

店
だ

っ

た
の
に
対

し
「

よ
こ

み

せ

」

の
方

に

集
ま

る
の

は
、

圧
倒

的

多

数

が
男
子

生

徒

で
、

こ
ち
ら
は

い
わ
ゆ

る
「
ガ
テ
ン
系
」

の
店
だ
っ

た
。

も

ち
ろ
ん

例
外

は
あ

っ
て
、
己

の

食
と

い
う
行

為
を
、

目
的

で
は

な
く
単

な

る
手
段

と
し

て
用

い
る
、

と
い
う
、

カ
ン
ト

哲

学
に

喧
嘩

を
売
り

な
が

ら
「
ま

え
み
せ

」
に
入

り
浸

っ
て

い

る

よ
う

な
男
子

生
徒

も

い
て
、
彼

ら
か

ら
は
、

カ
ッ

プ
麺

を
通
じ

て
目

当
て

の
あ
の

娘
と

の
カ

ッ
プ
ル

成
立

を
目

論
む
、
み

た

い

な
生
々
し

い
情
動

が
オ
ー
ラ
の
よ

う
に
見
え
見

え
だ
っ

た
。

そ
し
て
三

年
に
な

っ
た
僕
は

と
い
え
ば
、
「
ま
え
み
せ

」
の

店

内
で
、
女
子
生

徒
の
真
後

ろ
に
立
っ
て

プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
の
フ
ォ

ー

ク
で

エ
ー
ス

コ
ッ

ク
ワ

ン
タ

ン
メ
ン

な
ど

を
ズ
ル

ズ
ル

啜
っ

て

痴
漢

と
間

違
わ

れ
る
、

と
い

う
危
険

を
回

避
す

る
た
め

、
男
子

生
徒

の
集

う
「
よ

こ
み
せ

」
派

に
身

を
投

じ
た

の
は
当

然
の

流

れ
だ

っ
た
。

先

生
方

の
干

渉
も
な

く
、
上

級
生

と

い
う
目

の
上

の

た
ん

こ

ぶ

も
な
く

な
っ

た
三
年

生
に

と
っ

て
「
ま

え
み
せ

」

と
「
よ

こ

み
せ

」

は
、
天

敵
の

い

な

い
パ
ラ

ダ

イ
ス

の

よ

う
な

空
間

で
、

僕

た
ち
は

ま

る
で

ガ
ラ

パ
ゴ

ス
島
の

生
き

物
み

た
い
に

独
自

の

進
化

を
遂

げ
て

い
っ

た
。
ダ

ー
ウ
ィ

ン
に

見
せ

て
や
り

た
か

っ

た
く

ら
い
だ
。

こ
ん

な
こ

と
が

あ
っ

た
。
生
徒

会
長

を
し
て

い

た
コ
ア

な
男

が
や
っ
て

き
た
。

彼
は
、
人

っ
て
く

る
と
同
時
に

「
マ
ス

タ
ー
、
煮

込
み
う
ど
ん

。
そ
れ

か
ら
マ
マ
、

お
で
ん
の
盛

り
合
わ
せ

も
く
れ

る
？
」

な
ど

と
言
う
の
だ

っ
た
。

だ
っ
て

、
「
よ
こ
み
せ
」

の
メ
ニ
ュ

ー
に
は
普
通

の
う
ど
ん
し

か
な
く

て
、
壁
の
メ

ニ
ュ

ー
札

の
ど
こ
に

も
「
煮
込
み

う
ど
ん
」

な
ど

と

い
う
魅

惑
的
な

文
字

は
な

か
っ
た

し
、
メ

ニ
ュ

ー
表

に

な

い
裏
メ

ニ
ュ

ー
と

い
う
存

在
が
世

の
中

に
あ

る
こ

と
を
煮

込

み

う

ど
ん

で

僕
に

知
ら

し

め
、
コ

ア

な

男
に

「
大

人
の

世
界

」

と

い
う

も
の
の

片
鱗

が
垣
間

見
え

た
よ
う

な
気

が
し

て
、
僕

に

は
奴

が
少
し
ま
ぶ
し

く
見
え

た
よ
う
な
気

さ
え
し
た
。

と
ま

あ
、
毎
日

こ
ん

な
風

な
こ

と
を
繰

り
返

し
な

が
ら
三

年

が
経

ち
、
僕
は

一
高
を
卒
業
し

た
。

思
え

ば
、
一

高
で
過

ご
し

た
三

年
間
、

僕
は

食
と

い
う

も
の

を
通

じ
て
少
し

ず
つ
オ
ト
ナ

に
な
っ
て

い
っ
た
の
だ

と
思
う
。

日

新

ホ
ー
ル

で
先
輩

の
話

に
真

剣
に
耳

を
傾

け

る
ふ
り
を

し

な

が

ら
チ

キ

ン
ラ
イ
ス

を

ほ
お

ば
っ

た
経
験

や
、
「
ま
え

み
せ
」

「
よ
こ
み

せ
」
で
友

達
と
過
ご
し

た
、
た
わ

い
も
な

い
ひ

と
と
き

の
延
長

が
今

な
の

か
も
し

れ
な

い
、
な

ど
と

考
え

る
と
、

あ
の

三

年
間

が

と
て
も
大

切
で
愛

お
し

い
日

々
だ

っ
た

と
、
あ

ら
た

め
で
思
う

の
だ

。

そ

う
い
え

ば
、
好

き
な
女

子

の
こ

と
を
考

え

る
と
、
ち

ょ
っ

と
だ

け

食

欲

が

な
く

な

る
こ

と

を

覚
え

た

の

も

あ

の
頃

だ

っ

た
っ
け
。

そ

ん
な

こ
と
を

考
え
て

い

た
ら
、
新

宿
駅
西

口

の
雑
踏

の
中

に
、
今

は
無

き
旧
日

新

ホ
ー
ル

の
中

の
ざ
わ

め
き

が
聞
こ

え
た

よ
う

な
気

が
し
て

、
僕
は

ち
ょ

っ
と
だ

け
立

ち
止

ま
っ

て
、
ふ

た
た

び
何

事
も
な

か
っ

た
か

の
よ
う

に
、
地
下

鉄

の
入
り

口
に

向
か
っ
て

歩
き
出
し

た
の
だ
っ
た

。

（
S
5
6卒

末

木

博
）
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赤

い

蝶

ネ

ク

タ

イ

の

制

服

ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
赤
い
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
制
服
」
は
、
男
に弧
共
学
が
実
施
さ
れ
た

一一

‐１
私
は

一
高
の
制

服
が
大

好
き
で

す
！
」
　
　

い
い
７
　
５
１
　
０「

」
二
づ↓
2
5年
）
に
１
２
０
人
の
第
一
期
生
女
ｆ
が

宍
「
こ

の
制
服

に
愛

着
を
感

じ
ま
す
Ｉ
・
」
　
　
　
　

紺
色
の
吊
り
ス
カ
ー
ト
、
紺
色
の
ブ
レ
ザ
ー
に
、
朧
脂
色
（
深

い
紅
色
）
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
の
デ
ザ
イ
ン
は
当
時
、
家
庭
科
と
美

こ
れ
は
、
本
誌
2
7ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
、
二
局
の
現
役
女
ｆ

生
徒
た
ち
の
声
だ
。

7
0年
前

に
誕

生
し
た

「
赤

い
蝶

ネ
ク
タ

イ
の
制

服
」

は
、

一

高
生

の
誇

り
と
し

て
、
今

も

カ
タ
チ

を
変

え
ず
に

愛
さ

れ
続
け

て
い

る
。

そ

こ
で
、
女

子
の

赤

い
蝶
ネ

ク
タ
イ

と
吊
り

ス

カ
ー
ト

の
誕

生

、
ま

た
、

そ

の
後

の

デ

ザ
イ

ン
や

製

造
の

変

遷

に
つ

い

て
、

過

去
の
資
料
を

も
と
に
、
少
し

だ
け
ル

ー
ツ
を
探

っ
て
み
よ
う

。
今も 変わらない 女子の 制服。

術
を

担
当

さ
れ
て

い
た
先

生
方

と
女
子

生
徒

が
手

掛
け

た
も
の

で
、
実
用
性

を
重
視
し

た
上

で
、
一

高
生
ら
し

い
「
学
ぶ
姿

勢
」

と
「
モ
ダ
ン

」
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
決

定
さ
れ
た

ら
し

い
。

紺
色

と
朧
脂

色
の

組
み

合
わ
せ

は
、

気
品

と
清
潔

感
を
出

す

た

め
に

。
ス
カ

ー
ト

の
吊
り

部
分

が
太

い
の

は
、
肩

か
ら

ず
れ

落

ち
に
く
く
す

る
た
め
に

。

ワ

ン

ウ
ェ

イ

プ
リ

ー
ツ
（

追
っ

か
け

裴
）
に

は
「
皆

が
前

の

人

を
追
っ

か
け

て
勉
強

す
れ

ば
皆

が
良
く

な
っ
て

い
く
」

と

い

う
意
味

が
あ
っ
た
そ

う
だ
。
少
々
驚

き
で

あ
る
。

し

か
し
、

こ
の
プ

リ

ー
ツ
ス

カ
ー
ト

は
、

ポ
ケ

ッ
ト

が
な
く

不

便
た

っ
た

た
め
、

昭
和
4
0年

代
に
今

の

ボ
ッ
ク
ス

プ
リ

ー
ツ

に

改
良

さ
れ

た
。
新

し

い
ボ
ッ

ク
ス
プ
リ

ー

ツ
に

意
味
付

け
す

る
と
す

れ
ば

「
追
っ

か
け
合

っ

た
末
に

皆
が

向
き
合

う
」

と
解

釈
し

て
み
て

も
い
い
の

か
も
し

れ
な

い
。

蝶
ネ
ク
タ
イ

が
生

ま
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
調

べ
て
み

る
と

…
…

ク

ロ
ア
チ

ア

兵
が

お
守

り
と

し
て

首
に

巻

い
た
「
フ

ォ
ー

カ

ル

」

と

い
う
布

が
ル

ー

ツ
だ

と
さ

れ
る
。
そ

し
て

英
国

ロ
ン

ド

ン
で
1
8
5
0

年

代
に
蝶

ネ
ク
タ
イ
（
Ｂ

Ｏ
Ｗ
Ｔ
Ｉ

Ｅ

＝

ボ
ウ

タ
イ
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
誕
生

し
、
日

本
で
は
1
8
8
4

年
（
明

治
１７
年

）
に
帽
ｆ

商
の
小

山
梅

吉
の
于

に
よ

り
国

産
の
蝶

ネ
ク

タ
イ
第
一
号

が
誕
生
し
た

と
言
わ
れ
て

い
る
。

（
ち
な
み

に
日
本
人

で
初
め
て
蝶

ネ
ク
タ
イ

を
身
に
着
け

た
の

は
、
ジ
ョ
ン
万
次
郎
だ
）

蝶
ネ
ク
タ
イ
に
は
、
そ
の
形
に
よ
っ
て
幾
つ
か
の
タ
イ
プ
が

あ
り
、
一
高
の
朧
脂
色
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
は
「
ス
ト
レ
ー
ト
エ
ン

ド
タ
イ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
が
、
蝶
の
よ
う
に
少
し
だ
け

開
い
た
「
セ
ミ
バ
タ
フ
ラ
イ
タ
イ
プ
」
に
近
い
の
で
、
女
性
ら

し
い
優
し
い
ラ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

1
9
5
0
年
に
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
制
服
に
取
り
入
れ
た
セ
ン
ス

の
良
さ
に
改
め
て
感
服
す
る
。

制
服

の
製

造
に
関

し
て
、
6
0年

以
卜

お
世
話

に
な

っ
て

い
る

甲

斐
絹
屋
の

青
柳
社
長
に

お
話

を
聞
く
機

会
を
得
た

。

「
素
材
は
当
初
、
毛
１
０
０
％
の
サ

ー
ジ
（
あ
や
織
り
の
毛

織
物
）

を
用

い
て
い
ま
し

た
。

し

か
し

、
時
代

と
と

も
に
牛

地

の
強
度

や
耐
熱

性
、

速
乾
性

な

ど
が
求

め
ら

れ
、
毛
5
0％
、

ポ
リ

エ
ス
テ

ル
5
0％
の
混

紡
素

材

に
変
遷
し

て
き
ま
し

た
。

デ

ザ
イ

ン
も
時
代

の
流

れ
と

と
も
に

新
し

い
も

の
が
取

り
入

れ
ら
れ

る
よ

う
に

な
り
、
1
0年

ほ
ど

前
に
は

、
ク
ラ

ー
ク

博
士

の

刺
繍

を
施
し

た
ポ

ロ

シ
ャ
ツ

に
チ
ェ

ッ
ク

柄
の
プ

リ
ー

ツ
ス

カ

ー
ト
と

い
っ
た
ス
タ
イ
ル

の
制
服

も
考
案
さ
れ
ま
し

た
。

現
在

は
、
ク
ラ

ー
ク

博
士

の
ワ

ン
ポ
イ

ン
ト

が
入

っ
た
女
ｆ

甲斐絹屋の 青柳社長。

―

Ｉ
１

ｒ

Ｉ

Ｉ

ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ニ
丿
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の
セ
ー
タ
ー
や
男
子
の
シ
ャ
ツ
も
好
評
で
す
。

時
代
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
縫
製
で

す
。
甲
斐
絹
屋
の
制
服
は
、
今
も
昔
と
変
わ
ら
ず
、
県
内
の
直

営
工
場
で
コ
局
の
制
服
を
熟
知
し
た
職
人
に
よ
っ
て
、
大
切
に

縫
わ
れ
て
い
ま
す
。」

１７

世
紀

バ

ロ
ッ
ク

の
時
代
、

服
、

帽
子
、

靴
と

あ
ら

ゆ
る

も

の

が
リ

ボ
ン
で

飾
ら

れ
る
よ

う
に

な
り
、

特
に

蝶
結
び

の
リ

ボ

ン
は
、
男
性

の
権
威
の
象
徴

と
し
て
の

意
味
合

い
が
強

か
っ
た

。

１８
世
紀

ロ
コ

コ
の
時

代
に
な

る
と
、
美
と
絆

の
象
徴
と
し

て
、

女
性

の
服
、

髪
飾

り
、
ア

ク
セ

サ
リ

ー
等
に

も
リ

ボ
ン

は
欠

か

せ
な

い
モ
チ

ー
フ

と
し
て
使

わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

現
代

も
揺

る
ぎ
な

い
魅
力

と

パ
ワ

ー

を
持

つ
蝶
結

び
の
リ

ボ

ン
「
Ｂ
Ｏ

Ｗ
Ｔ

Ｉ
Ｅ

」
に

は
「

成
長
」

と

い
う
意
味

も
含

ま
れ

て

い
る
。

「
赤
い
蝶

ネ
ク

タ
イ
の
制

服
」
を
最
初

に
着
た
一
期

生
の
手
記

に
は

こ
う
書
か
れ

て
い
る
。

「
女
性
は

女
性
と
し

て
、
男
性
は

男
性
と
し
て

の
誇
り

と
豊
か

な
心
を

持
っ

て
、
有

意
義

な
学
校

生
活

を
送

る
事

が
一
高

の
男

％

Ｉ

女

共

学
を
栄

え
さ
せ

て

い
く
事

の
大

き
な
力

に
な

る
も
の

で
あ

る
事

と
確

信
致
し
ま
す

。
」（
「
日

新
鐘
」
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー

よ
り
）
。

中

学
校
の

制
服

か
ら
「
赤

い
蝶
ネ
ク
タ
イ

の
制
服

」
に

着
替

え
た
１５
才
。

真
新
し

い
鮮
や

か
な

脱
脂
色
の

蝶
ネ
ク
タ
イ

を
着
け
た

と
き
、

一
歩
大
人

に
近
づ

い
た
気
が
し

た
。

翌
朝

着

る
白

い
ブ
ラ
ウ

ス
を
（

ン
ガ

ー
に
掛

け
、
ス

カ
ー
ト

を

『
寝

押
し
』

す
る

た
め

に
ベ
ッ

ド
の
上

で
装

を
て

い
ね

い
に

整
え
る
。

赤
い
蝶
ネ
ク

タ
イ
は
、
枕

も
と
に
置
い
た
小

さ
な
ボ
ッ

ク
ス
に
収

ま
っ
て
、

朝
が
来
る
ま
で

ひ
と
や
す

み
。

そ
ん

な
就
寝
前

の
日

課
の
記

憶
が
蘇

る
。

1
8才
。

私
た

ち
は
年

季
の
入

っ

た
深

い
脱
脂
色

の

蝶
ネ
ク

タ

イ

を
卒
業
し

た
。

あ

れ
か

ら
3
8年

経
つ
今

も
、
私

の

蝶
ネ
ク

タ
イ

は
、

あ
の
お

気
に
入

り
だ

っ
た
小

さ
な
ボ
ッ
ク
ス

に
収
ま

っ
て
い
る
。

３
年
間

、
私

た
ち
を

包
ん
で

く

れ
た
赤

い
蝶

ネ
ク
タ

イ
の
制

服

に
も
う
一
度

お
礼

を
言

お
う
。
「
あ
り

が
と
う
！
・
」

（
S
5
6卒
　

及
川
恵

美
）

３ １

ｉ



″
そ
の
３

中央でピアノを弾 くのが山下洋輔、右が坂田 明、左 が森山威男。
山下ト リオ、ドイツのラ イブ ハウスでの演 奏風景。

故

郷

小

学
校
３
年

生
の
時

、
旅
回
り

の
楽
団
の
ド

ーフ
ム

を
聴

い
た

。

「
勝
沼

劇
場
」
は
半

分
畳
敷
き

の
客
席
で
、

迦
末
だ
け

映
画

館

に
な

っ
た
が
、
時
々

は
ご
居
小

屋
に
な

る
占

い
劇
場
た

っ
た
。

こ
の

勝
沼

劇
場

に

あ
る
日

、
旅

回
り
の

楽
団

が
来

た
。
小

学

校

３
年

生

の

私

に

生

の

演
奏

は

胸

を

刺

さ
れ

る
ほ

ど

の
衝

撃

た
っ
た
。
「
俺
は

ド
ラ

マ
ー
に

な
る
」
と
、

こ
の
時
決

め
た
。

お
じ

い
ち

ゃ
ん
に

薪
を
削

っ

た
ス
テ
ィ

ッ

ク
を
造

っ
て

も
ら

い
、

日
が
な

。
日

縁
側
を
叩

い
た
。

父

親

が
子
供

の
将

来
を
考

え
て
、

勝
沼
町

か

ら
甲
府

巾
に

越

し
だ
の

は
中
ヅ

ー
年

、
昭
和
3
2年

の
介
だ
っ

た
。

２

ク
ーフ
ス

し
か

な
か

っ
た

勝
沼

小
ツ

校

か
ら
、

―
学
年

旧
ク

ラ

ス

の
甲
府
巾

北
中

学

校
は

教
室
も

校
庭

も
人
、

人
、
入

。
途

中

か
ら

編
入
し

た
私

か
、
嗇

楽
部

で
人
気

の

ド
ラ
ム

な
ど
さ

せ

て

も
ら
え
る
は

ず
が
な
か
っ

た
。

什

方
な

く
演

劇
部
に
入

り
、
り

え

ら
れ

た
役
に

な
り

き
る

こ

と
に

専
念
し

た
。

演
劇
部

で
の

約
２
年

は
、
人

前
で

何

か
を
や

る
こ
と
に
慣

れ
る
に
は
卜
分

た
っ
た

。

し

ば
ら
く

ド
ラ

ム
の
こ

と
は
忘
れ
て
、

演
劇
に
打
ち

込
ん
だ

。

３
年
生

の
時

、
進

学
指
導

の
先
生

か

ら
、
今

の
成
績

で
は

甲

府
一
高

に
入

学
す

る
の
は
無
理
だ

と
占
わ
れ

た
。

そ

れ
は
ま

ず

い
。
進
学

校
に
受

か
ら

な

い
と
そ
の

先

が
閉
ざ

さ
れ
、
「
東

京
に
行

っ
て

ド
ラ

マ
ー
に
な

る
」

夢
も
無
く

な
っ
て

し

ま
う

。
中

学

３
年
生

の
２

学
期

か
ら

猛
勉
強

し
、

な
ん

と
か

甲
府
一

高
に
入
学

で
き
た
。

甲

府

コ

局
で

早
速

ブ
ラ

ス

バ
ン

ド
部
に
入

部
し

た

が
、

割
り

当

て
ら
れ
た

の
は
ド
ラ

ム
で
は
な
く
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト

だ
っ
た

。

１
年

生
の

終
わ
り

頃
、
３
年

牛

の
笠
片

先
輩

か
ら

ド
ラ

ム
の

教

え
を
受

け

た
。
笠
井

先
輩

は
ご

自
宅
に

私
を
招

待
し

て
く

だ

さ
り
、
ジ

ャ
ズ
の
レ
コ

ー
ド
を
聴

か
せ

て
く
だ

さ
っ
た
り
、
様
々

な
ド
ラ
ム

の
テ
ク
ニ
ッ

ク
も
教
え

て
ド
さ
っ
た

。

一

―

森
山
威
男
（
も
り
や
ま
・
た
け
お
）

1
9
4
5

年

東

京

生

ま

れ

。

生

後

す

ぐ

に

山
梨

県

東

山

梨

郡

勝

沼

町

（
現

甲

州

市

）

に

移
住

。
甲

府

第

一
高

等

学

校

在

学

中
に

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

部

で

ド

ラ

ム

を
担

当

。
東

京

慈

術

大

学

音

楽

学
部

器
楽

科

に

入

学

。

在

学

時

か

ら

ジ

ャ

ズ

の

セ

ッ

シ

ョ

ン

に

参

加

し

、

山

下

洋

輔

と

親

交

を

持

ち

、
1
9
6
9

年

に

結

成

さ

れ

た

山

下

洋

輔

ト

リ

オ

に

初
代

ド

ラ

マ

ー

と

し

て

参

加

。
特

異

な

フ

リ

ー

フ

ォ

ー

ム

を

完

成

さ

せ

３

度

の
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

ツ

ア

ー

で

激

賞

を

受

け

た

の

ち

の
1
9
7
5

年

に

山

下

洋

輔
ト

リ

オ

を

退

団

。
1
9
7
7

年

よ

り

森

山

威

男

カ

ル

テ

ッ

ト

な

ど

、

自

己

の
バ

ン

ド

で

フ

ォ

ー

ビ

ー
ト

ジ

ャ

ズ

に

回

帰

、

日

本

は

も

と

よ

リ

ド

イ
ツ

、

イ

タ

リ

ア

で

も

演

奏

。
2
0
0
1

年

度

に

第
3
5

回

ジ

ャ

ズ

ー
デ

ィ

ス

ク
大

賞

日

本

ジ

ャ

ズ

賞

、

第
5
6
回

文

化

芸

術

祭

賞

レ

コ

ー

ド

部

門

優

秀

賞

を

受

賞

。
2
0
0
2

年

に

は

第
2
7
回
南

里

文
雄

賞

を

受
賞

。
2
0
1
7

年

に

著

書

’う
ス

イ
ン

グ

の

核

心
』

を

発
表

。

山

下

洋

輔

ト

リ

オ

時

の

特

異

な

フ

リ

ー

フ

ォ

ー

ム

を

自

ら

解

析

。
2
0
0
1

年

か

ら

は

現

居

住

地

で

あ

る
岐

阜

県

の

可

児

市

文

化

創

造

セ

ン

タ

ー

主

劇

場

に
て

『
？
一
〇
Ｒ
ＩＹ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｎ
ｚ
一ロ
エ
Ｈ
』

を

毎
年

開

催

。

地

元

の
文

化

活

動

に
貢

献

し

て

い

る

。

こ
の
時

か
ら
Ｉ
目
８
時

問
く
ら

い
、
猛
練
習
を
し

た
。

高
校
２
年
乍

か
ら
ス
ネ
ア

ド
ラ
ム
を

抑
当
す

る
よ

う
に
な
り
、

毎
日

が
喜

び
だ

っ
た

。
あ

る
目
、
音

楽
の

金
ｆ
先

生

が
私
の

練

習

ぶ
り
を

見
て

「
芸
人

を
目

指
し

て
み

な
い
？
」

と
声

を
か
け

て
く
だ

さ
っ
た
。

嬉
し

さ
と
不

安

が
入
り
混

じ

っ
た
気

持
ち

で
父
親

に
お
願

い

し

た
。

「
俺
、

ド
ラ

マ
ー
に
な

り
た

い
。
芸
人

の
先
生

の
と
こ
ろ
に

通

わ
せ
て

く
だ
さ

い
」

父

は
「
お

前
が
考

え
て

い

る
よ
う
な

ド
ラ

マ
ー

に
は
な

れ
ん

だ

ろ
う
が
、

そ
れ
で
も
良

い
な
ら
や

っ
て
み
ろ
」
「
や
っ

た
Ｉ

」
。

プ
ロ

を
目
指

す
嬉
し

さ

と
ド
ラ

ム
で
生

活
す

る
と

い
う
未
知

の
将

来
へ

の
不

安
を

抱
い
て
、

高
校

２
年
生

の
夏

か
ら

毎
週
末

東
京
に
通

っ
た
。

芸
人

の
打

楽
器

教
授
、
小

宅
の

輔
先

生
の

お
宅

に
は
何

十
人

も
の
受
験
生

か
全
川
か
ら
集

ま
っ
て
来

て
い
た
。
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１
年
浪

人
し

て
、
昭

和
3
9年

度
の

芸
人

打
楽
器
へ
‥
格

行
３

人

の
内

の

。
火
に
な

れ
た
。

「
こ

れ
で

ド
ーフ
マ

ー
に
な
れ

る
」

と
思
っ
て

い
た
ら
、
入

問
違

い
だ

っ
た
。

芸
人

は
夕
一
フ
シ
ッ
ク

ヴ
門
の
人

学

で
、
勝
沼

劇
場

で
見

た
よ

う
な

バ
ン
ド
は
と
こ
に

も
無
か
っ

か
。

什
方

な
く

オ
ー

ケ
ス
ト

ラ
で

パ
ー

カ
ッ

シ
ョ

ン
を
学

び
、
や

が
て
、
日
本
フ
ィ

ル
了

削
肌

団
‥目
］と
同

じ
く
ら

い
の
頻
度
で
オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
聯
台

に
にげ
つ
よ

う
に

な
っ

た
。
仕
官

を
す

る
と

い

う
ご
‥
び

は
あ
っ

た
が
、
コ
」
れ
で

い
い
の
か
？
」

と
悩
ん
だ

。

「
俺

の
し

た
か
っ

た
ぺ
目
楽
で
は
な

い
。
こ
の

ま
ま
だ
と
オ

ー
ケ

ス

ト
ーフ
の
団
‥口
で

。
牛
終

わ
る
ぞ
」

悩
ん

で
悩

ん
で
、

悩
ん
だ

挙

句
に
人

学
３
年

の

終
わ
り

に
退

学
届
を
出
し

た
。
親
に

も
相

談
せ
ず

に
自
分
を
追

い
込
ん
だ

。

も

う
後

が
な

い
Ｉ
・
　
経

験
も
翔

リ
ヘ
目
い
も

無

い
ジ
ャ
ズ

の
財
‥

界

に
無
川

や
り
自
分
を

押
し
出

た
。

そ

の
日

か
ら

様
々
な
大

学

の
部
活

の
部
屋

に
行

っ
て

ジ
ャ

ズ

と
の
関

わ
り
を
持

と
う
と
し
た

。

し

か
し
、
「
面
倒
臭

い
奴
が
来
た

」
と
い
稲

出
人

学
で

も
東
京

人

学
で
も
国
に卜

臼
楽
人

学
で

も
、
嫌
わ
れ

た
。
悲
し

か
っ
た
。

同
級
生

の
今

村
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ

交
響

楽
団

、
も

う

。
人

の
同

級
牛

の

定
成

が
束
京

都
交

響
楽

団
に
人

団
が

決
ま

っ
た
時

、
私

は
趣

味

で
楽

し
ん

で

い
る
他
の
人

学

の
乍
徒

に
嫌

わ
れ

な
が

ら
、
み

ん
な
の
練
羽
自
を
見
さ
せ
て

も
ら
っ
て

い
た
。

悲
し
く

、
寂
し
か

っ
た
。
自
分

を
受
け
入
れ

て
く
れ

る
人

は
、

東

京

の
ど

こ
に

も
い
な

か
っ

た
。
父

親
の
こ

と
や

甲
府

の
友
達

の
こ
と

が
無
性
に
思

い
出
さ
れ

た
。

あ
の
頃
は
良

か
っ
た
！
・
ド

ーフ
ム
を
叩
く

喜
び

が
あ
っ
た

。
東

京

に
出
て

行
く

と

い
う
希
望

が

あ
っ
た

。
し
か

し
、
へ
／
の
私

は

屯
京

と

い
う
人

海
か

ら
、
巾

火
線

の
線

路
に
沿

っ
て

、
故

郷
を

目

指
す
鮭

の
よ

う
だ

っ
た
。

退
学

す
る

こ
と
を

父
に

謡
す
呪

気

は

な
か

っ
た

が
、
「
こ
の

線
を
辿

れ

ば
懐
か
し

い
甲

府
に

首
く
」

と
何

度
も
線

路
を

眺
め

た
。
帰

り
た

い
け

れ
ど
帰

れ
な

い
甲
府

が
ど

う
し

よ
う
も
な
く

遠
く
、
ま

た
恋
し
か

っ
た
。

そ

ん
な
訳

で
東

京
上

活
は
巾

火
線

沿
線

の
駅

か
ら
離

れ
ら

れ

な

か
っ
た

。
巾

野
に
１

年
、
川

べ
に

２
年

、
そ
の

後
は

西
鉄

碓

で

暮
ら
し

か
。
へ
／
だ

に
そ

の
頃

の

「
ふ

る
さ
と
恋

し
」

は
抜

け

て

い
な
い
。

1
9
6
9

年

に
は
「
巾
ト
ト
リ

オ
」
で

ブ
レ
イ
ク
し

た
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
人

会
場

で
叩
く

ド
ラ

ム
ソ

ロ
は
、

い
つ

も
甲
府

の
以

色
を

慨
ね
た

。
ド
ラ

ム
の

練
習

を
し

た
一
高

の
講

堂
。
将

来
を

夢
目
に
た

目
新
ホ
ー
ル

の
屋
に

。
先

生
や
先
輩
、

同
級
生
や
父

親
。

私
の
脳

に
（

ツ
キ
リ

と
甲
府

が
刻
ま
れ
て

い
ま

す
。

7
4才

の
私
は
力

の

限
り
こ

れ
か

ら
も
、
鮭

の
よ

う
に

故
郷

の

川
を
目

指
し
て

び
っ
て
行
き

ま
す
よ
１

１（
S
3
8卒
　

森
山
峡
巴

1974 年、ヨ ーロ ッパツア ーに て

、
ｅ

、
～

ﾒ靫

こ

の

記

事

は

、

森

山

威

男

さ

ん

が

本

誌

の

た

め

に

書

き

下

ろ

し

て

く

だ

さ

い

ま

し

た

。

来

る
2
0
1
9

年

７

月
1
9

日
（
金

）
、
甲

府

・

桜

座

に

て

森

山

威

男

さ

ん

の

公

演

が

決

定

し

て

い

ま

す

。

ぜ

ひ

足

を

お

運

び

く

だ

さ

い

。

く

わ

し

く

は

桜

座

公

式

ペ

ー

ジ

ま

で

。

桜

座

公

式

ペ

ー

ジ
　

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
／
／ｗ
ｗ
ｗ
.
ｓ
ａ
ｋ
ｕ
r
ａ
ｚ
ａ
.
jｐ
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東京で同窓生をつないだ記念誌「日 新 鐘 」

甲府中学・甲府一高東京同窓会は、1969 年の設立から今回で第60 同を迎

えた。その記念誌「日新鐘」は1992 年に創刊され、２年間の休止期問
があっ

たものの、1995 年からふたたび刊行が始まり、その後休みなく刊行
されて、

今号で通算26 号目を数える。ここでは歴代の表紙を並べて
、東京で同窓

生をつないだ記念誌「口新鐘」の歴史をたどってみよう。
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今 新たなる人生の尊を興び！
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一紅会

一
紅
会
会
長
を

仰
せ
つ
か
つ
て

一
紅
会
会
長

峯
川

文
江

（
S
4
4卒
）

日
頃
は
一
紅
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
７
月
の
東
京
同
窓
会
に
お
い
て
、
第
５
代
一
紅
会
会
長
と
し
て
承
認
い
た
だ
き
、
早
１
年

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
期
に
渡
り
、
副
会
長
と
し
て
一
紅
会
に
携
わ
っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
立
場
が
異
な
る
と
こ
れ
程
ま
で
に
違
う
の
か
と
、
今
更
な
が
ら
歴
代
会
長
の
ご
苫

労
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。
前
会
長
谷
口
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
温
か
な
お
言
葉

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
、
あ
り
か
た
く
、
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
一
紅
会
に

対
す
る
皆
様
の
篤
い
思
い
を
感
じ
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
一
紅
会
最
大
の
行
事
で
あ
る
「
第
2
2回
春
の
講
演
会
」
を
、
去
る
３
月
９
口
（
Ｌ
）
に

行
い
ま
し
た
。
歴
史
学
者
の
笹
本
正
治
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
「
戦
国
時
代
の
女
性
た
ち
」
と
題

し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ

紅
会
の
為
に
！・
」
と
、
女
性
に
視
点
を
当
て
た
内
容
は
、

い
つ
の
世
も
働
き
な
が
ら
社
会
を
支
え
て
い
る
女
性
た
ち
へ
の
応
援
歌
の
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後

の
懇
親
会
も
、
昭
和
2
0年
卒
の
大
先
輩
か
ら
平
成
2
9年
卒
の
若
者
ま
で
と
、
同
窓
生
の
縦
の
繋
が

り
の
、
和
や
か
な
語
ら
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
盛
況
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
発
足
し
た
一
紅
会
も
、
当
初
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
東
京
同
窓
会
や
一
紅
会
を
、
若
い
同
窓
生
と

い
か
に
協
力
し
て
盛
り
立
て
て
い
く
か
、
歴
史
を
繋
げ
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、

魅
力
あ
る
講
演
会
を
企
画
し
よ
う
と
、
年
３
回
の
幹
事
会
で
は
い
つ
も
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
各
学
年
の
幹
事
も
7
0名
を
超
え
、
大
所
帯
と
な
っ
た
一
紅
会
で
す
が
、
平
成
卒
の

幹
事
が
少
な
い
こ
と
が
心
配
な
と
こ
ろ
で
す
。

若
い
力
を
得
て
、
新
元
号
「
令
和
」
と
共
に
、
一
紅
会
が
更
に
発
展
い
た
し
ま
す
よ
う
に
微
力

な
が
ら
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

」
紅
会
の

去
年
・
今
年

一
紅
会

第
３
代
会
長

飯
田

冨

美
子
（
S
3
3卒
）

~
:
1
4
.
1
1
 

‐
S

￥

‐
l
s
i
a
f
s
d

￥

第
6
0回
甲
府
中
学
・
甲
府
一
高
東
京
同
窓
会
、
開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
８
年
（
1
9
9
6

年
）
私
か
中
心
に
な
っ
て
創
設
し
た
一
紅
会
は
今
年
で
2
4年
目
を
、
主

催
す
る
「
春
の
講
演
会
」
は
第
2
2回
を
迎
え
ま
し
た
。
光
陰
矢
の
如
し
の
感
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

当
初
、
東
京
同
窓
会
は
参
加
者
も
少
な
く
、
女
性
は
2
0人
～
3
0人
だ
っ
た
と
か
。
当
番
幹
事
の

事
務
局
長
に
就
任
し
た
私
は
、
組
織
の
拡
大
と
活
性
化
に
は
女
性
の
参
加
、
活
躍
こ
そ
が
重
要
と

の
思
い
に
至
り
、
同
窓
男
性
幹
事
の
協
力
の
も
と
、
手
探
り
状
態
で
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
ま
し
た
。
そ
し
て
事
業
方
針
や
内
容
の
検
討
に
取
り
組
み
、
研
鏝
と
絆
の
場
と
し
て
「
講
演
会
」

を
活
動
の
主
軸
に
置
い
て
平
成
１０
年
に
第
１
回
講
演
会
を
開
催
し
、
一
紅
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
2
8年
が
男
女
共
学
第
１
回
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
初
代
会
長
に
2
8年
卒
の
渡
辺
圭
子

様
を
戴
き
、
以
来
、
３
・
Ｈ
東
日
本
大
震
災
の
翌
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た
講
演
会
も
日
程
、
場
所

を
変
更
し
、
今
日
ま
で
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
同
窓
生
の
方
々
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
事
、
講
師
の
先
生
方
の
専
門
分
野
に
お
け
る
奥
深
い
講
演
内
容
が
我
々
の

向
学
意
欲
の
琴
線
を
震
わ
せ
、
大
き
な
感
動
と
感
激
を
沢
山
頂
き
ま
し
た
事
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

更
に
特
記
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
第
８
回
講
演
会
の
講
師
の
渡
辺
房
男
先
生
を
囲
む
歴
史
研
究

会
は
、
2
4回
（
平
成
3
0年
５
月
）
を
数
え
ま
し
た
。
渡
辺
房
男
先
生
と
推
進
役
の
元
副
会
長
井
上

若
子
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
苫
労
に
対
し
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

縦

続
は
力
な
夕

。
平
成
最
後
の
年
、
第
2
2回
春
の
講
演
会
に
は
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
新
し
い
「
令
和
」
の
年
を
迎
え
、
変
化
を
先
取
り
し
て
新
た
な
展
望
に
向
か
っ
て
再

考
す
る
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
会
長
と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
た
、
初
代
会
長
の
渡
辺
圭
子
様
（
故
人
）
、
第
４
代

会
長
の
谷
口
百
合
子
様
に
は
、
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
現
会
長
の
峯
川
文
江
様

と
一
紅
会
幹
事
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
、「
明
日
の
一
紅
会
」
の
未
来
を
託

し
て
大
い
な
る
乾
杯
を
口
‥
同
窓
生
の
皆
様
に
は
衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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〈
寄

稿

〉

筋
書
き
の
な
い

ド
ラ
マ
の
中
で

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
事
務
局
長
特
別
補
佐
官

市

川

と

み

子

（
S
5
6卒
）

一
紅
会
の
皆
様
に
は
、
人
変
ご
無
沙
汰
致

し
て
お
り
ま
す
。

外
務
宵
や
川
際
機
関
で
の
勤
務
を
通
し
て

隠
た
女
性
の
活
躍
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
機

会
を
い
た
だ
き
、
御
礼
巾
し
しに
げ
ま
す
。

私
は
約
５
年
前
か
ら
、
外
務
宵
か
ら
国
際

原
了
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
に
出
向
し
、
人

野
事
務
川
長
の
特
別
補
佐
官
と
し
て
竹
理
部

門
（
卜
算
・
人
服
な
ど
）
と
北
朝
鮮
を
担
肖

し
て
い
ま
す
。

国
際
機
関
ト
ッ
プ
の
間
近
で
、
屯
吸
な
政

策
決
定
過
程
や
、
い
か
な
る
絹
織
に
と
っ
て

も
活
動
の
基
盤
で
あ
る
ジ
算
と
人
ｊ
、
そ
し

て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
と
っ
て
も
目
本
に
と
っ
て
も

屯
要
な
課
題
で
あ
る
北
朝
鮮
の
核
問
題
に
深

く
関
り
で
き
る
こ
と
は
、
人
変
貴
重
な
経
験

で
す
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
は
、
核
不
拡
散
と
原
ド
カ
の
尹

和
利
川
と
い
う
業
務
の
た
め
技
術
系
の
職
‥口

が
多
く
、
川
際
機
関
の
中
で
は
な
性
の
剖
へ
」

は
最
も
低
い
方
で
す
が
、
最
近
は
女
性
職
に

の
増
加
に
努
め
て
お
り
、
旧
際
的
に
リ
ク
ル
ー

卜

さ
れ

た

職
‥八
（

約
１

０

０

力
出

出

身

）
の

巾

で
の

な

作
に
の
比

率

が
昨

年

初

め
て
3
0％

を

超

え

ま
し

た
、

私

か

勤
務

す

る
町

務

川

長
心

属
オ
フ
ィ
ス
で

は
約
半
数

が
女
性
で
す

。

日

々
、

服

務
川

内

の

様
々

な

部

署
に

い

る

優
秀

な
に父
性

職
‥口
と

。
緒

に
仕

服

を
し

て

い

て
、

す

ぐ

に

思

い
当

た

る

国

籍

だ

け

で

も
、

ア

メ
リ

カ
、
モ

ロ
ッ

コ
、

ク

ロ
ア

チ

ア
、

イ

タ

リ
ア

、

ド
イ

ツ
、

ベ
ラ
ル

ー

シ
、
ス

リ

ラ

ン

カ
、

ブ
ラ

ジ

ル

、

ド
ミ

ニ

カ
几

和

田

、
雨

ア
フ
リ

カ
、
・
・
・

数
え
切
れ
ま
せ

ん
。

男
にズ
を
問

わ

ず
、

令
く

毀

な

る
文

化

的

背

以

を

持

つ
人

々

が

集
よ

っ
て

几

に
仕

収

を

進

め
、
１

７

０

力

国
を

超

え

る
加
Ｗ

出

と
常

時

や
り
と
り

す
る
出

際
機

関
は
、
文
字
通

り
日
々

の

什
町

が

グ

ロ
ー

バ
ル

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ
ョ

ン

の
実

践
の
場
で

す
。

日
本

は

分

担

金
の
比

率
に

比

べ
て

出

際
機

関

職
‥口
の
数

が

少

な
く
、

日

本
政

府

も

職
‥口

を
川

や
す
が
力

を
し
て

い
ま
す
。

一

般
化

す

る

の

は

男

性

に

恐

縮

で

す

が
、

印
象

と
し

て

な

性

の
方

が
活

発

な

方
々

が
多

い

よ

う
に

見
受

け

ら

れ

ま
す

。

例
え

ば
、

現

作
田

連

で

車
縮

川
肖

㈲

務

次
長

と

し

て
活

躍

し

て

い
る

巾
満

泉

さ

ん

は
、
旧

ユ

ー

ゴ
ス

ーフ

ビ
ア

の
国

辿

平
和

維

持

活
動

（
Ｐ

Ｋ

Ｏ

）
で

一
帖
に
什
万

を
し

た
。几
同
僚

で
す
。

田

際
会

議

は

多
く

の
田

の
ド

張

が
飛

び
交

い
、

発

。
‥
の

内

容

は
も

ち

ろ
ん

、
琵

。。‥
順

や

ご
‥
柴

の

選

び
方

な

ど
、

ち

ょ

っ
と
し

た

き

っ

か
け

で

議

論

が
思

わ

ぬ
方

向

に

艇
問
す

る
こ

と

も

ま

ま

あ

る
「

筋
代
‥
き

の

な

い

ド
ラ

マ

」

の
排

台
で
す
。

Ｉ

Ａ
Ｅ

Ａ

へ

の

各
田

の

代
表

団

に

も
、
人

使
を

け

じ
め

数

多
く

の
な

性
が

今
‥
ま
れ

て

い

ま
す

。
外

務

宵
勤

務

の

時

か
ら

感

じ
て

い
ま

す

が
、

出
際

機

関

や

出
際

会

議
は

、
会

議

で

の

「
憚
占

」

に

加

え
て

非
公

式

な

協

議
な

と

き

め

細
か

な
コ

ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン

が
人
万

な
場

面

が

多

く
あ

り

ま
す

。

ま

た
、

比

較

的

ス

ケ

ジ
ュ

ー

ル

が

計

肉

し

や

す

い

側

面

も

あ

っ
て
（

円

際

機

関
で

も

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が

令

く

卜
測

で

き
な

い
私
の

よ

う

な
ポ
ス

ト

も

あ
り

ま
す

が
）
、
多

く
の
国

に

と
っ
て
女

性

が

活

躍

し
や

す

い
場

な

の
で

は

な

い

か
と

志

い

ま
す
。

日

本

川
内

で

も

「
女

性

の
活

躍

」

が
推

進

さ

れ
て

い

ま
す

が
、
田

際
的

な

場

で

の
日

本

女

性

の
活

躍

も

。
川
迎

ん

で

欲
し

い

と
願

っ

て

お
り
ま

す
。

。
経
会

関
係
行

の
皆

様
に

も
、

足

非

こ
の

よ

う
な

可

能
性

に

目
を

向

け

て

い

た
だ

け
れ
ば
ぐ

い
で
す
。

四
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戦

国

時

代

の

女

性

た

ち

「
　
　
　

～

武

田

氏

と

女

・

子

ど

も

～

講
師
／
長
野
県
立
歴
史
館
館
長

笹

本

正

心
一

さ
ん
（
S
4
5卒）

第
2
2回

一

紅
会
主
催

「
春
の
講

演
会

」
は
、

平

成

３１
年

３

月

９
日

、
好

天

の

中
、

ア
ル

カ

デ
ィ
ア
市
ヶ

谷
に
て

開
催
さ
れ

ま
し

た
。

講
師
の
笹
本
正
治
さ
ん
は
、
昭
和
4
5年
に

甲
府
一
高
を
卒
業
さ
れ
、
岡
立
信
州
大
学
卒

業
後
、
信
州
大
学
教
授
、
同
副
学
長
を
経
て
、

現
在
は
、
長
野
県
な
歴
史
館
館
長
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
甲
府
開
府
五
百
年
の
今
年
に
、

ま
さ
に
ぴ
っ
た
り
の
講
師
の
方
と
い
え
ま
す
。

講

演

開
始

前

に
、

フ

ロ
イ

デ

合

唱
団

に

よ

る
ウ
ェ
ル

カ
ム
ソ

ン
グ

「
冬

の
夜
・
雪
」
「
海
・

う
み

」
「
マ

イ

ウ
ェ

イ
」
（

指
揮

伊

東

剛

氏
、

ピ
ア
ノ

山

下

恵
子

さ
ん

）
が

歌
わ

れ
、
会

場

内

は

和

や

か
な

ム

ー

ド
に

。
そ

し

て
、

笹
本

さ
ん

が
颯
爽
と

演
壇
に
！

女

性

の

集
ま

り

の

一
紅

会

の
講

演
会

と
い

う
こ

と

で
す

が
、

男
性

の
同

窓

生

が
た

く

さ

ん

い

る

こ
と

に

驚

か
れ
、

演

目

は
女

性

に

向

け

て
作

成

し

た

と
注

釈

を

さ
れ

て

か
ら

、
本

題
に
入
ら

れ
ま
し
た

。

お
話
は
、
昨
年
行
か
れ
た
、
ア
メ
リ
カ
の

ア
ナ
ー
バ
ー
と
い
う
街
に
あ
る
ミ
シ
ガ
ン
人

学
で
の
休
験
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

ミ
シ
ガ
ン
大
学
内
の
建
物
「
ミ
シ
ガ
ン
リ
ー

グ
」
は
、
内
部
に
展
示
さ
れ
て
い
る
絵
か
ら

石
像
ま
で
、
全
て
が
女
性
。
1
8
9
0

年
に
、

女
丿
学
生
・
卒
業
生
・
教
員
の
妻
た
ち
は
、

大
学
と
ア
ナ
ー
バ
ー
に
く
ら
す
女
性
の
社
会

的
交
流
促
進
の
た
め
に
女
性
連
盟
を
結
成
。
1
9
2
1

年
、
こ
の
建
物
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
女
性
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
拠
点

と
し
て
以
来
、
大
学
ユ
ニ
オ
ン
の
ひ
と
つ
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
重
要
な
中
心
地
に
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
で
の
体
験
に
触
れ
、
現
代

の
女
性
の
地
位
と
と
場
、
ひ
い
て
は
戦
国
時

代
の
女
性
た
ち
に
目
を
向
け
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

（
以
下
太
字
は
、
笹
本
正

治
さ
ん
の
お
話
よ
り
抜
粋
）

Ｎ

Ｈ

Ｋ

の

大

河

ド

ラ

マ

に

代

表

さ

れ

る

よ

う

に

、

テ

レ

ビ

や

映

画

、

小

説

な

ど

で

は

、

戦

国

時

代

が

盛

ん

に

取

り

上

げ

ら

れ

ま

す

。

特

に

山

梨

県

人

に

と

っ

て

は

、

戦

国

大

名

の

武

田

信

玄

は

、

近

し

く

感

じ

ら

れ

ま

す

。

小

説

に

お

い

て

も

、

信

玄

は

主

人

公

で

す

。

と

こ

ろ

で

、

小

説

な

ど

に

お

い

て

、

戦

国

の

社

会

は

ど

れ

く

ら

い

実

態

を

伝

え

得

て

て

い

る
で

し

ょ

う

か

。

戦

国

武

将

を

描

い

た

も

の

よ

り

、

信

玄

・

勝

頼

の

時

代

に

笛

吹

川

沿

い

に

暮

ら

す

農

民

を

描

い

た

深

沢

七

郎

の

「
笛

吹

川

」

の

方

が

、

よ

り

実

態

を

伝

え

て

い

る

か

も
し

れ

ま

せ

ん

。

今
回
の
講
演
で
特
に
主
張
し
た
い
の
は
、

戦
国
時
代
が
人
身
売
買
の
時
代
で
あ
り
、
多

く
の
奴
隷
を
生
み
出
し
た
の
が
戦
争
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
女
性
た
ち
は
、
戦
乱
の
中
で
拉
致
さ

れ
、
商
品
と
し
て
売
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
笹
本
さ
ん
は
、
森
鴎
外
の
「
山
楸

人
夫
」
に
触
れ
、
足
が
弱
っ
た
お
婆
さ
ん
た

ち
も
売
ら
れ
た
話
、
戦
乱
で
民
衆
が
安
全
を

求
め
て
山
小
屋
や
が
、
神
社
に
逃
げ
込
む
話
、

長
野
県
塩
尻
の
大
宮
八
幡
宮
に
あ
る
「
武
田

信
玄
旗
立
て
イ
チ
イ
の
樹
」
が
戦
乱
を
避
け

る
た
め
だ
っ
た
話
な
ど
を
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
現
在
に
残
さ
れ

て
い
る
、
戦
場
を
逃
げ
惑
う
女
や
戸
ど
も
た

ち
が
身
ぐ
る
み
を
は
が
さ
れ
る
様
子
な
ど
の

絵
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

武
田
氏
の
戦
争
に
お
い
て
も
、
他
国
の
多

く
の
女
性
や
子
ど
も
た
ち
が
甲
州
に
連
行
さ

れ
、
身
代
金
を
取
ら
れ
た
り
、
売
買
さ
れ
た

事
実
を
知
る
べ
き
で
す
。
甲
州
の
繁
栄
は
、

他
国
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
た
と
い

う
側
面
も
あ
る
の
で
す
。

戦
争
が
あ
る
と
、
人
々
は
自
分
の
身
を
守

る
た
め
山
奥
に
逃
げ
込
ん
だ
り
し
て
い
ま
し

た
。
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
人
々

に
と
っ
て
、
最
大
の
課
題
だ
っ
た
の
で
す
。

戦
国
時
代
に
、
同
じ
日
本
人
同
士
が
戦
わ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
の
一
端
に
は
、
異

常
気
象
に
よ
る
食
糧
難
が
あ
り
ま
し
た
。

３８　　　 ｝

ｌ



他
人

の

物

を

奪
っ

て
で

も
生

き
て

い

か

ね

ば

な
ら
な
か

っ
た
の
で
す

。

そ

ん

な
厳

し

い

時
代

に

も
、

女
性

は

生

き

生

き
と
し
て

い
ま
し
た

。

信

玄

の
母

親

の
大

井

夫

人

は
、
信

玄

の

行

動

に

も

影

響
を

与

え
た

よ

う

で
す

。
大

井

夫

人

は

、
人

質

の
よ

う

な

か
た

ち

で
信

玄

と

結

婚

し

た

そ

う
で

す

。
平

仮
名

で

書

か

れ
た

夫

人
の

伸

び
や

か

な

美
し

い

文
字

に

見

と
れ

て

し

ま
い

ま
し

た

。

ま
た

勝

頼
の

祖

母

は
、

自

身
の

判

子
を

押

し

た
文

書

を

残
し

て

い

ま
す

。
こ

の

時
代

の

女
性
が

判
子
を
持

っ
て

い
た
と

は
驚
き
で
す

。

こ
こ
で
笹
本
さ
ん
は
、
勝
頼
の
最
期
に
も

触
れ
、
信
玄
の
家
来
だ
っ
た
者
だ
ち
と
、
諏

訪
を
治
め
て
い
た
勝
頼
と
に
、
最
後
ま
で
行

き
違
い
が
あ
っ
た
の
で
は
、
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
心
が
痛
み
ま
し
た
。

世

界
の

ど

の

国
に

行

っ
て

も
、
市

場

な
ど

で

は
女

性
が
活

躍
し

て
い

ま
す

。
日
本
で

も
、

商

業
の
場
に

は
、
多
く
の
女

性
が
い

ま
す
。

戦

国

時
代

に

お

い
て

も
、

商

売
で

は

女

性

が

活
躍
し
て

い
ま
し
た

。

古

綿
・

古

小

袖
・

破

れ

帷
子

・
古

帯

な

ど

の

衣

料

品
、

古

糸
・

櫛

な

ど

の

女

性

小

物
、

酒

作
・

米

売
・

豆

売
・

魚

売
・

小

原

女
・

心

太

売
等

々

。
ま

た
、

職

人

と
し

て

も
、

多

く

の
女
性
が
働

い
て
い
ま
し

た
。
染
め
・
機
織
り
・

縫
物
師

、
さ
ら
に

は
芸
能
民

と
し
て

、
女
盲
・

白
拍
子

・
比

丘
尼
…

…
。

戦

国

時
代

に
日

本

へ

来

た
ヨ

ー

ロ
ッ

パ

人

は
、
「
ヨ

ー
ロ
ッ

パ
で
は

、
財

産
は
夫

婦
の

間

で
共

有

で

あ

る
。
日

本

で

は
、

各
人

が

自

分

の
分

を

所

有
し

て

い

る
。

時
に

は

妻
が

夫

に

高
利
で
貸

し
付
け

る
」

と
話
し
て

い
ま
す

。

今

で

も

女

性
の
へ

そ
く

り

は
、

女

性
の

も

の
で

あ
り
、

家

族
の

財

産

で

は
あ

り

ま
せ

ん

が
、

戦
国
時
代

も
同

様
だ
っ
た
よ

う
で
す

。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
妻
は
夫
の
許
可
が
な
く

て
は
家
か
ら
外
出
で
き
な
い
、
目
本
の
女
性

は
夫
に
知
ら
せ
ず
好
き
な
所
に
行
く
自
由
を

持
っ
て
い
る
、
と
い
う
話
は
意
外
で
し
た
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
女
性
は
輝
い
て
い
ま

し
た
。
一
方
で
、
力
を
持
た
な
い
女
性
た
ち

が
虐
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

と
り
わ
け
戦
乱
の
時
代
に
、
最
も
悲
惨
な

思
い
を
し
た
の
は
、
女
性
と
子
ど
も
で
す
。

昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
コ
ン
ゴ
の

産
婦
人
科
医
デ
ニ

ー
ム
ク
ウ
ェ
ゲ
氏
、
イ
ラ

ク
北
部
出
身
の
人
権
活
動
家
ナ
デ
ィ
ア

ー
ム

ラ
ド
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
理
由
は
、

戦
争
や
武
力
紛
争
に
抗
い
、
ま
た
性
暴
力
を

撲
滅
す
る
た
め
に
払
わ
れ
た
努
力
で
し
た
。

現
在
で
も
紛
争
は
続
き
、
悲
惨
な
状
態
に

お
か
れ
て
い
る
女
性
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

女
性
が
真
に
輝
け
る
時
代
は
、
性
差
や
身
分

差
な
ど
が
な
い
、
平
和
な
社
会
で
す
。

日
本
の
戦
国
時
代
を
美
化
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
戦
国
の
ロ
マ
ン
を
語
る
よ
り
も
、
戦

争
の
無
い
時
代
に
、
戦
国
で
は
な
い
時
代
を

つ
く
る
こ
と
に
、
お
互
い
夢
を
持
つ
よ
う
に

し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

笹
本
さ
ん
の
人
間
味
あ
ふ
れ
た
講
演
、
心

に
し
み
入
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

質
疑
応
答
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お
二
方
の
先

輩
の
質
問
に
、
笹
本
吉
ん
が
答
え
ら
れ
、
講

演
会
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

＊

休

憩

後
、

一

紅
会

峯

川

文

江

会

長

か

ら
、

ご
出
席
者

の
皆
様
へ

の
謝
辞

。

続

い
て
、

東
京

同
窓

会

清
水

明

会

長
の

ご

挨
拶
と

音
頭
で
乾
杯

。

し

ば
し

の

ご
歓

談

を

経
て
、

ゲ

ス
ト

の

山

梨

県
人

会

連
合

会

の

弦
間

明

会

長

（
日

川
高

校

出

身
）

か

ら
、
今

年

は

山
梨

で

開

催
さ

れ

る

「
山

梨

県
人

会

連
合

会

創
立

七

十

周
年

記

念

総
会
・

大
会
」
（
５

月
2
5日
）
　へ

の
お

誘

い

と
お

話
。

笹

本
正

治

さ
ん

と

は
同

学

年
の

小

口

弘
毅

さ

ん

（
小

児
科

医

）

か

ら
、
今

は

亡

吉

佐
々

木

ま

ち

子
古

ん

（
一

紅
会

）

が
中

心

と

な
り

発

足

し

た
「

あ
お

ぞ
ら
会

」

の

お

話
と

「
ヘ

レ

ン
ハ
ウ
ス
物

語
」
と
い
う

本
の

ご
紹
介

。

以

降
は

例
年

通
り
。

甲

府
中

学

・
甲

府

一
高

東

京

同
窓

会

の
本

年

度

当

番
幹

事

を
代

表

し

て
、

昭
和
5
6
年

卒

小

田

切

仁
幹

事

長
よ

り
、

ア

月
６

日

開

催

の

東
京

同
窓
会
へ

の
お
誘

い
の

ご
挨
拶

。

甲

府
中

学
・

甲

府

一
高

同

窓
会

本

年

度
実

行

委

員
会

、
昭

和
6
2
年

卒
を

代

表
し

て
、

宮

川

勇

徳
委

員

長

よ
り
、

５

月

１９

日

開

催

の
甲

府
同

窓
会
へ

の

お
誘
い
と

ご
挨
拶
。

フ

ロ
イ

デ

合
唱

団

で

使
っ

た

ピ
ア

ノ

が

あ

り

ま
し

た

の

で
、

山
下

恵
子

吉

ん
に

弾

い
て

い
た
だ
き
、
全

員
で
甲
府

一
高
校
歌
を

斉
唱
。

最

後
に

、

一
紅

会

の

命
名

者

で

あ
る

林

野

妙

子

一

紅
会

副
会

長
よ

り

ご
挨

拶

を
さ

せ
て

い
た
だ
き
、
終

了
い
た
し

ま
し

た

。

３
８

０
名
も
の

ご
参
加

を
得
て
、
大
変
充
実

し

か
講
演
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し

た
。

誠
に
あ
り
が

と
う

ご
ざ

い
ま
し
た

。

ま

た

来
年

も
、

ふ

る

っ
て

ご
参
加

く

だ

さ

い
ま
世

。

（
S
5
6卒
　

バ
‥
片
ひ
と
み
）
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2019 年
協賛者・協賛会社名（敬称略）

島田　敏男（S51 卒）

新津　裕史（S52 卒）

勝村　良一（S53 卒）

田中　哲哉（S54 卒）

奥秋　一俊（S56 卒）

小海　健司（S56 卒）

後藤　照美（S56 卒）

清水　慶一（S56 卒）

㈲アサヒエ業

西部スチール㈱

㈱大栄興業

中央葡萄酒㈱

この他にもご協賛をいただきました。

本当にありがとうございました。
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●令和元年度当番幹事( 昭和56年卒)

幹事長

副幹事長

事務局

懇親会部会

広告部会

小田切 仁

末木 博／保坂 透

鷹野由香／大森智美／横内満照子／田中美恵

保坂 透／神谷ひとみ

末木 博／山口芳宏／町田泰樹／

田中千穂／鷹野由香

日新鐘部会　　刑部 聖／及川恵美／白倉優子／

町田泰樹／山口芳宏／鷹野由香

一紅会　　　　 鷹野由香／神谷ひとみ／青柳きよみ／

田中千穂／白倉優子

会計部会　　　菅野 悟／青柳きよみ／田中千穂

ＩＴ部会　　　向山敬介／渡辺 稔

甲府部会　　　中潭信二

● 制 作 に ご 協 力 い た だ き 、

あ り が と う ご ざ い ま し た 。

《ごあいさつ》

東京同窓会会長　　　　清水昭さん( 昭和44 年卒)

甲府第一高等学校校長　小林俊一郎先生

《甲府と東京をつないだ先輩その１》

早稲田大学 創造理工学部建築学科　山田 侃教授

南アルプス市中央図書館

南アルプス市立櫛形中学校

《届かなかった甲子園》

甲府一高 野球部監督　　 窪田 新さん（平成６年卒）

《今、一高で元気な部活！》

アーチェリー部前顧問　吉成謙先生・顧問　花輪秀剛先生

テニス部（男女）顧問　高鳥亮太先生・永井勇太郎先生

弓道部顧問　　　　　　大塚正敏先生

水泳部部長　　　　　　西口克輝さん（2年１組）

ア・カペラ部 顧問　　　中 源博先生

書道部顧問　　　　　　古屋彰士先生

美術部顧問　　　　　　石田泰道先生

筝曲部部長　　　　　　市川栞凪さん（3年１組）

《甲府と東京をつないだ先輩その2 》

山本順二さん（昭和41 年卒）

茂手木光博さん（昭和40 年卒）

金子 寛さん（昭和43 年 卒、甲府第一高等学校同窓会 事務局長）

富士川町スポーツミュージアム

《一 高 の一 年》

総 務 広 報 主任 上屋浩之 先生（昭和56 年 卒）

《現役一高生への７つの質問！》

総務広報主任　　　　　 上屋浩之 先生（昭和56 年 卒）

各学年各クラス担任の先生方

現役一高生のみなさん

《赤い蝶ネクタイの制服》

甲斐絹屋 社長 青柳健治さん

《甲府と東京をつないだ先輩その3 》

森山威男さん（昭和38 年卒）

藤森 亨さん

《一紅会》

一紅会 会長　　　　　　 峯川文江さん（昭和44 年卒）

一紅会 第３代会長　　　 飯田冨美子さん（昭和33 年卒）

ＩＡＥＡ事務局長特別補佐官　市川とみ子さん（昭和56 年卒）

長野県立歴史館 館長　　 笹本正治さん（昭和45 年卒）

編 集 後 記

今こうしてこの原稿を書いているということは、記念誌の編集作業が

無事に終わりつつあるということo 中学から甲府にきた僕には同級生

にくらべ一高の先輩後輩についての知識はおろか同級生自体の情報もjIE

倒的に欠けていましたo そんな自分に同窓会記念誌の編集長ができ

るのか？ でも、メンバーの発想と努力により大きな仕嘔は達成され

ました。作業の中でいちばん印象に残っているのは、まあよくもみん

なで泗をいっぱい飲んだなということです。新しい友人をたくさんあ

たえてくれた東京同窓会と記念誌「日新鐘」に感謝！　　 （刑部聖）60

回記念のシンボルマークは、メインテーマ の「カネノネ」ですo

響く鐘のａを５線で表現しましたo 今回数ヶ月に亘り記念誌制作に取

り組んだことで、サブテーマ「心をつなぐ同窓の輪」を実感いたしま

した。心より感謝いたします。　　　　　　　　　　　 （及川恵美）

同窓生や同郷の年代を超えた方々との繋がりを記念誌に携わり再認識

できました。感謝いたします。同窓乍寄稿の頁で日新ホールのチキン

ライス、前店、横店など皆さまの想い出を挿絵で描いたことも良い記

念になりそうです。　　　　　　　　　　　　　　　　 （白倉優子）

取材で卒業から38 年ぶりに母校の中に入りました。現役の後輩から

気持ちの良い“こんにちは”という挨拶。その声だけでうるうるでし

た。聖火をつないだ先輩の取材では、お元気な姿をほて背筋が仲びも

しました。出逢いをつないでくれた同窓会誌に感謝です。（町田泰樹）

甲 府と 東京をつ ない だ 先輩の取 材 で早稲 川人学 に赴 き、 偉大な 先輩の

足跡 に 触れら れ、 又この 編集を 通じ て、 先輩方 との縦 の絆 、まる で学

園 祭 前の様に 一緒に 作業 した同 級生 との 横の絆を 同時 に突 感する 事が

出 来、令ての方 々に感 謝致 しま す。　　　　　　　　　　 （|||口芳 宏 ）

十数年 前、サ ブ幹lf での 出会い が 「聖火ラ ン ナー」 の記¶μへと 繋がり

ま した。 取材を 通し て新 たな 繋がり も乍 まれ 、とて も実り 多き 時間で

し た。 沢山の 方々 との出 会い 、そし て協力 の 元に出来| こが った 「口新

鐘」は 宝物 です。 素晴 らしい 時 問と出 会いに 感 謝しま すO （鷹 野 由 香）

誤解を恐れずに言えば、会社の社長にはなりたければなれるが、高校

野球の監督にはそうなれるものではありません。mll 監督は人生の夢

という監督に就任しました。それもほ校。しかし彼から感じたのは選

于に対しての貞任の重さ、悩みの深さ。就任６年目を迎え、監督自身

にも変化が生じているのかもしれない。インタビューを通じて、一一高

野球部の応援はもちろん、窪山監督の応援をしたいと思いました。東

京同窓会の皆様、夏の山梨県人会甲府一高の試介にぜひとも足を運び、

スタンドで校歌､応援歌を歌っていただきたく思います。（小田切 仁）

2019 甲府中学・甲府一高東京同窓会記念誌

㎜

㎜

|||||
新

発行||

発行者

取材

本文編集

表紙デザイン

印刷製本
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甲府中学・甲府一鳥 東京|同窓会

日新鐘部会

則部 嶼

及川恵美

株式会社 少國民社
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実装基板インライン３ＤＸ線検査装置

IＣ/ＬＥＤワイヤーボンドＸ線自動検査装置

●　 ●

●

スーパーカーも!

ウェーハバンプＸ線検査装置

Ｌ Ｆ Ｘ
・
１ ０ ０ ０

ＬＦＸ１０００はモールドされた

Ｓ ｉ
Ｘ ・
３ ０ ０ ０

ふ

，

ＧＦＩＡＮＤ-ＰＲIＸ

神奈川工業技術開発大賞受賞

半導体部品のIC/ＬＥＤ内部の

ワイヤーボンド/リードフレー

ムの状態を高速/高精度に検

査します。

ＳｉＸ-３０００は､ウェー ハ上 のマ

イ クロ バンプ の 内 部 状 態をＸ

線を用 いて 透 視検 査する 装置

で す。

●微小ウェーハバンプ検 査

(φ３０μｍのバンプを自動検査)

第62 回 九都県市首脳会議｢きらりと光る産業技術｣受賞

首都圏の東京勧､神奈川県､千葉県､埼玉県の知事、

畷 政令指定都市の横浜市･jll崎市･千葉市･さいたま市、

・　　　 １｀ 相模原市の市長が長匍的展望のもとに､優れた技術をｍ

北 比 隙 滋 豺
stl　　　 §､

嘲６ ●●1會ll ●l l卿:z,ｗｗ。｡９ｕｇｓlli-ｓyｔlrχχJkaiｓjp/

,;－∃。ｒ ｌ ｓこ器
｡1711懸!。株式会社 アイビット

神奈川県優良小規模企業者受賞

〒２１３-００１２ 神奈川県川崎市高津区坂戸３-２-1 かながわサイエンスパーク 東棟6FTEL.

０４４-８２９-００６７　ＵＲＬ:http://ＷＷVV.i-bit.Ｃ０.jｐ

代表取締役 向 山　 敬 介 （昭和５６年卒）

Ｔ
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